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    ①　最寄り駅発→学校・徒歩


    



    



    　夏休みが明けた二学期の始業式の次の日。


    　見上げる空は抜けるように青く、白い飛行機雲が音もなく横切って行く眠い朝のことだった。


    　俺はいつものように高たか千ち穂ほ大だい輔すけと学校に向かって歩いていた。


    　高千穂は県立横よこ浜はま志し貴き高校入学以来の友達で同級生。


    　スポーツは得意だが勉強はご臨りん終じゆうな、いい奴やつ。


    　大して俺と変わらないはずだが「女の子のことだったら俺に聞けよ」と自信をもって言う。


    　そんな高千穂が、会ってすぐに大声で俺に聞いた。


    「でっ？　お前はかわいい鉄オタと無口なモデル美人と爆乳眼め鏡がねっこ、誰がいいんだ？」


    　どうやら奴は、俺が夏休みの旅で偶然出会った三人の女の子のことを言っているらしい。


    「どうして朝イチの話がそれなんだっ!?」


    「いやぁ～あんなことがあったからなぁ～」


    　高千穂はさらに、前日、俺がその三人と再会したことにツっこんでくる。


    「別に大したことじゃないだろう？」


    　高千穂は「おいおい」って顔で俺を見る。


    「わかっちゃねぇなー。栗くり原はらの最後のモテ期かもしれねぇーのに～」


    　勝手に決めるな！


    「どうして高二で生涯最後なんだよっ!?」


    「ひと夏で三人もかわいい子と出会ったんだぜ？」


    「まぁな」


    　走りだしたら止まらない、かわいいけど暴走鉄オタ、北きた見み美み優ゆ。


    　時刻表が大好きで、しゃべると大人っぽいが普段は無口なモデル美人、宮みや田たくれあさん。


    　美術部で長野から転校してきた、唯ゆい一いつの非鉄でぼんやり爆乳眼鏡っこ、白しら糠ぬか由ゆ佳かさん。


    　三人とは夏休みの軽かる井い沢ざわの旅行で知り合ったが、連絡先を交換することもなく別れた。


    　しかし、由佳さんのお父さんが近くで、列車グッズに囲まれたカレー屋をオープンさせたことで、偶然が重なり昨日、全員と再会したのだった。高千穂もその場に居合わせたが、余計なことをしゃべりすぎるので、俺がカバンで後頭部をヒット。なので詳細は覚えていない。


    「どうなんだよ栗原～、鉄オタ？　美人？　爆乳？　誰だよ～」


    　高千穂は腕を俺の首に絡からませ、しつこく聞いてくる。


    　うぜぇ～。


    「おいっ、そんなこと大きな声で言うなって!!」


    　こういう頭が小学生タイプは、嫌がるとエスカレートする。


    　高たか千ち穂ほは笑いながら、摑つかんだ俺の首をグイグイ前後に動かす。


    「いいじゃん！　いいじゃん！　隠すなよ～」


    「隠すとか隠さないとかじゃなくて、今は通学路だから気にしろって言ってんだよ！」


    　高千穂は一瞬キョロキョロと周りを見渡したが「それがどうした？」って感じ。


    　俺は周りの視線がすごく気になる。


    　周りには学校に向かう奴やつらが歩いているわけで、そんなところで朝から「爆乳だの、鉄オタだの、美人だの」と恥ずかしいセリフを連れん呼こすんじゃねぇよ！


    　横を歩いている女子たちが、どう見てもこっちを警戒している。


    「だから、鉄オタと──」


    　高千穂がもう一度同じセリフを言いかけた時、後ろから女子の声がした。


    「栗くり原はらさん！」


    　声に反応した俺たちは二人でばっと振り返り、高千穂はそのまま続けた。


    「爆乳の美術部さんとぉ～」


    「きゃっ!?」


    　由ゆ佳かさんは、サッと学生カバンで胸を隠す。


    　そりゃそうだよな……。


    　朝から最悪の形で再会。


    　由佳さんにはすごく好きな先輩がいて、長野を離れる時にその人に告白するのを美み優ゆや宮みや田たさんと手伝ったのが、出会いのきっかけとなった。


    　でもまぁ、声をかけた人たちが朝から自分の大きい胸の話をしていたかと思うと、すごく嫌だよな……というか怖いよな。


    　しかし！　今の会話に俺は関係ねぇ！


    　言いわけするのも面倒なので、俺は高千穂をいないものとすることにした。


    　だから、ここはありえないくらいのハイテンション！


    「あははは、おっはょ───!!」


    　横で「おはっ」と言いかけた高千穂のセリフを大声で塗ぬりつぶす。


    「今日から学校へ来るのぉ───!?」


    　由佳さんは俺たちと同じ高校の制服を着ていた。


    「そうなんです。昨日、編入手続きも終わったので」


    「制服、間に合ったんだね？」


    　俺が聞くと、由佳さんは制服に触って照れた。


    「これは学校さんが貸してくれたんです。ちょっとサイズが小さいんですけどね」


    　そして、パツンパツンになっている上着のサイドを手でグイグイと押しまくる。


    　あんまりやると胸のボタンが、マッハで飛んで行きますって……。


    「しばらくは前の学校の制服でもよかったんじゃないの？」


    「そうなんですけど、こっちの制服の方がかわいいから……」


    　ニコッと由ゆ佳かさんは笑った。


    　俺が気を許した間かん隙げきをぬって、高たか千ち穂ほが大声で挨あい拶さつをしやがる。


    「おはよう白しら糠ぬか！」


    　ついでに手もあげて目立つようにアピール。


    　二人で一瞬だけ目を合わせるが……。


    　しかし、俺は前を向くように由佳さんの肩を押した。


    「由佳さん、初日から学校に遅れちゃいけないから急ごう！」


    「そっ、そうですね……」


    　由佳さんは上着の前を閉じるようにして足早に歩きだした。


    　住宅街を抜けると、駅と学校の中間地点にある新幹線の高こう架かが見え、白と青の列車が高速で左から右へと走り抜けて行く。


    「あれって新幹線ですよねぇ～栗くり原はらさん」


    　さんづけで女子からあまり呼ばれたことのない俺は、まだちょっとだけ恥ずかしい。


    「そっ、そうだよ……」


    　太陽を受けきらめく白い車体を目で追う。


    「あれに乗ると長野まで行けるんですよね？」


    　俺は由佳さんに微ほほ笑えんだ。


    「ここを走っているのは東海道新幹線だから長野へは行かないよ。長野へ行く奴やつは白いボディに青と赤のラインの入った長野新幹線だから」


    「そっかぁ～そうなんですよねぇ～」


    「俺はちょっとわかるようになって来たよ……あれはＮ７００系って新幹線なんだ」


    「へぇ～さすが栗原さんも美み優ゆさんたちと同じで、電車にお詳しいんですねぇ～」


    　まったく違います！


    「美優たちとは比べ物にならないって」


    　とは言っても……残念ながら、通過中の新幹線がなに系であるかわかるようになってきた。


    　特に東海道新幹線の場合は簡単で、７００系とＮ７００系の二種類しかない。


    　見分け方も簡単で、先頭車両のライトの位置を見れば一発でわかる。


    　もう、目の前で二時間サスペンスばりの殺人事件が起きても大丈夫。


    　ちゃんと新幹線の形式を証言してやれる。


    　　　◇


    　朝から陽かげ炎ろうが出そうなくらい残暑のひどい道を歩くと、やっと学校に到着。


    　一か月以上も休んでいてなまった体に、この通学路は割りときびしい。


    　転校初日なので職員室に行くと言う由ゆ佳かさんとは昇降口で別れた。


    「じゃあ、私はここでぇ～」


    　由佳さんが胸の前で手をかわいく振った。


    　俺と高たか千ち穂ほは階段を上り、二階の自分の教室へと入った。


    　そして、窓際の一番後ろの自分の席にカバンを置いてダラッと座る。


    　高千穂の席は俺の横。


    　朝の教室はザワザワしている。


    　毎日会うのに……よくそんなに話すことがあるもんだ。


    　俺はこの時間いつも何もせず、ただぼんやりみんなの話を聞いている。


    　よくあるのは昨日のテレビやネットの話。


    　なんとかという俳優が格好いいとか、面白いお笑いを見つけたとか、本物の宇宙人の映像がネットで流れていたとか……みんな自分で見てきたかのように話す。


    「そういえば白い少女って話、聞いた？」


    　って女子の声が一瞬聞こえた。


    　なんだ？　白い少女って……。


    　顔が白いのか？　アイドルグループの名前か？


    「うん！　聞いた聞いた！　ネットでさぁ──」


    　もう一人の女子もテンションを上げて返事する。


    　この感じはかなり有名っぽいな……。


    　その時、始業のチャイムが鳴り、先生が教室に入って来た。


    　全員がバタバタと席に着く。


    　担任の香か月つき先生は、ぱっと見、女子大生に見える丸顔のやさしい先生で、教師生活一年目。


    　団だん塊かいの世代の教師が大量に定年退職して、代わりに入って来たらしい。


    　バシッとスーツを着ても……就職活動をしている人のよう。


    　教室の扉とびらは開けたままで、後に一人女子が続いた。


    　……おっ!?


    　俺は後ろから入って来た人を見て驚いた。


    　それは由佳さんだったからだ。


    　高千穂はパチンと指を鳴らし、


    「おぉ、ラッキー！」


    　と、勝手に盛り上がる。


    　高校二年の二学期からの転校生は珍しく、クラス内が一瞬ザワッとした。


    　特に男子としてはかわいい爆乳眼め鏡がねっこ女子が入って来たのだから、盛り上がらないわけにはいかない。


    　見なれた物より新しい物にひかれるのは男子の基本だ。


    　パソコンもスマホもロボットアニメも、新型はいつも格好よく見える。


    「は～い、みなさ～ん静かにしてぇ～」


    　幼稚園の先生のように手を叩たたきながら、力が抜けそうなしゃべり方をする。


    「おはようございま～す。今日は転校してきた女子を紹介しますよ～」


    　転校生紹介はベタな感じだった。


    　黒板にデカデカと「白糠由佳」と書き、


    「こちらは長野から引っ越して来た白しら糠ぬか由ゆ佳かさんで～す。みんな仲よくしてあげてくださいね～。では、白糠さん自己紹介をどうぞっ！」


    　と、香か月つき先生は由佳さんを前に押し出した。


    　おいおい……。


    　幼稚園というか、パーティでの紹介と言うべきか……先生はニコニコしながら大きく両手を広げて後ろに立った。


    　これは恥ずかしい……。


    　先生は気にせず、更に由佳さんの後ろで手を星のようにキラキラとさせている。


    　由佳さんの顔は真っ赤だ。


    　緊張しているからだろうけど、半分は先生のせいだな。
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    「しっ、白しら糠ぬか由ゆ佳かです！　よっ、よろしくお願いします」


    　なんとか名前だけは言えた。


    　クラスから自然と温かい拍手が起こる。


    　先生は満足したのか「うんうん」とうなずき、


    「白糠さんの席はねぇ」


    　と、教室を見渡してから、高たか千ち穂ほの横の空あいている席を指さした。


    「あそこへ座ってください！　また、席替えはしますからとりあえずね」


    「あっ、はい！」


    　由佳さんは緊張して、足あし下もとを見ながらゆっくりと俺たちの方に向かって歩いて来た。


    　俺は目が合いそうなところで、手を小さくヒョイとあげた。


    「よっ！」


    「あっ!?　栗くり原はらさん！」


    　由佳さんが驚いたように俺の名前を呼ぶと、


    「……栗原君と白糠さんは知り合いなの？」的なザワザワした女子の声が聞こえ、男子からは「なんで知ってるんだ!?」的な刺すような視線。


    　……あれっ……まずかったかな？


    　普段は目立たない生活をしている俺は、クラスの視線が集まると不安になる。


    　高千穂はそんな雰囲気などしったこっちゃなく、由佳さんを手招きした。


    「白糠！　こっちこっち！」


    　目立つことに慣れている奴やつはいいよなっ。


    「高千穂さんも、同じクラスなんですね」


    　由佳さんはほっとしたように高千穂に笑った。


    「おう、よかったな！」


    　それを見ていた香か月つき先生は、


    「栗原君と高千穂君は白糠さんと知り合いなんですかぁ？」


    　と、聞くので、男子の視線を気にした俺は、


    「ええ……まぁ」


    　と、遠慮がちに答えた。


    　すると先生は微ほほ笑えんで、


    「それじゃあ、学校のことやクラスのことは二人でちゃんと教えてあげてくださいねぇ～」


    　と、安心したように言った。


    　いきなり頼まれた俺が戸と惑まどっていると、高千穂はさっと答えた。


    「それはまかせておいてくれ！」


    「よろしくねぇ～それでは今週の連絡なんですけどぉ──」


    　香か月つき先生は二学期の注意事項やら、来週月曜日は創立記念日で三連休になるといったようなことについて連絡を始めた。


    「このクラスではさぁ──」


    　高たか千ち穂ほはさっそく横の由ゆ佳かさんと小さな声で話し始めた。


    　いつもと変わらない二学期がぼんやりスタートする。


    　窓からグラウンドを眺める。


    　そういや、美み優ゆも宮みや田たさんも横よこ浜はま志し貴きの生徒……だったんだよなぁ……。


    　旅先では「二度と会えないかも……」と思ったが……同じ学校なら毎日会える。


    　だからといって、他ほかのクラスへわざわざ捜しに行くのもなぁと思うわけだ。


    　ただ、今は美優に会いたい理由があった。


    　別に好きだとか、そんなんじゃない。


    　美優に聞きたいことが一つあるんだ……。


    　それは、先日、Ｂ級グルメ特集の番組を見ていた時のこと。


    　舌っ足らずのアイドルが、おいしそうなコロッケを駅のベンチで食べているのが映っていた。


    　目を奪われたのは、その駅の前が海だったことだ。


    　ホームの向こうに海が広がっていた。


    　真夏の太陽が降り注ぐ真っ白な浜辺の向こうに、どこまでも真っ青な海が続いていた。


    　そのすぐ側そばを線路が通っているのだ。


    　俺は初めて見るその風景に感動した。


    　こんなところが日本にあるんだ……と。


    　番組を途中から見た俺にはそこの駅名がわからない。


    　スタジオへ話が戻るとアナウンサーが「神奈川県からでした」と言っていた。


    　だから情報はそれだけ。


    　俺はうまいコロッケを、その駅で食べてみたくなった。


    　美優に聞けばこんな駅すぐにわかるだろう。


    　しかし、そんなことのために「美優ってなん組？」って聞いて回るのもなぁ～。


    　二学期が始まって二日目のクラスは、まだまだ夏休み気分で全員やる気なし。


    　俺も午前中はなんの授業だったか忘れてしまったくらいだ。


    　そして、昼休み。


    　高千穂は由佳さんを連れて嬉き々きとして売店へ向かった。


    　出て行く二人を目で追って廊下を見る。


    　あれ!?　美優と宮田さんだ。


    　かわいいけど、何でも見み透すかされてしまいそうな大きな瞳ひとみの美優と、大人のような落ちついた雰囲気の宮田さん。


    　そんなタイプの違う二人の美人が近寄りがたいオーラを出しながら、並んで歩いてくるのが目に飛び込んで来た。


    　これまでもこんな感じで二人は廊下を歩いていたのだろうか？


    　俺には二人を学校で見た記憶がまったくない。


    　意識していると気づくもんなんだなぁ……。


    　俺は一瞬で考えた。


    　二人を捜すのは面倒だけど、偶然にも見てしまったのなら仕方がない。


    　一応、軽かる井い沢ざわで色々あったんだし、学校も同じなんだから、友達として話しかけるのは別に変なことじゃないだろう。


    　思考終了。


    　俺は席を立った。


    　そして、ツカツカと早足で歩くと、教室の後ろの扉とびらから二人の前に飛び出した。


    　二人は俺を見てすっと足を止めた。


    　美み優ゆが「誰よ、邪じや魔まねっ！」と目線を上げる。


    　どうして、睨にらむかな……。


    　学校での美優は、相手が誰だろうが、とりあえず睨みつけるのかぁ？


    　それになんだかすごく視線を集めているような気がする……。


    　振り返って教室を見ると、クラスの男子どもが羨せん望ぼうの眼差まなざしで俺を見ている。


    　なっ、何だ!?


    「黙ってないで、さっさと挨あい拶さつしなさいよ」


    　美優は睨むのをやめて、サッと腕を組む。


    　俺はとっさに肘ひじから先を軽くあげた。


    「よっ！　美優」


    　続けて、美優の左斜め後方で遠慮がちにモデル立ちしている宮みや田たさんに、顔が見えるよう、体をズラしてちゃんと頭を下げた。


    「こんにちは宮田さん」


    　宮田さんは微ほほ笑えみながら軽く会え釈しやくしてくれる。


    　美優は俺をまたキッと睨む。


    「何、挨拶に差をつけてんのよ？」


    　まぁ人間、他人への態度は、やがて自分の身にふりかかる……。


    「そんなことないよ。気のせいだろ？」


    　俺はニコッと笑った。


    　美優は会ったばかりなのに、もう小さな溜ため息いきをつく。


    「でっ、何か用？」


    　長野では二日間も一緒に旅行したのに、軽かる井い沢ざわで出会う前より冷たい感じ。


    「俺、ここのクラスなんだ」


    　美み優ゆが学年と組が書かれたプレートに目をやる。


    「一組ね。でっ？」


    　でっ!?　もうちょっと言い方あるだろ!?


    　何だ？　俺の女子への話し方が間違っているのか？


    　軽かる井い沢ざわの時はうまく話せていたのに……俺は焦って頭が真っ白になった。


    「えっ、え～と」


    「話し始めに『え～と』って言うなっ！」


    「はっ、はい！」


    　俺はバシッと気を付けの姿勢をとる。


    「『え～と』っていうのは、何も考えていないのに、人に話しかける時に、出てくるセリフでしょ！」


    　確かに何も考えてませんでした。


    　いつもながら、言うことだけは変にまっすぐで反論の余地がない。


    　お互い学校の制服で強く言われると、なんだか緊張してくる。


    　とっ、とりあえず一番ホットな話題でも……。


    「ゆっ、由ゆ佳かさん」


    「はっ!?　由佳がどうしたのよ？」


    「うちのクラスに入ったんだぜ！」


    　美優がもう一度プレートに目をやると、今度は宮みや田たさんも一緒に見た。


    「だから一組でしょ。でっ？」


    　また、でっ!?


    　……もうちょっと話続くもんじゃないのぉ～!?


    「へぇ～由佳、一組なんだ～」とか「もう学校来たのぉ～どこどこ？」とかさ～。


    　俺の想像の中ではやさしい美優が、キラキラ光るピンクの背景の前でそう言っている。


    　こっ、これは……ダメだ。


    　まさに話にならん！


    　普通の会話をしていたら美優には全部「でっ？」って返されるだけだ。


    　これは鉄道関係の話にしないと。


    　俺は焦ってそう考えた。


    　もう少し後にしようかと思っていたが、ここはいきなり本題じゃ！


    「そっ、そういえば、もっ、もしかすると、大したことじゃないかもしれないんだけど」


    「何よ、ハッキリ言いなさいよ！」


    　美み優ゆが大声で言う。


    「はっ、はいっ！」


    　俺は更にビシッと両足を寄せた。


    　その後ろで宮みや田たさんが「大丈夫？」って顔で微ほほ笑えんでいる。


    「美優に聞きたいことがあるんだ」


    「なっ、何よぉ……？」


    　美優はジト目で少し引き気味に聞いてきた。


    「この前、Ｂ級グルメ特集の番組見ていたらさ、海の見える駅が映ったんだ」


    「ばっ!?　こんなとこで！」


    　突然、美優が焦って呟つぶやくように言ったが、俺は気にせず続けた。


    「それがどこの駅なのか教えてほしいんだ……」


    「……………」


    　目の下が一気に赤くなって、美優は少しうつむいた。


    　……あれ？　なんか変なこと言ったか？


    　それとも聞こえなかったかな？


    　仕方がないので俺はもう一度繰り返した。


    「ホームの先が『海っ』って感じの駅でさぁ～、神奈川県のどこからしいんだけど……、軽かる井い沢ざわの、めがね橋みたく、その場所を──」


    　俺が話を続けていると美優が途中で遮さえぎった。


    「しっ、知らないわよっ！」


    「えっ」


    「そんな駅なんて知らないって言ってんの」


    　美優は怒って言った。


    　なっ、何だよ。


    「あんなに鉄道に詳しいんだから、その駅についても知ってるんだろ？　イジワルしなくても教えてくれたっていいじゃないか！」


    「はぁぁぁ!?　何言ってんのよ!?　鉄道のことなんて何も知らないわよ！」


    　軽井沢であれほど語っておいて、何だこの態度は!?


    　俺もそこまで否定されると腹が立った。


    　こっちも大声で言い返す。


    「お前、ガチ鉄オタじゃねぇーか!!」


    　廊下にいた数人が振り返る。


    　美優はすごく恥ずかしそうにする。


    　顔はもうこれ以上ないってくらい、耳まで真っ赤っかだ。


    　……へっ!?　……どうしたんだ美み優ゆ？


    「バッ、バッカじゃないの!?」


    「はぁ？」


    　美優は素早く宮みや田たさんの手を摑つかんだ。


    「行こう！　くれあ」


    　そして、俺の横を鮮やかな栗くり色の髪をなびかせて通り抜けて行く。


    「おい！　美優」


    　手をあげて声をかけるが、振り返りもしない。


    　引っぱられていく宮田さんは、笑いながら俺の横でボソッと呟つぶやいた。


    「栗くり原はら君……後で由ゆ佳かさんの店でね……」


    　すごく大人っぽい声。


    「あっ、あぁ……」


    　怒りながら去って行く美優と、宮田さんの後ろ姿を見送りながら、俺は心底思った。


    　女はわかんねぇー。


    　……何だってんだ？　美優の奴やつ。


    　俺がなんか変なことを言ったのか……？


    　いや、駅を聞いただけだよなぁ～。


    　美優たちが見えなくなるまで、呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて我われに返って教室へ戻った。


    　すると、チャラい赤あか谷たにが話しかけてきた。


    「すげぇじゃん栗原」


    　赤谷が俺に話しかけてくるなんて珍しいな。


    「何がだよ？」


    　別に俺としても機嫌はよくない。


    　少し突っかかるように話すが、赤谷はいつも通り〝軽っ〟って感じの返事。


    「あの二人と話せるなんてぇ～」


    「美優と話すのがそんなに珍しいのかよ？」


    　赤谷はちょっと驚いた顔をした。


    「おぉ～北きた見みさんをいきなり呼び捨てっすかぁ？」


    「いや、これは下の名前で呼べってあいつが言うから……」


    　赤谷はフンッと鼻で笑った。


    「まっ、栗原は知らねぇだろうけどよぉ、あの二人はガードかたいって有名じゃ～ん。せっかくの美人コンビなのに、男を作らねぇんだぜぇ～」


    「そうなのか？」


    　俺はそういうことに疎うといのでよく知らないが、二人は有名人らしい……。


    「一年の時にかなりの奴やつが突っ込んで行ったけどよぉ、全員撃沈しちまってるんだぜぇ。だから、もう二人に話しかける男子なんてのもいねぇ～けどよ」


    「そんなに有名だったのか？」


    　赤あか谷たには呆あきれて溜ため息いきをついた。


    「けどよ、栗くり原はら、どこであんなに仲よくなったんだよぉ～？」


    　お前は何を見ていたんだ！


    　美み優ゆと言い合った後でそう言われると、すげぇームカつく。


    「どこが仲いいんだよ？」


    「いいじゃん、いいじゃん。仲よくしてたじゃん！」


    　きっとこいつには、俺と違って何か違う風景が見えているんだな……。


    「赤谷にはあれが仲よく見えるのか？」


    「おぉ、あの二人にあんなに話をしてもらえたら、すげぇ～いいじゃん」


    　お前はドＭか？


    　確かに軽い奴らってハートがタフっていうか、断られてもめげないってとこあるもんなぁ。


    「あれはなぁ喧けん嘩かだ。喧嘩っ！　見りゃわかるだろう!?」


    　赤谷はさっと髪に手をやる。


    「そっかぁ？　俺はそれでもいいけどなぁ～？　栗原、贅ぜい沢たく言い過ぎ～」


    　うっさいなっ！　今お前と話をしていたい気分じゃねぇ。


    　今は心がモヤモヤしっぱなしなんだ。


    「それじゃ、今度は代わってやるよっ」


    　俺はやる気なく手をあげて歩きだした。


    「おぅ～よろしくなぁ～喧嘩でいいから今度は俺もまぜてくれよ～」


    　赤谷は右手を大きく振って席に戻る俺を見送る。


    　それもうぜぇ……。


    　俺は溜息をついてから自分の席に座った。


    　今まで一度も彼女がいたことのない俺だけど、女子の心理について推理してみる。


    　どこで怒ったのか？　最初から怒っていたような気もする。


    　そもそも俺のことが嫌い？　そうでもないと思うが、よくわからない。


    　昨日から今日までの間に何かあった？　そうかもしれん。


    　なぜ鉄オタじゃないと今さら言う？　実は違う……いや、そんなこたぁねぇな。


    　経験不足の俺がそんなの考えたって何も出てこねぇ!!


    　しかし、突然鉄オタを否定されてもなぁ。


    　美優は自分のことしか考えてねぇから、突然、何か心変わりしたってことかなぁ。


    　俺は頭をかきむしった。


    　そこへ、高たか千ち穂ほと由ゆ佳かさんが仲よく戻ってきた。


    　俺の絶叫が聞こえたのか、由佳さんはちょっと引き気味。


    「なっ……何かありました？」


    　高千穂は別に気にせずパンを机に置いた。


    「どうしたんだ栗くり原はら？」


    　二人を交互に見た俺は、


    「何でもないっ！」


    　と、そっけなく言って自分の弁当箱を出す。


    　由佳さんは俺の顔をのぞき込むようにして見つめる。


    「じぃぃぃぃぃ」


    　効果音を口で言わないでください。


    「なっ、何、由佳さん？」


    「ご機嫌が悪くなっちゃった感じですね？」


    「そっ、そんなことないよ」


    　高千穂は少し考えてから納得したように言った。


    「フラれたか……」


    　違うわ！


    「えぇ～こんな短い昼休みに～？」


    　由佳さんが口に手を当てる。


    　だから、違いますって！　話、勝手に進めないでください。


    　俺はガッと体を起こして反論する。


    「どうしてそうなるんだっ！」


    　高千穂は無邪気に笑って答える。


    「いや、なんとなく」


    　俺は話題を変えることにした。


    「それより早く昼飯にしようぜ」


    　二人はそろってうなずく。


    「そうだなっ」


    「そうですねぇ」


    　俺は箸はしを出しながら、さっき宮みや田たさんに言われたことを思い出した。


    「あっ、そうだ、由佳さん」


    「何ですか？」


    　由佳さんは、たまごサンドイッチの端をちょこっとかじった。


    「さっき宮田さんに会ってさ、後でお店に寄るって言ってたよ」


    　由ゆ佳かさんは満面の笑みを浮かべて喜ぶ。


    「そうなんですか!?　また来てくれるなんて本当に嬉うれしいです」


    　そして、体を乗りだして、


    「栗くり原はらさんもぉ!!　一緒に来られるんですよね!?」


    　と、近くで見つめられた。


    　少しドキッとした俺は、照れながら答える。


    「うん、宮みや田たさんに誘われたからねっ……」


    　由佳さんはあごに人差し指を置いて、考えるようにして続けた。


    「だったらぁ……もちろん、美み優ゆさんも一緒なんですよね？」


    「さあ、たぶん一緒じゃないのっ！」


    　そこだけ強く言うと、由佳さんは目をパチクリとさせる。


    「あれぇ～栗原さん……またご機嫌が悪くなっちゃいました……？」


    「いや……そんなことないって……」


    　俺は無理やり微ほほ笑えんだ。


    　結局、俺なんかが美優の気持ちを考えてもわかるわけがない。


    　しかし、後であの態度の理由を聞いてやる……どう考えても、あれはおかしいだろう？


    　俺はそんなことを考えながら昼飯をぼんやりと食べた。


    　　　◇


    　そして、全すべての授業が終わり、俺と由佳さんは二人で下校する。


    「どうして、お前もついて来るんだ？」


    　由佳さんと店へ向かう俺の後ろに高たか千ち穂ほもいた。


    「今日は部活ねぇしな」


    「じゃあ、早く帰って動画サイトでもチェックしてろ」


    「冷てぇなぁ～栗原～」


    「お前が来ると、なんだかややこしいことになりそうな気がする……」


    「昨日は悪かったよ。でも、あの時だって俺は途中でめまいがして、北きた見みさんや宮田さんの顔さえもはっきり覚えてないんだからさぁ」


    　昨日は再会の場でいらんことばかり言った高千穂に、カバンの角をお見舞いしてやった。その一撃は見事に後頭部にヒットし、二人が帰るまで高千穂はのびていた。


    　だから、店での再会のことはあまり覚えていないのだ。


    　俺は立ち止まり振り向いた。


    「よし！　今日はついて来てもいいが、絶対に、絶対に、本当～に、静かにしてろよっ！」


    　俺は高千穂の顔に、自分の顔をギリまで近づけて念を押す。


    「わっ、わかった、わかった。静かにしてるって……」


    　高たか千ち穂ほは笑いながら「降参」と小さく手をあげた。


    　グイッと高千穂を押し離す。


    　どうも信用できねぇんだよな……。


    　こいつは悪気はないんだろうが、思ったことをすぐ口にする傾向がある。


    　学校から駅までは歩いて約二十分。


    　その駅から五〇〇メートルくらい離れた線路沿いに、赤い三角屋根に白い壁の大正っぽい雰囲気の店が建っている。


    　由ゆ佳かさんの家は開店したばかりのカレー屋さんだ。


    　店の名前は「イグアス」。


    　なぜ、カレー屋が南米の滝の名前かはまだ聞いてはいない。


    　昨日も来たのでこれで二日連続になる。


    　ドアを開けると、カランカランとカウベルが鳴った。


    　店内は鉄道グッズで埋め尽くされていて、各テーブルへは鉄道模型がカレーを運ぶという、鉄道好きにはたまらない造りとなっている。


    　俺は別に盛り上がらないけどな。


    　ただ、ここのカレーは本格的でうまい。変に鉄道で装飾しなくても十分お客さんがつくように思うのだが……そこは白しら糠ぬかさんのお父さんの趣味なんだろうな。


    　ランチタイムを過ぎているせいで、それほどお客さんはいない。


    　店内を見渡すと、宮みや田たさんはまだ来ていないようだった。


    「とりあえず待つか」


    「よしっ!!　じゃあ、そこにしようぜっ！」


    　高千穂は犬のような縄張り意識で、昨日と同じテーブルを目指す。


    「おい……また、そこかよ……」


    「なんかこの席が落ちつくんだよな」


    「まぁ、いいけどさぁ」


    　俺たちは窓際の四人掛けの席についた。


    　昔の列車シートを改造した椅い子すに座ると、店の横を通学列車が駆け抜けて行く。


    　その時「そんなにやったらカウベルとれるわっ！」というくらいの勢いでドアが開いた。


    「美み優ゆさん！　宮田さん！　いらっしゃいませぇ～」


    　やさしい笑顔で由佳さんは微ほほ笑えむ。


    　美優はまっすぐ俺たちのテーブルへ向かって来た。


    　その後ろを、宮田さんが優雅な歩き方ですっすっとついてくる。


    　美優は笑いながら強い口調で注意する。


    「由佳！　〝さん〟をつけないでよねっ！　私の方が年上みたいでしょ!?」


    「あっ、すみません。美み優ゆ……」


    　由ゆ佳かさんは顔が真っ赤になった。


    　素そ行こうが乱暴な客は、追い返した方がいいですよ、由佳さん。


    　美優たちの座る場所も昨日と同じだ。


    　窓際の奥には高たか千ち穂ほが座り、俺がその横に並ぶ。


    　そしてテーブルを挟はさんで高千穂の前には宮みや田たさんが座り、俺の前には美優が座った。


    　由佳さんは制服のまま、眼め鏡がねを右手で軽く押さえて俺たちに聞いた。


    「注文、何にします？」


    　美優はワイシャツの胸元をパタパタさせる。


    「あっついわね───。私、アイスティー！　まったくいつまでこうなのよ！」


    　由佳さんの耳元に宮田さんはこそこそっと囁ささやいた。


    「宮田さんはソーダですね」


    　こくりと小さくうなずく。


    　物静かな美人はそんな仕し草ぐさも絵になるなぁ。


    「栗くり原はらさんと高千穂さんはどうしますかぁ？」


    　体育会系バカは速攻で手をあげた。


    「俺、コーラでっ！」


    　そして俺。


    　おっ、すごいじゃん。


    　飲み物のメニューには、紅茶の名前が産地別に細かく並んでいた。


    　鉄道だけでなく、紅茶にもこだわりがある店のようだ。


    「じゃあ……このシッキムのセカンドフラッシュをストレートで」


    「は～い。わかりましたぁ～」


    　由佳さんは全員の注文を伝票に書いて厨ちゆう房ぼうへ歩いて行った。


    　紅茶も実は、調べていくと飲み物としての奥が深く、そんなところが俺は気にいっている。


    「へ～」


    　美優は声をあげて見つめた。


    　へっ!?　なんだか学校とは感じが違う！


    「何だよっ!?」


    　俺はまだ廊下で冷たくされた件を吹っ切れない。


    　美優は体を起こしてテーブルの上に肘ひじをつき、そこへ頭をのせた。


    「高校生男子で紅茶に詳しいって珍しいじゃない？」


    　あれ……どうしてここでは、こんな感じで話をしてくれるんだ？


    　って、何、俺も話してもらえるだけで、喜んでんだよ。


    　まずは学校の件を先に問いただしてからだっ！


    　と、思っていたのだが……紅茶の話が出てしまったので食い物好きの俺としては、そっちのことをまず話したくなってしまった。


    「紅茶って産地や種類がたくさんあって調べ始めると面白いんだよな。それにおいしく淹いれるにも色々とコツがあってさ」


    　美み優ゆはテーブルに身を乗りだした。


    「そうよねっ！　紅茶はいいわよねぇ～」


    　あれ？　変なとこで話が合ってしまった。


    　まさか、美優にもそんな趣味があろうとは……。


    「元々は中国が発祥なんだけど、大きく発展したのは──」


    「「イギリス！」」


    　かわいく指を突き出して言う美優とぴったり声が重なった。


    「イギリスは一般家庭はもちろろん、会議中だろうがお茶の時間のある国だもんな。第二次世界大戦の時でもお茶の時間はあったっていうからな」


    　俺がそう言うと、美優は身ぶり手ぶりを入れて説明し始めた。


    「だって、紅茶用ポットでお湯を沸かしていたイギリス人が蒸気機関を閃ひらめいて、それがやがて蒸気機関車になるんだからね」


    　なんだか紅茶の話が、鉄道話へ切り替わったような……。


    「そっ、そうなのか？」


    「きっとそうよ！　それがやがて世界最初の蒸気機関車と言われるリチャード・トレヴィシックのペニダレン号が作られるきっかけとなるのよ」


    　誰だよそれ？


    「世界初の機関車って、スチーブンソンとかじゃなかったっけ？」


    　美優はばっとその場で立ち上がり両手を腰に当てる。


    「この鉄道初心者め」


    　初心者ですらねーよ！


    「昔はそう言われていたのよ。ロバート・スチーブンソンが設計したロケット号が世界で一番最初の蒸気機関車だって。でも、歴史的検証を重ねると、一八〇四年にリチャード・トレヴィシックが作った軌き道どう上を走る蒸気機関車が世界初ってわかってきたのよ！」


    　美優は右手で拳こぶしを作り熱弁をふるう。


    「そうなのか……まったく知らない名前だな」


    「ロケット号なんて一八二九年で、トレヴィシックより二十五年も後の話なんだからね。きっと長い間『わしが本当は一番なんじゃー』と嘆いていたはずよ。それが現代になってやっと名誉が回復されたのよ！　よかったわねリチャード!!」


    　両手を胸の前で合わせ、祈るように天井を見上げる。


    　リチャードって、お前の恋人か!?


    　なぜ会ったこともないトレヴィシックさんにそこまで熱くなれる。


    「じゃあ、ロケット号にはあんまり意味がないのか……？」


    「そんなことはないわよっ！　ロケット号は、リバプールからマンチェスターまで走った世界初の旅客鉄道の記念すべき機関車なんだから！」


    　なんだか軽かる井い沢ざわと同じペースになってきている。


    　美み優ゆはふんと息を抜いた。


    　しかし、鉄オタって鉄道の年号だの速度だの型番だの、複雑な数字でもよくすぐに出てくるよな。そこには感心する。


    　というか……ここでの美優は軽井沢の時と変わらない美優だった。


    　女って余計わかんねぇー。


    　大声で叫びたい気分だ。


    　どうなってんだよ？


    「お待たせしましたぁ～」


    　由ゆ佳かさんが飲み物を銀のトレーに載のせてやって来た。


    「あれ白しら糠ぬか？　メイド服に着替えないのか？」


    　高たか千ち穂ほが聞いた。


    　紺こんの半袖そでのワンピースに白いフリル付きのエプロン姿は、メイド服じゃねぇぞ。


    　あれは旧食堂車のユニホームだ。


    　食べ物に関連して、食堂車については色々と本を読んだので知っている。


    「もうお客さん少ないからいいよって、お父さんが言うから……」


    　厨ちゆう房ぼうの方を見ると眼め鏡がねをかけたやさしそうなおじさんが手をあげていた。


    「白糠、じゃあ一緒にお茶しようぜ！」


    「はい、そう思って私の分も持ってきましたぁ～」


    　由佳さんはニコッと微ほほ笑えんだ。


    　トレヴィシックについて講演中だった美優も気が済んだらしく、やっと座った。


    　そして、アイスティーのグラスにそっと口をつけて一口飲み、


    「でっ？　……駿しゆん」


    　俺の目を見つめながらボソッと言った。


    　その「でっ？」っていうのが怖いんだよ。


    　俺は学校のことを思い出して、少し嫌な気分になる。


    「でっ？　って何だよ？」


    「そのぉ……学校で言ってた……海の見える駅がなんとかって話……」


    　あれ？


    　少し恥ずかしそうにモジモジして言う。


    　どうしたんだ？


    「あぁ～あのことか」


    「私に聞きたいんでしょ？」


    「聞いていいのか？」


    　俺が見つめると、美み優ゆはほんの少しだけ視線を横へそらした。


    「いいわよっ……ここでなら……」


    「ここでなら？」


    「いいから早く話しなさいよ！」


    　心変わりの原因はよくわからないが……まっ、いいか……美優だし。


    「この前、テレビで見たＢ級グルメ特集でさ、海がすっげぇきれいに見える駅があったんだ。ホームから先に海が続くっていうのかぁ～とにかく今まで見たことのない、すごい駅だったんだ。俺はそこへ行ってみたいんだけど、あの駅はどこか知ってるか？」


    　美優はアイスティーを飲みながらさらっと言った。


    「地震で土ど砂しや崩れを起こして一時は不通になったけど、がんばって復旧した信しん越えつ本線の青おう海み川がわ駅とかだったら目の前に日本海がドッパーンって見えるわよ。後は紀き勢せい本線の湯ゆ川かわ駅なんていうのもいいわよ～、カーブにある駅で、台風シーズンなんかには高波にのまれたりするしね」


    　なんでそんなすごそうな奴やつしか出てこないんだ？


    「そうじゃなくって……もっとのどかな感じなんだって、それに学校でも言ったけど神奈川のどこからしいんだ」


    「そんなこと言った？」


    「言った」


    「神奈川か……ふ～ん……」


    　少し考えた美優は、突然ニヤリと笑みを浮かべた。


    「駿しゆんも鉄道がわかってきたじゃない？」


    「おぉ、おう。俺も少しは勉強したからな」


    　美優に褒ほめられて嬉うれしくなってしまった。


    「その駅って、もう海のまん前って感じのところでしょ？」


    「そうなんだよ。ホームのすぐ先から海が始まっているようなさ！」


    「うんうん。私もその駅にはなん度も行ったわ」


    　またも誰かを思い出すような遠くを見る目。


    「そうなのか？」


    「休日には家族連れとかも来ていてね……」


    　前が砂浜だったし……特に夏はそうなのかな。


    「そうだな、夏なんか気持ちいいだろうな」


    　由ゆ佳かさんは大きな胸の前で両手を組んだ。


    「うわぁいいなぁ～私、小さい頃から海のない長野育ちだったから海に憧あこがれちゃうんです。そんな目の前が海なんて駅があるんですねぇ～素敵ですねぇ～いいなぁ～さすが神奈川！」


    「由佳さんも感動すると思うよ。テレビで見ただけでもすごかったからね」


    　と俺。


    「あそこのすごさは海に近いってこともあるんだけど、もっとすごいのは、あの駅に降りてもどこへも行けないってことなのよ！」


    　と、美み優ゆ。


    　俺はその意外な事実に驚いた。


    「えっ!?　前があんなにきれいな海なのにどこへも行けない!?」


    「それがまたいいのよ」


    　いや、そんなところに別によさは感じねぇ。


    「……もったいないな。あんなきれいな場所なのに降りられないなんて」


    「すっごい昔は近くの海岸でも泳げたらしいけどね。今は海が汚れちゃってるからね」


    　そうは見えなかったけど、神奈川の海も実は汚れてるんだな。


    　それまでは黙って聞いていた高たか千ち穂ほが、コーラを一気に飲み干してから言った。


    「じゃあ、みんなで海に行かないか？」


    



    「「「「…………」」」」


    



    　全員が黙って高千穂に注目する。


    「なっ、何だよ……俺が何か変なこと言ったか？」


    　一呼吸あけてから、宮みや田たさん以外全員の声が揃そろった。


    



    「「「うっ、海へ────!?」」」


    



    　宮田さんはニコッと笑った。


    「何だよ!?　そんな驚くことねぇだろう？　海くらい小学生でも行くぜ。栗くり原はらにも夏休み中に一度は行こうぜって言っていたけど、結局、行けなかったしな。駅だけを見に行くだけじゃもったいなくないか？　ついでに近くの海で泳ごうぜ」


    　海かぁ……まぁいいけどな。


    　俺は海の家の飯が嫌なだけで、別に海そのものには恨うらみはない。


    　由ゆ佳かさんはアワアワしながらテーブルの一点を見て、一人でしゃべっている。


    「でっでっでっ、でもでも、そそっ、そんなまだ会ったばかりでぇ～みっみっ、水着を見せちゃうっていうのは、どっどっどっどうでしょうかぁ～やっぱりこういうのは時間をかけてですねぇ～ゆっゆっ、ゆっくりとぉぉぉ～」


    　高たか千ち穂ほに俺は聞いた。


    「もう九月だけど海にまだ入れんのかよ？」


    「まぁ、海の家はねぇけどよ。サーフィンやる奴やつなんて一年じゅう入っているわけだし……それに、まだこんなに暑いんだから大丈夫だろう？」


    　無意味に元気そうな白い歯を見せる。


    　そんないい加減なことでいいのか!?


    　美み優ゆはブツブツと何かに悩み始めていた。


    「そうねぇ～どうせ行くなら……国こく道どうにも寄りたいし……でも、列車の本数が少ないから……一日で全すべてを回るのは無理かなぁ……特に大おお川かわは致命的ね……朝と夕方しか……」


    「どうしたんだ美優？」


    「そこに行くなら、他ほかにも行きたい駅があるのよ」


    「他にも見所があるのか？」


    　美優は機関銃のようにしゃべり始めた。


    「それはもう色々あるわよっ！　あそこは昔の雰囲気がたくさん残っている場所で、まるでタイムスリップしたかのように昭和っぽい駅があったり、三角形のホームのある駅があったり、列車が一日十本も停とまらない駅もあるしね！」


    　はい、さっぱりわかりません。


    「とりあえず、鉄道を見るだけでも一日はかかるってことか？」


    「そっ、そうね……日帰りだったら、始発に乗って、帰りは最終でいい？」


    　嫌です。


    「だったら電車を見に行くのと、海に行くのは別にするか……？」


    　高千穂はコップに残った氷をガラガラと口に放り込んだ。


    「だったら、泊まりで行けばいいじゃん。丁ちよう度ど、今週末は創立記念日と重なって、月曜日までの三連休だしよ」


    



    「「「「…………」」」」


    



    　再び全員が高千穂を注視する。


    　俺は喉のどが渇かわき、唾つばをゴクリと飲み込んだ。


    「なっ、何だよ……まっ、またかよ！」


    　高たか千ち穂ほが焦って言うと、次の瞬間、俺と美み優ゆと由ゆ佳かさんの声が揃そろった。


    



    「「「とっ、泊まり────!?」」」


    



    　高千穂は特に気にすることもなく言う。


    「別にもう高校生なんだし、海に行くのに泊まりで行ってもいいだろう？　小学生だって修学旅行へ行くんだからさ。それに、そうしないと海と鉄道の両方は見られないんだろう？」


    　まぁな……そんな場所へ二回行くのも面倒だしな。


    　由佳さんは顔を真っ赤にして、更にアワアワとなった。


    「さっさっさっ、さすがにそれはどうでしょう～。だっだっ、男女でお泊まりで海なんて、そんなの、なっなっ、何が起きちゃってもぉ～ふっふっ、不思議じゃありませんしぃ～。いやぁ～そのぉ～どっどっどっどうしましょう～」


    　泊まりかぁ……それでも別にいいけどな俺は。


    　三日あればそれだけうまい物が食えるわけだし。


    　しかしだ……。


    「俺、あんまり金ないぜ？」


    　高千穂も自信をもって言う。


    「まぁな、俺もねぇけど、そんなのはどうにかなんだろ！　どうせシーズンオフになっちまっているわけだし、学生だったらタダで泊めてくれるとこもあるんじゃねぇか？」　


    　マジかよ!?


    　いくらシーズンオフったって、無料ってことはないだろう。


    　すると宮みや田たさんが美優の耳元に向かってゴニョゴニョと囁ささやいた。


    「あ～あ……あそこかぁ～」


    　美優は思い出したように小さく呟つぶやいた。


    　気になった俺がたずねた。


    「宮田さん、何だって、美優？」


    「くれあが、ボロくてもよかったら江えの島しまに、別荘っていうか……元、おじいちゃんの家があるから使えるわよって……まぁ、あそこだったら、前の浜辺はあまり人が来ないから、プライベートビーチみたいだしね……それに宿泊料はタダだし」


    「美優は行ったことあんのか？」


    「一回だけどね」


    　高千穂はパチンと指を鳴らした。


    「それいいじゃん！　それで全すべて解決するじゃねぇか。ここは宮田の別荘に世話になろうぜ！　そうすれば見たい駅にも海にも行けるんだからよ」


    　美み優ゆは額ひたいに人差し指を当てた。


    「でもなぁ……ちょっと、駿しゆんの行きたい駅からは遠いのよね……」


    　そうなのか……俺にはどこだかわからないので、なんとも言えないけどな……。


    「いいぜ、少しくらいなら遠くても──」


    



    　ダ──────ン!!


    



    「うわっ!?」


    　その音に俺はびっくりした。


    　由ゆ佳かさんが突如テーブルを叩たたいて、グッと立ち上がったのだった。


    「決めましたぁぁぁ!!　私、行きますぅぅぅぅぅ!!」


    　なんだ？　その一大決心は!?


    「ゆっ、由佳さん。だっ、大丈夫？」


    　俺は心配になって聞いた。


    「大丈夫です！　ここで行かなかったら、今年はもう海に行くチャンスがなくなってしまいます！　海へふらっと遊びに行くのは長野県民の夢！　だから、どうしても行かなくてはいけないのです！」


    　何か色々と思い込んでませんか？


    　ズレた眼め鏡がねを直しながら由佳さんが気合いを入れて言った。


    「俺もいいよ。宮みや田たさんが迷惑じゃなければ……本当に行っちゃってもいいんだよね？　元おじいちゃん家ちっていう別荘？」


    　宮田さんは静かにうなずいた。


    　これで残るは美優だけ。


    「美優はどうする？」


    　俺と目が合った美優は、二回ほどまばたきしてから言った。


    「わっ、私だっていいわよ。うまくすれば……大丈夫よ……きっと……」


    　ということで、これで全員賛成。


    　なんだか知らないが高たか千ち穂ほのバカな提案が、ほいほいと通って、みんなで泊まりで海へ行くことになった。


    「よし決まり！　それじゃ、今週末の土曜日、横よこ浜はま駅集合。詳しくはメールでな」


    　そんなアバウトな決め方でいいのか!?


    　高千穂がスケジュールに入れようと、スマホを取り出すと突然呼び出し音が鳴った。


    「おう、何だ？　あっ、そっか今日はそれだっけ!?　わかったすぐ行く」


    　高千穂はカバンを持って席を立った。


    「わりぃ、部活はねぇけど、今日ミーティングあるの忘れてた」


    　まぁ、高たか千ち穂ほっぽい。


    「じゃあ、学校へ戻るのか？」


    「おう、メールは栗くり原はらから転送でよろしく頼むわ！」


    　コーラ代をポンとテーブルに置き、高千穂はダッシュで店を出て行った。


    　視線をテーブルに戻すと、由ゆ佳かさんが瞳ひとみをメラメラと燃やしていた。


    「そうとなればこうしてはいられませんねっ！」


    　ヒシッと美み優ゆの手をとる。


    「どうしたのよ？　由佳」


    「まずは水着を買いに行かなくっちゃです！」


    　そんな気合い入れなくても……。


    「長野県だってプールくらいあったんだろう？」


    「ありましたけど、そんなの海に比べれば解放感が違いますよ。室内でそんな布っ切れみたいな水着なんて着られませんから！」


    　ぬっ、布っ切れとは!?　どんな水着ですか！


    　しかも、そのボディにっ！


    「美優さんは水着持ってますぅ？」


    「そうねぇ……私もしばらく海へ行ってないから、今のはもう古いかも……」


    「だったら、一緒に極小水着を買いに行きましょうよっ！」


    　ごっ、極小って！


    　一瞬、美優は俺をチラッと見た。


    「そうねっ、どうせ行くんだから、そうしよっかな」


    　するのか!?


    「じゃあ宮みや田たさんも一緒にっ！」


    　黙ったままニコッとうなずいた。


    　宮田さんまで!?


    　俺の頭の中で夏の砂浜にいる三人の妄想が一気に広がる。


    　そっ、それはすごいかもしれん！


    　三人の極小水着を想像していると、なんだかいけないことをしているような気になってきて、男子一人で座っている俺は勝手に恥ずかしくなってしまう。


    　そして、三人で水着を買いに行くならあそこがいいとか、ここがいいとか話をしていると、どやどやとお客さんが入って来た。


    　カウンターにいたお父さんが、


    「由佳～！」


    　と、呼ぶ。


    「あっ、お手伝いしなきゃ！」


    　由ゆ佳かさんはペコリと頭を下げると、カウンターへ向かって走って行った。


    　すると、その瞬間を待っていたように、宮みや田たさんがカバンを持って立ち上がる。


    「私、先に帰るわね」


    　高たか千ち穂ほが帰るまで、やっぱりまったくしゃべらなかった宮田さんが突然しゃべった。


    　もちろん美み優ゆは驚いた。


    「えーっ!?　どうしてよ、だったら私も帰るって！」


    　立ち上がりかける美優の肩にポンと両手を置いて、宮田さんはもう一度座らせた。


    「栗くり原はら君と連絡とれるように携帯番号とメアド交換したりしなくちゃいけないでしょ？」


    「えっ!?　わっ、私は──」


    　話そうとする美優の言葉を宮田さんはかまわず遮さえぎる。


    「それに、学校でのこともちゃんと話しておきなさい」


    「……そっ、それは……」


    　宮田さんは両手を揃そろえて持ったカバンを前にして、丁てい寧ねいに頭を下げた。


    「じゃ、栗原君。美優をよろしくね」


    「あっ……うん」


    　さわやかに微ほほ笑えんだ宮田さんは、軽やかな足取りで店を出て行った。


    　気がつけばテーブルには美優と二人きり。


    　俺はちょい通路側へ、美優は窓の方へ少し視線をずらしている。


    　美優はテーブルの上に、白くかわいい手を出した。


    「出しなさいよ！」


    　いきなり何をだ!?


    「出せって、何を？」


    「さっき、くれあの話聞いていたでしょ？　携帯番号とメアド登録するから、ロック外して携帯貸しなさいよ」


    「あっ、それか……」


    　俺が自分のスマホを渡すと、美優も自分のスマホを出して並べた。


    　二つの画面を触りながらデータを両方に入力する。


    「女子の方は私が連絡するから、駿しゆんはあいつの方へ転送してよね」


    「わかったよ」


    　とりあえず、この二人で連絡をとり合うことになった。


    　美優はスマホを俺に戻しながら小さく呟つぶやく。


    「学校では……鉄道の話はやめてくれない？」


    　なっ、何で!?


    「いいけどさ、どうしてなのか理由を教えてくれよ」


    　美み優ゆは少し黙っていたが、意を決したように言った。


    「学校では鉄道好きって知られるのは嫌なの！」


    　意味がわからん。


    「どうしてだよ。軽かる井い沢ざわでは電気機関車見ていた俺にだって声かけてたじゃないか？　学校でも鉄道好きって言えば仲間もできるし、いいんじゃないのか？」


    「それが嫌なのよ」


    「他ほかの鉄オタは嫌とかそういうことか？」


    　美優は首を横に振った。


    「そういうのじゃないわ。どうせ女子にはわかってもらえないからよ。鉄道好きとか言ったら鉄オタだのなんだのって言われるしね。もう、そういう話に振りまわされるのも嫌なのよ」


    「そういうものか？」


    　俺はあっさり地じ雷らいを踏んだ。


    　美優がいつもの深い溜ため息いきをつく。


    「まったく、相変わらずものを深く考えないんだから……じゃあ駿しゆんも女の子が好きそうな趣味で『俺は韓流ドラマや男性アイドルが好きなんだ』って男子に言ってみなさいよ」


    「そりゃ、うっすら敬遠されそうだな」


    「そうなのよ……鉄道好きって聞くだけで、なんとなく避けられる感じが面倒だから、もう言わないようにするって、くれあと決めたのよ」


    　その理由はちょっとかわいいような気がした。


    　美優は俺の目を見る。


    「それにね……くれあもそうだけどさ、二人でいると軽い男子が次から次に寄ってくるのよ。まぁそういう奴やつらは相手にしなきゃいいんだけど……鉄道好きって私たちが言うと、今度はそういうのが『俺も鉄道好き』とか言ってくるのよ……」


    　二人はそもそも有名人らしいしな。彼らとしても、なんとか同じ趣味を見つけて近づきたいと考えるのが普通だろう。


    「それは鉄道好きが増えていいんじゃないのか？」


    　美優はビシッと俺の顔の前に手を出す。


    「そんな不純な鉄道ファンはいらない！」


    　くわっ!?


    　俺も自分が言われているようで心底ドキッとした。


    　俺は焦って答える。


    「そっ、そうだな……そんな奴はよくないよなっ……」


    　美み優ゆは微ほほ笑えんだ。


    「駿しゆんみたいに、一人でも軽かる井い沢ざわでアプトのレールを触って、酔いしれているような人ならいいんだけどね」


    　俺はそんな変態じゃないです。


    　でも、今さら「間違って入った記念館で、たまたましゃがんでいただけ」とも言えない。


    「わかったよ美優。学校では鉄道の話はしないようにするよ」


    「うん、そうね……話すならここでしましょ」


    　俺はうなずいた。


    　美優の学校での態度の理由が聞けて、正直ちょっと嬉うれしかった。


    　学校で人気の二人と俺は友達で、しかもそれは秘密ってとこが少し優越感を抱いだいてしまう。


    「私たちもそろそろ帰ろうよ」


    「そうだな、店もそろそろ忙しくなるだろうし……」


    　俺たちは由ゆ佳かさんにお礼を言ってから、店を出た。


    　あれから、その後も学校の廊下で美優とはすれ違ったが、週末に海へ行くことを立ち話するわけにもいかないので声はかけなかった。


    　でも、美優はすれ違いざまに小さく、電気機関車の警笛のような口笛を鳴らしてくれる。


    　そんな美優を、宮みや田たさんはいつも微笑みながら見ていた。


    　そして、猛烈な残暑のまま九月の最初の週末を迎えることになる。

  


  
    ②　横浜発→海の見える駅・ＪＲ


    



    



    　三連休の初日、土曜日午前10時45分。


    　集合時間までは後、十五分。


    　しかし、十五分あればまったく問題ない。


    　横よこ浜はま駅に来たならば俺には行かねばならない場所がある。


    　それはＪＲ南改札を出て、相模さがみ鉄道の改札口を過ぎたところにある古い立ち食いそば屋だ。


    　近づけば、しょうゆと出だ汁しの香りが鼻と胃袋を刺激する。


    　そこにいつからあったのかはわからない古い佇たたずまいで、ギュウギュウに詰めても七人くらいしか立てないカウンターだけの店。


    　ここの一番のすごさは、注文すればすぐにわかる。


    「かけそば、ねぎ抜きでっ」


    　のれんをくぐり、俺が注文すると、おばちゃんが「かけ、一丁」と答え、速攻で作り始める。


    　一杯二百六十円を払うために三百円を手渡すと、


    「はい、かけね」


    　と、四十円のおつりと一緒にそばが出る。


    　早い！　ものすごく早い。


    　飲食店に必要な三要素のうち少なくとも「安い」「早い」を完全に備えているすごい店。


    　しょうゆが濃く荒っぽい風味なのだが、これはこれでまた食べたくなる不思議とクセになる味なのだ。


    　店の外ではカウンターも使わずに、どんぶりを手で持ったまま食べるお客さんも多く、それを可能にしているのは出汁が丁ちよう度どよい温度だからだ。


    「ごちそうさん」


    　俺は白いのれんをくぐって店を出る。


    　やはりここでの食事は五分とかからない。


    　最高の朝ご飯で腹を満たし、待ち合わせ場所へと向かう。


    　歩きながらメールを確認。


    　あの後、俺と美み優ゆでメールを送り合い、最後に美優から「11時00分に横浜駅南改札に集合、時間厳守」と簡潔なメールが送られてきた。


    　美優からのメールは基本的に、デコレーションも絵文字も何もない……。


    　集合時間五分前に俺は南改札に到着。


    　見ると、美優と宮みや田たさんがもう来ていた。


    「おはよう！」


    　と言ったら、いきなり美み優ゆにギロッと睨にらまれた。


    「ギリギリじゃないの！　駿しゆん」


    　えっ!?　まだ五分もあんじゃん。


    「おはよう。栗くり原はら君」


    　宮みや田たさんも普通に挨あい拶さつする。


    　美優は露出多めの動きやすそうな感じで、宮田さんは夏の海へ出かけるお嬢様風のコーディネート。


    「だから、初心者との待ち合わせって嫌なのよ……」


    　美優は集合時間までまだ三分もあるのに、足を小刻みに動かす。


    　そんなにイライラしなくても……。


    　やがて宮田さんが腕時計をはめた左手を見ながらカウントダウンを始めた。


    「後、９、８、７、６、５、４、３」


    　まるで将しよう棋ぎの対局で聞く、残り時間を数える人のような落ちついた声。


    「すっ、すみませ──ん!!」


    　そこへ由ゆ佳かさんが滑り込むようにして走って来た。


    「おっそいぞっ、由佳！　水着を買いに行く時にも言ったでしょ！　遅刻厳禁！」


    　美優は由佳さんを指さした。


    　まだ、セーフじゃないの？


    　由佳さんは胸に手を当ててハァハァ大きく深呼吸。


    　今から海外ですか？


    　びっくりするような巨大なキャリーバッグを引いている。


    　旅慣れてくると荷物は少なくなってくる。だから、俺や美優や宮田さんは小さなバッグしか持っていない。


    　それにハワイかタヒチなら問題ないと思いますが……そのトロピカルなファッションは神奈川ではどうでしょうか？


    　由佳さん自身は楽しそうに笑っている。


    「後は……駿の友達だけねっ、じゃ行こっか」


    　美優はフフッと笑った。


    　おいおい。


    「少しくらい待ってやろうぜ」


    「しょうがないわね……」


    　高たか千ち穂ほはかわいそうに名前も呼ばれないうえに、置いていかれようとしている。


    　まぁ、俺もそんなに長くは待てねぇけどな。


    　高千穂は集合時間から十分くらい遅れてやって来た。


    「わりぃわりぃ～」


    　しかも、何だ……その格好は？　由ゆ佳かさんと打ち合わせしたのか？


    　なぜか高たか千ち穂ほも南国ムード満点の格好でやって来た。二人揃そろうと別の国の人が、日本へ遊びに来ているように見える。


    「お前なぁ……」


    　俺が高千穂に文句を言おうとすると美み優ゆが手をあげて制した。


    「今はそんなことやっている場合じゃないわ！　早くしないと大変なことになるわよ！」


    「何だよ？　大変なことって……」


    「説明は後、時間がないから急ぐわよ！」


    　なんだかわからんが、とりあえず移動を開始する。


    　海の見える駅を知っているのは美優たちだから、ここからはついて行くしかない。


    　ピッと、南改札をＩＣカードで通り抜ける。


    「こっちよっ！」


    　美優が大手を振って早足に歩いて行く。


    　リニューアルの終わった南通路は明るくきれいで、大理石で作られた床がスポットライトを受けてキラッと光る。


    　突き当たりの本屋さんまで歩くと左に曲がってエスカレーターに乗る。
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    　美み優ゆは三番線と四番線のあるホームを目指しているようだった。


    　俺たちがホームへ上がると右に京けい浜ひん急行の赤い列車が見えてくる。


    　すぐ左側に大きな音を響かせ、銀色にスカイブルーのラインの入った京浜東北線の車両が飛び込んできた。


    　行き先表示は「大おお宮みや」。


    　……なぜ？


    　もちろんだが、埼玉県にも海はない。


    　ドアが左右に開くと、美優は迷うこともなく乗り込んだ。


    　俺たちも問もん答どう無む用ようで後に続くしかない。


    「美優、大宮行きでいいのか？」


    「すぐに降りるわよ」


    「そっか、そうだよな」


    　スマホを見ると11時17分。


    　列車は横よこ浜はま駅を出た。


    　京浜東北線は大おお船ふなから東京を通って大宮まで走っている。


    「あれ？　東京駅へ向かうのが上りだっけ？」


    　俺は美優に聞いた。


    「そうよ」


    「だったら、これは上りってことだよな？」


    　美優は俺の目をジロッと見る。


    「長野の時よりは質問がまともね」


    　大きなお世話だ。


    「でもＪＲ京浜東北線では上りや下りって言わないのよ。大船へ向かう列車は南なん行こう、反対に大宮へ向かうのは北ほつ行こうって言うの。まあ、ややこしいから大宮とか大船って行き先で言っているけどね」


    　高たか千ち穂ほがそこへ顔を突っ込んで来た。


    「そうそう、大宮と大船ってややこしいよな」


    「どうしてだよ？」


    「両方に上の字が大で全部で二文字だしよ、下の字もなんとなく似てねぇか？」


    　コンビのような格好の由ゆ佳かさんが頰ほおに指を当てる。


    「そう言われればぁ……」


    「だからよう、どっちがどっち行きなんだか、よくわかんねぇよ」


    「私は関東が初めてなので、もうこんなにたくさんの線路なんて……何がなんだか……今までは、しなの鉄道くらいしか乗りませんでしたから」


    　由ゆ佳かさんは困った顔をして言った。


    「そっか、やっぱわかりにくいってこったな京けい浜ひん東北線はよ！」


    　高たか千ち穂ほ……俺たちがしているのは、そんな話じゃない。


    「駿しゆんの方が、まだましね……」


    　美み優ゆは横を向いて、はぁっと溜ため息いきをついた。


    　列車は鶴つる見みへ到着する。


    「ここで降りるわよ。乗り換え時間四分だから急いで！」


    「おう、わかった」


    　急いで走る時には、宮みや田たさんが心配になる。


    　宮田さんはダッシュのような短距離走が不得意らしく、前に長野駅で走った時にはどうしても間に合わなかったので、俺がお姫様抱っこをしたのだ。


    　今、思い出してもとても恥ずかしい……。


    「何、顔赤くしてんのよ？　駿」


    「いっ!?　いや別に……」


    　扉とびらが開くと先頭をきって美優がホームに降り立ち、すぐに階段に向かって走りだす。


    　チェーン店の立ち食いそば屋、そして、伝統のシウマイ屋崎き陽よう軒けんの売店が並ぶ。


    　ここには京浜東北線のホームしかないが、線路は十本くらい並行に走っている。


    　銀の車体にオレンジと緑のラインの入った東海道本線の列車が、一番左側のレールをものすごいスピードで通過していく。


    　そして、ホームを隔へだてた反対側の線路には、横よこ川かわで見たような青とクリーム色の電気機関車が、たくさんのタンク車を牽ひいてゆっくり進んでいた。


    　鶴見は大きな工場の真ん中にあるようだった。


    　昔ながらのコンクリート階段を上がると、左に改札機がズラリと並んでいるのが見える。


    　どうしてまた改札!?


    　そこは駅の出口ではなかった。


    　その証拠に、改札のすぐ向こうには、黄、白、水色の三本線がサイドに描かれた列車がドアを開けて停とまっている。


    　看板を見ると「鶴見線」と書いてあるので、ここは別の私鉄ではなく同じＪＲのはず。


    　本当は美優に色々と聞きたいが時間がない。


    　ＩＣカードで改札機に触れると普通にパタンと開いた。


    　おっ!?　これは……すごいな。


    　この三番線を初めて見た人は驚くだろう。


    　見上げると大きなビスで留められた太い鉄骨が、ホーム全体を覆おおうように屋根を支えていた。


    　昭和へ向かうタイムスリップの入り口か？　そんな感じがする。


    　薄暗い駅をぼんやり眺めていると発車メロディーが鳴り始めた。


    　俺は目の前の列車を指さした。


    「これに乗っていいんだよなっ！」


    　初めての路線なので、どうしていいのかさっぱりわからん。


    「それで大丈夫よ！」


    　美み優ゆが叫んだ。


    　全部で三両という、関東では珍しい短い列車に乗り込む。


    「三番線ドアが閉まります。ご注意ください」


    　機械的な声のアナウンスに続いて、いつもの車掌の笛がピュルルピッと鳴りドアが閉まる。


    　11時30分。


    　グウウンという大きなモーター音をあげ、列車は出発する。


    　すぐに夏の強烈な日差しが車内に飛び込んできた。


    「どうしてっ？　あんなに急いだんだよ……」


    　俺は息を整えながら美優を見る。


    「だって、これに乗り遅れたら、次の列車は二時間後よ」


    　いつも通りすごいことをさらっと言う。


    「二時間!?　横よこ浜はまからこんなすぐの町でか!?」


    「そうよ」


    　ものすごいローカル線ならわかるが、関東にある路線で二時間に一本しか走らない場所があるなんて考えられなかった。


    　鶴つる見み線というのは本数が少ないんだな……そりゃ急ぐか……。


    　駅を出た列車は高こう架かの上をゆったり走る。


    　でも、この高架はいつも見る新幹線なんかと比べると全然違う。


    　コンクリートが古くなって全体的に老ろう朽きゆう化しているし、夏ということもあって線路脇わきには雑草がいっぱい生はえている。


    　そして……車内空すいているなぁ～。


    　テレビを見ていた感じでは、海の見える駅に向かう列車や駅には、たくさんのお客さんがいたように見えた。


    　だが、この列車には、三両全すべて合わせても三十人くらいしか乗っていない。


    　しかも、お客さんは半袖そでのシャツを着たサラリーマンぽいおじさんがほとんどで、「海に遊びに行きまっせ！」という格好をしているのは俺たちだけだ。


    　特に高たか千ち穂ほと由ゆ佳かさんの二人はぶっちぎりの南国トロピカル。


    　明らかに浮いている……。


    「ガラガラだなぁ……」


    　俺がぼやくように言うと高たか千ち穂ほが答えた。


    「だから言ったろう、もうシーズンオフなんだって」


    「高千穂さんの言う通りでしたね」


    　由ゆ佳かさんは素直にうんうんとうなずく。


    「ここはどちらかというと平日の朝夕が通勤ラッシュで混むのよ」


    　美み優ゆが説明する。


    「そうなのか……テレビで見た時は、もっと人がいたような気がしたけどな」


    「それは夏休みのシーズンだったからだろう？」


    　当たり前のように高千穂が言う。


    「そりゃそうだろうけど……」


    　途中、すっかり色あせた黄緑色の鉄骨でできた鉄橋を渡る。


    　そこは見所なのか、宮みや田たさんがシャッターを連続で切っていた。


    「国こく道どう～国道です。列車とホームの間、大きく開いております」


    　駅と駅の間が極端に短く、俺たちが車内を一両分移動する間にもう次の駅へ到着する。


    　美優は開いたドアからホームをじっと見つめている。


    「この駅に行きたいって言ってなかったか？」


    「そう、だってここはすごいのよ～」


    　もう少しわかりやすくお願いします。


    「なんだよそれ？」


    「駅全体が昭和のテーマパークみたいな雰囲気なのよ！」


    　それって単に古くなっただけだろ？


    「そこに何があるんだ？」


    「昔は食べ物屋さんが色々とあったみたいなんだけど、今はやきとり屋さんと釣つり船屋さんぐらいしかないみたい……」


    　それはシャッター通りって奴やつだな。


    「どうすんだよ？　そんなとこで」


    「愛めでるに決まってんじゃない」


    「また、愛でるか……」


    　俺は長野で「これが最後になるかも……」と言う美優に連れられ、由佳さんと三人で佐さ久く平だいら駅を愛でたことがある。


    　美優は両手を合わせ、少し上の方を見て憧あこがれるように話す。


    「まるで教会の屋根のようなアーチトンネルが高こう架か沿いにあってぇ～そこに並ぶ昭和の雰囲気の店。駅改札は無人になっちゃったけど、いまだに木製の改札も残っているしぃ～エスカレーターやエレベーターを設置する余裕もないガチガチのコンクリート製の駅舎は、蛍光灯も少なくって薄暗くってぇ～ここで結婚式を挙げたいくらいの最高の雰囲気よ～」


    　俺には呪のろわれた館やかたの説明にしか聞こえんが……。


    　美み優ゆは改めてホームを見つめる。


    「まぁ、後、二日もあるんだし、時間があったら寄ればいいんじゃねぇか？」


    「そうよねっ」


    　美優はニコッと微ほほ笑えんだ。


    「そうだ！　せっかく空すいてるんだし～」


    　そう言うと、一番前の車両へ向かって美優はニコニコと歩きだす。


    　それを見た高たか千ち穂ほはその背中を指さした。


    「栗くり原はら、行ってこいよ」


    「私たちはここで待ってま～す」


    　高千穂と由ゆ佳かさんは南国ムードをかもしだしながら、一両目のシートで並んで座る。


    「しょうがねぇなぁ～」


    　と、俺と宮みや田たさんは後に続く。


    　美優は運転席のすぐ後ろの窓にビタッと顔をくっつける。


    　俺と宮田さんも美優と並ぶようにして前を見た。


    　窓からは遠くまで続くレールが見えている。


    　まるで運転しているような感覚になるこの場所は、俺でもテンションが上がる。


    「いいでしょ……ここ」


    　美優は無邪気な笑顔で言う。


    「まぁな……子供の頃は、よくここに立っていたような気がするよ」


    　こんな時の美優はちょっとかわいい。


    「そうでしょ？　ここは特等席よ！」


    　俺もそう思っていたかもな。


    　列車に乗ると真っ先にここへ走って来ていたし、ここに誰か他ほかの人が立っているとがっかりしたような気がする。


    　美優は両手を窓の下に置いて前を注目している。


    　横からそっとのぞいたその瞳ひとみには、夏の景色が映り込み、輝いているように見えた。


    　列車は鶴つる見み小お野の、弁べん天てん橋ばし、浅あさ野のと進んでいく。


    　……うむぅ？


    　しかし、俺はだんだん違和感を覚え始めた。


    　テレビで見た海の景色が近づいてきているようにはどうも感じられない。


    　不安になった俺は美優に聞いた。


    「ここで本当にいいのか。海の見える駅は？」


    　前を向いたままで美み優ゆは答える。


    「もう浅あさ野のだから、後二つよ」


    「後二つ……？」


    「そうよっ、あんな有名な駅、私が間違えるわけないじゃない！」


    「そうだよな。すまん」


    　俺はどんどん不安になってきているのに、美優は逆にウキウキしてきている。


    　何だ……この……軽かる井い沢ざわで感じた時のような一いち抹まつの不安は？


    　窓から見上げると、普段は見たこともない巨大クレーンがゆっくり動き、道路の脇わきにはどこまでつながっているかわからない複雑なパイプが縦横に走る。


    　そして、赤白に塗ぬられた高い煙突からは白い煙がたなびいていた。


    　俺がテレビで見たのは、こんな場所だったっけ？


    　列車はキィィィィンと音を響かせ右へ大きくカーブしていく。


    　すると、川が左側に現れ並走し始める。


    　もう海が近いのだろう、流れも少なく川幅もかなり広い。


    　沿岸にはタグボートが横づけされていて、大型船が出入りする港が近いことを示していた。


    　右側は巨大工場群がどこまでも続く。


    　そんな中を列車はゆっくりと進んで行った。


    　新しん芝しば浦うらを過ぎると線路は単線になり、もう一度大きく右へカーブ。


    「本日は鶴つる見み線ご利用いただきましてありがとうございます。まもなく海うみ芝しば浦うら、終点です。お出口は左側になります」


    　俺の行きたかった駅は海芝浦って駅なのか……名前はいいな……。


    　11時41分、列車は行き止まりになっている駅に先頭から突っ込んで停車した。


    　ドアが開き、俺はホームに降りて左右を確認する。


    　一両目にかかる部分には木製の壁があり、向こう側の景色はよく見えない。


    　しかし、それでもわかることはある……。


    　俺は一度うなずいた。


    　そして、口に手を当てて思いきり叫んだ。


    



    「俺が来たかったのは───！　こんなとこじゃね──────ぇ！」


    



    　一緒に降りた美優が驚いて俺を見る。


    「なっ、何よ駿しゆん？　大声出して！」


    「俺がテレビで見た駅は、こんな工場街の真ん中にあるド変態駅じゃねぇ！」


    「なっ、何、言ってんのよ！」


    　美み優ゆは俺の腕をガバッと摑つかむと、ホームの先端に向かってグイグイ引っぱって行く。


    　すると、壁が切れてそこから海が見えた……のか？


    「駿しゆんが海の見える駅へ行きたいって言ったから来たんじゃないのっ！」


    　美優が右手を腰に当て、左手でビシッと海っぽい景色を指さす。


    「そりゃそうだけどさ～」


    　確かにたくさんの水は見えている。


    「ほらっ！　ホームのすぐ下まで海が来ているでしょ!?」


    　まぁな、かなりすぐ側そばまで来ているな。


    　防波堤に駅があると言えばわかるだろうか？


    　海に向かって並ぶ鉄てつ柵さくの先は、確かにスパッと真っ青な水なのだ。


    「これは海じゃなくて運河だろう！」


    　俺も負けずに同じように指さす。


    「そっ、そう？」


    　美優は「へっ!?」と顔をひきつらせた。


    　ここはたぶん大きな川の河口じゃないか？


    　対岸には得え体たいの知れない建物がズラリと並んでいた。


    　真正面に大きな高速道路のつり橋が見え、左にはものすごい勢いで白い煙をあげながら稼働する巨大工場、その横では風力発電用の大きな風車が回っていた。

  


  [image: ]


  
    「でっ、でもっ……ここだっていいとこでしょ！」


    　美み優ゆは頰ほおを赤くして言った。


    　俺も改めて周りを見渡す。


    「まぁな……こんな工業地帯のド真ん中で、運河に突き出した駅っていうのも見たことはないしな、それに……ここ……景色はすごくきれいだよな」


    　俺の目指す駅とはまったく違っていたが、ここはいい駅ではあった。


    「ほっ、ほらぁ～夜なんてコンビナートの電気で、すっごくいい雰囲気なんだから！」


    　こっ、コンビナートでいい雰囲気!?


    　美優はプイッと横を向くと柵さくに摑つかまった。


    　真っ白なカモメが優雅に空を舞い、魚を求めて、たまに海へ降りてくる。


    　土曜日のせいなのか工場からは何の音もせず、列車もモーターを停とめたので、よく聞くと波の音も微かすかに聞こえる。


    　後ろからニコニコしながら宮みや田たさんがやって来て、俺たちの間に立って一つ一つ指をさしながら建物を説明してくれた。


    「あれが鶴つる見みつばさ橋、こっちが横よこ浜はま火力発電所ツインタワー、あっちが新しん日につ鉄てつの製鉄所、そして右の奥に見えているのは横浜ベイブリッジよ」


    　と、説明されてもどうしたものか……。


    「そっ、そうですね……」


    　いきなり火力発電所と聞いても、「あぁ、あそこは総出力約三百三十二万キロワットですからね」とか言えるわけでもないからな。


    「私はここじゃないんじゃないかなぁと、少し思っていたんだけど……」


    　宮田さんは楽しそうに微ほほ笑えむ。


    　だったら早めに美優に言ってやってください。


    「でも、美優が久しぶりにここへ来たそうだったから、まぁいいかなっと思ってね」


    「ここ以外、どこだって言うのよ!?」


    　美優は口をとがらせる。


    「栗くり原はら君の言っている駅って、江えノ電でんの方じゃないの？」


    　美優は少し嫌そうな顔をして、柵からグッと体を前に出した。


    「え～!?　あっちかぁ……ベタねぇ」


    　海の見える駅は他ほかにもあるらしい。


    「俺は鉄道初心者なんだし、テレビが取材に行くんだから普通ベタな方だろう？　俺がテレビで見たのはここじゃないよ……」


    「駿しゆんも鉄道がわかってきたなぁと思ったのに、がっかりね」


    　美み優ゆが肩を落とした。


    「もう一つの駅はここから遠いんですか？」


    　と俺が聞くと、宮みや田たさんはアルミのトランクから、いつものどでかい時刻表を取り出す。


    「そうねぇ──」


    　宮田さんは気楽に話をしながら手元も見ず、いつものように厚い時刻表を二つ折りしてバンとページを開いた。


    　そして、続けざまになんページか連続でめくり、あっという間に調べる。


    　相変わらず、すげぇ……。


    「そんな遠くないわよ。移動時間は一時間くらいかしら……」


    　俺がスマホなんかで乗り継ぎを調べるより断然早い。


    　私が悪いんじゃないのに～って顔でご機嫌斜めの美優に声をかけた。


    　美優だって悪気があったわけじゃないんだ。


    「ありがとうな美優。この駅もいいよ」


    「そうでしょ！」


    　キラッと微ほほ笑えんで俺の方を向く。


    「でも、俺はそのもう一つの駅も見たいんだけど……な」


    　俺が頭を下げると、


    「まぁ、江えノ電でんの方が別荘には近くなるしね……しょうがないわね」


    　と、照れながら言った。


    　俺は列車のドアの縁ふちを摑つかんで足をかけた。


    「よし！　すぐに行こうぜ！」


    　宮田さんが苦笑いして時刻表を見つめる。


    「栗くり原はら君。次の鶴つる見み行きは12時00分発よ」


    　……へっ!?　と息を吸い込み柵さくに手をかけた俺は、海へ体を思いきり突き出す。


    



    「なんじゃあそりゃ──────ぁ！」


    



    　俺は再び海に向かって思いきり叫んだ。


    　これはちょっと気持ちいい。


    　振り向いて宮田さんにもう一度聞いた。


    「えっ!?　後、十五分も動かないのこの列車？」


    「そうよ、栗原君」


    「マジですか!?」


    　どうすんだよ、こんな防波堤みたいな場所で……。


    　そういや南国コンビは列車を降りてから見ていないが……どこへ行ったんだ？


    　俺は改札口の方へ向かった。


    「しょうがない……近くのコンビニとかで時間を潰つぶすか」


    　すると美み優ゆは呆あきれた顔で、額ひたいに手を当てる。


    「だからあの時、言ったじゃない……」


    「何をだよ？」


    「人の話を聞きなさいよ！　ここがすごいのは海に近いことなんだけど、それと……どこへも行けないことだって言ったでしょ？」


    　そういや由ゆ佳かさんの店で話した時に、そんなこと言っていたような気もする。


    　俺はそんなのすっかり忘れていた。


    「それってどういう意味だ？」


    「ほらっ、海うみ芝しば浦うら名物の看板をよく見なさいよ」


    　美優が一枚の看板を指さした。


    　そこには、


    「従業員証　入門許可証　拝見」


    　と、ある。


    　マジかっ!?


    「ここから先は会社の敷地だから社員の人か、アポイントをとった取引先の人しか出ちゃダメなのよ」


    「会社専用の駅なのかここ!?」


    「この工場にたくさんの人が勤めているからって国鉄時代に作られたらしいわよ」


    　この駅は改札口から外には出られないのだ。


    　改札の上にも、単に電機メーカー名と事業所名しか書かれていない。


    「そんな駅があるのか……」


    「滅めつ多たにないわね。私もここしか知らないわ」


    　見えている改札口は、完全に会社の通用門で、駅員さんではなく会社の警備員さんが対応をしていた。


    　だから工場へ向かっては「撮影禁止」と大きく書いてある。


    　ここから出られないのはわかったが……。


    「何してればいいんだよ。こんなとこで……何もねぇじゃねぇか!?」


    「そんなの決まってんじゃない！」


    　その先に美優が何を言うかは俺でもわかった。


    「「駅を愛めでる」」


    　やっぱりそうだよな。


    「駿しゆんもわかってきたじゃない。もしかしたら一生に一度しかここへ来ないかもと思ってみなさいよ。そうしたら『十五分も』じゃなくて『十五分しか』ってなるわよ！」


    　何だよその、病やまいは気から……みたいな話は？


    「私とくれあは色々とやることがあるから、駿も一人でなんとかしなさい」


    「なんとかしなさい……ってもなぁ。そんなの突然見つかるものなのか!?」


    「初心者だったら、その奥にある海うみ芝しば公園ね。お客さんのために、この会社が敷地の一部を整備して公園にしてくれたの。まあ駅なんだから、普通にしていれば何か楽しいものが見つかるはずよ。ほらぁ、由ゆ佳かとあんたの友達は楽しそうにしてるじゃない？」


    　美み優ゆが指さす方を見ると小さな公園があり、完全に場違いな南国コンビが、柵さくにもたれて大笑いしながら話している。


    　どうして!?　この駅に何の疑問ももたん！　そして、何の話で盛り上がれるんだ!?


    「何もしないからこそ見えるものもあるわよ」


    　美優はそう言うと、パッと髪を振ってホームの先へ向かって歩いて行く。


    　こんなどこへも降りられないどん詰まりの駅へ、土曜日に来るのは単なる変態鉄オタだけだと思っていたら、小さな男の子を連れたお父さんやカップルなんかもいた。


    　その人たちが俺みたいに驚かないところを見ると、ここを知ってて来てるってことか……。


    　美優は停とまっている列車の運転席をのぞいたり、車両の中へ入ってシートに座り、そこから海を見たりしている。


    　宮みや田たさんの方はホームの端から公園の端まで、カメラを持って、行き先案内板や消火器なんかも撮りまくって忙しそうに走っていた。


    　色々とやることがあるもんだなぁ、鉄って……。


    　しょうがねぇ、とりあえずド初心者としては海芝公園へ行くか。


    　改札近くの出口改札機にＩＣカードをピッと当てる。


    　どこへも降りられないが、ここまで乗った分は払わないといけないからだ。


    　改札から五歩も歩けば公園に入ってしまう。


    　大きさは二〇メートルくらいで、海沿いに広がる縦長のとてもきれいな公園だ。


    　真ん中に石いし畳だたみの通路があって、左側から海というか運河を眺められる。


    　俺は一台しかない自動販売機で買った炭酸飲料を持って、高たか千ち穂ほと由佳さんがもたれている柵の後ろのベンチに座った。


    　由佳さんが目の前の橋を指さす。


    「あれって!?　レインボーブリッジですよね!?　私、刑事ドラマで見ました！　封鎖しろっ!!　って橋ですよねぇ～」


    「そうじゃねぇ？　じゃ、どっかにスカイツリーも見えるんじゃねぇか？」


    「ほっ、本当ですかっ!!　私、初スカイツリーです」


    「どっ、どこだっけ？」


    　手でひさしを作って高たか千ち穂ほは辺りを見渡す。


    　会話は無茶苦茶だが、なんだか楽しそうだ。


    「高千穂！　たぶん全すべて間違ってるぞ」


    「何っ!?　そうなのか栗くり原はら!!」


    　俺は宮みや田たさんに聞いたことだけ教えてやった。


    「それはレンイボーブリッジじゃなくて鶴つる見みつばさ橋。で、そっちが横よこ浜はま火力発電所ツインタワーと横浜ベイブリッジ、左の奥の方は新しん日につ鉄てつの製鉄所だってさ。宮田さんが言ってたよ」


    「へぇぇぇぇ」


    「ほぉぉぉぉ」


    　二人が感心して俺を見た。


    　三人でその後も正しいんだか間違ってんだかわからない、ちんぷんかんぷんな会話を延えん々えんと続ける。俺はわかる範囲で突っ込み続けた。


    　途中で疲れた俺はベンチに座り、空を見上げた。


    　強い日差しを受けながら心地よい海風に吹かれるのも悪くない。


    　こんな風に一つの駅にじっとしていたことは一度もなかった。


    　次の列車までぼんやりと十五分間駅で待つ……これは初めての経験だった。


    　美み優ゆが言っていたような、俺なりの駅の楽しみが見つかったんだとすれば……。


    　それは「癒いやし」だったかもしれない。


    　何かをしなくちゃいけない場所で、何もしないのは気持ちいい。


    　駅は列車に乗り、そして降りる場所だ。


    　だから、どの駅でもみんな慌あわただしく歩いているが、ここだけは違っていた……。


    　一つくらいあってもいいな、どこへも行けない駅があっても。

  


  
    ③　海芝浦発→江の島・ＪＲ＆湘南モノレール


    



    



    　12時00分、鶴つる見み行きの出発時間。


    　俺たちが停とまっていた車両に再び乗り込むと、列車は進行方向を逆にして走りだした。


    　美み優ゆは今度は子供と一緒に、特別席から前を見ている。


    　俺はロングシートに由ゆ佳かさんと高たか千ち穂ほと横並びに座った。


    　あっという間に海うみ芝しば浦うら駅が遠ざかり、工業地帯へと戻って行く。


    　高千穂が今さら聞く。


    「そういや栗くり原はら、さっきホームで叫んでいたけど、何かあったのか？」


    　それは叫んでいた時に聞け！


    「面白い駅でしたねぇ～栗原さん！」


    　由佳さんは楽しそうに言った。


    「ま、まぁね」


    　あそこが変な駅だと思わなかったんだね。


    「ここからどこへ行くんですか？」


    「俺が行きたいと思っている駅は、ここじゃなかったんだ。だから、今からそこへ行こうってことにしたんだ」


    「でも、今の駅でもきれいに海が見えていましたよ？」


    　由佳さんは両手を広げて言った。


    　あまり海へ行かない由佳さんには、都会の運河でもきっときれいな海に見えたでしょう。でも、美優に騙だまされちゃいけません。


    　俺が見たかったのは、あれじゃないんです！


    「今度行く駅の方がもっとすげぇからさ！」


    　由佳さんはグッと俺の方へ身を乗りだす。


    「あれより、もっともっとすごいんですか！」


    　俺は手を横へすっと動かした。


    「うん、白い砂浜の向こうに、ずっと海が続いててさ……南国の駅っていうか、楽園の駅ってイメージなんだ」


    「そこへは、どれくらいで着くんですか!?」


    　由佳さんは楽しみになってきたようだ。


    「一時間くらいだって宮みや田たさんが言ってたよ」


    「へぇ～さすが神奈川ですねぇ～一時間電車に乗っても、まだ海が見えるなんてぇ」


    　高千穂がグッと体を伸ばした。


    「それって～どこにあるんだ？」


    　伸ばし終わると体の関節がコキコキと鳴る。


    「さぁ、江えノ電でんにあるらしいけどな」


    「江ノ電？　あの藤ふじ沢さわから鎌かま倉くらまで走っている古い電車か？」


    「それしかないだろう？」


    「俺、乗ったことねぇなぁ～」


    　長野出身の由ゆ佳かさんも、首を横に振る。


    「俺もあんまりないな。鎌倉にはおいしいスイーツの店があるから何度も行ったけど、行く時はＪＲで行くからなっ」


    「そうだな藤沢だってＪＲや小田急で行っちまうしな」


    「江ノ電ってあんまり使わねぇよな」


    「そうだな。江えの島しまへ行く時には使うんだろうけど、そんな用事ねぇしな」


    　男子二人で納得してしまった。


    　列車は順調に走って行く。鶴つる見みまで戻るのはたったの十二分。


    　今度の江ノ電の駅についても、俺たちは場所を知らないのだからついて行くしかない。


    　12時24分。今度は鶴見から京けい浜ひん東北線の大おお船ふな行きに乗る。朝来た行程とは逆だ。


    　横よこ浜はまを過ぎて根ね岸ぎし線に入り、そのまま終点まで乗った。


    　終点の大船には13時04分着。


    　エスカレーターに乗って南改札に向かうと、東京方面への巨大列車案内板が目に飛び込んでくる。


    「なんだ!?　あのでかさは……新幹線用か!?」


    「ここのは特別大きいのよ」


    　美み優ゆと一緒に列車案内板を見上げる。


    　案内板にはオレンジ、緑、赤でズラリと列車が表示されており、行き先、乗り場、種別、そして東京駅までの停車と通過駅が○と[image: ]で表示されていた。


    「十本先まで出てるな」


    「それでも、ここに表示されているのは、この後の二十分くらいまでの列車だけよ」


    「そんなにたくさん列車が発車してるのか!?」


    　見ている間にも東海道本線の列車が一本出たらしく、一いつ斉せいに表示が変更になる。


    　慣れないとすぐには読み取れない。


    　美優が理由を説明した。


    「大船には東海道本線、横よこ須す賀か線、湘しよう南なん新しん宿じゆくラインが来ているのよ。だから、それぞれの列車がどの駅に停とまってどの駅を通過するのか、一番早く出発するのはどの列車なのかと、ごちゃごちゃになってわかりにくいのよ」


    　大おお船ふな駅は最近大きくリニューアルされ、「ディラ大船」というショッピングモールになった。


    　品しな揃ぞろえは素晴らしく、惣そう菜ざいでもお弁当でもかなりの食べ物が買えるので、会社や学校帰りに駅の中で買い物を済ませられるようになっている。


    　モールには有名なスイーツショップや書店、雑貨屋なんかもあるんだが、俺の目には一軒の弁当屋が輝くように目に飛び込んできた！


    　おっ!?　あれは！


    「美み優ゆ、ちょっといいか？」


    「三分ならいいわよっ」


    「それだけあれば十分！」


    　俺は南改札の側そばにある小さな売店へと突進した。


    　大船にも見過ごせない食べ物がある！


    　今までは「鰺あじの押し寿し」だけだったが、最近は名物が一つ増えた。


    「おばちゃん。サンドイッチ一つ」


    「はい、五百円ね」


    　慣れた手つきでレトロな表紙の駅弁を一つとると、小さなお手て拭ふきと一緒に白いビニール袋にさっと入れて渡してくれる。


    　俺はお釣つりを受け取り、すぐに戻った。


    「何やってんのよ？」


    「こいつが復ふつ刻こくしたから食べてみたかったんだ！」


    　袋から取り出し、美優の眼前にグイと出す。


    「なっ!?　何なのよっ！」


    　美優が迷惑そうに、弁当を避けて顔を横へ動かす。


    「大船駅名物『サンドウィッチ』、これは大正七年に発売された伝統のお弁当なんだ。今では全国で食べられる駅のサンドイッチも、最初に売ったのはこの大船駅だ。その当時の味を再現した復刻版が、こうやって一日百食限定で売られてるんだ！」


    　俺が熱を込めて語ると由ゆ佳かさんは不思議そうな顔で見た。


    「栗くり原はらさんて駅弁に詳しいんですね？」


    　あれ？　由佳さんには俺の趣味の説明はしなかったか？


    　美優は、はぁ～あと早くも本日二度目の溜ため息いきをついてからボソッと呟つぶやいた。


    「単なる駅弁オタクなのよ……」


    　ち、違うわ！


    「そうなんですか？　……いいですね」


    　由佳さんが笑う。


    「いやいやいや、別にそんなあのぉ～駅弁限定じゃなくてね……といって、食べ物好きだからってなぁ、グルメっというのはなんか恥ずかしいんだけど……」


    　俺が言いわけをしていると美み優ゆは、先に歩きだした。


    「時間ないって言ってるでしょ？」


    　美優と行動すると常に時間がない。


    　かわいく握った手を口に当てて、宮みや田たさんがククッと笑いながら続く。


    「大丈夫ですよ。駅弁フェチもいい趣味ですって！」


    　フェチの使い方が違いますよ！　由ゆ佳かさん。


    　俺はサンドイッチをバッグに放り込んで美優の後を追いかけた。


    　大おお船ふな駅南出口を左へ抜けて建物に沿って進んで行くと、どこかの乗り場へ出る。


    　スカイブルーの自動改札機が、並んでいる大きな改札口。


    　俺は看板を見上げる。


    「湘しよう南なんモノレール？」


    　ハッキリ言って、何のなじみもない。


    「江えの島しまへ行くならこれでしょ？」


    「これでしょ？　って言われてもなぁ……こんなの一度も乗ったことがねぇよ。海の見える駅へ行くには、江えノ電でんで行くんじゃないのか？」


    　また嫌な予感がする。


    「せっかく江の島へ行くんだから、色々な乗り物に乗らないと、もったいないじゃない」


    「もったいないって……」


    　時間とか他ほかにも何かもったいないものがあるんじゃねぇか？


    「それに、江ノ電は、明日も乗りまくれるから今日はいいわよ」


    　白い歯を見せて美優がキラリと笑う。


    　乗りまくらねぇって……。


    　一人三百円払ってきっぷを買う。


    　改札をくぐると、モノレールはすぐ目の前に停とまっていた。


    　銀の車体に青のラインが一本入っただけのシンプルなデザインで、地下鉄っぽく見える。上から吊つり下げられているタイプのモノレールなので車輪はなし。


    　車体の下には何もなく、浮いているので不思議な感じがする。


    　宮田さんはちょこちょこ走っては、また車体を前から横からデジカメでパシャパシャ撮り、駅構内にある表示物も収めていく。


    　途中、レンズを長い物に素早く交換した。


    　美優は列車の先頭で車体をスリスリ触っている。


    　お前は何をしてるんだ？


    　美優に近づいてみる。


    「痛かったねぇ～かわいそうにねぇ～」


    　美み優ゆは動物か子供にでも話しかけるような声でしゃべっている。


    　どこかに何かいるのか？


    　と思って見てみるが、どこにも誰もいない。


    　元々、不思議ちゃんぽいところはあるので、今さら大きく驚くこともないが、さすがに誰もいないのに一方的にしゃべっているとなると不気味だ。


    　一番簡単なのは、本人だけには何かが見えているというパターンだな。


    　俺はとり憑つかれているであろう女子高生に話しかけた。


    「誰に話しかけてんだよ美優？」


    「湘しよう南なんモノレール５０００系第二編成」


    　んなっ!?


    　やっぱり俺の予想はそんなに外れてねぇ。幽霊か乗り物擬ぎ人じん化の違いだけだ。


    　一応、現実に戻す努力はしてやろう。


    　俺は横に停とまっている車体にパーンと手をついた。


    「もしかしてこれか!?」


    「そうよ。駿しゆんもだいぶわかってきたじゃない」


    　美優は微ほほ笑えむ。


    「そっ、そっかな……えへへっ。じゃなくてよっ！　車体に話しかけてどうすんだよ！」


    　俺はもう一度パカンとボディを叩たたいた。


    「だってこの子は、ゴンッて当たっちゃってしばらく入院してたんだからねっ」


    「ゴン？　それって……じ──」


    　美優は耳を塞ふさいで俺の言葉を遮さえぎった。


    「いゃぁぁぁ───やめてよっ！　かわいそうな姿を思い出すじゃない！」


    「ええっ!?　単に、衝突じ──」


    「もぉぉぉ！　駿は家族が交通事故でケガした話を、なん度も聞かされたいの!?」


    　おい、事故って言ってるぞ。


    「……それは嫌かな……」


    「それと同じなんだから！」


    　違うだろ!?


    　と、思うが……言うことはまともなので、言い返しようがない。


    「数年前に分ぶん岐き器少し当たっちゃったんだけど、がんばって帰ってきたんだから『偉いねぇ～』って話しかけてあげるのは当然でしょ」


    「普通はしないと思うぞ」


    　美優は再び車体に向いてスリスリと始めた。


    「ごめんねぇ～嫌なこと思い出させちゃったねぇ～全すべてはあの駿しゆんが悪いのよ……恨うらむなら駿を恨みなさいね……」


    　美み優ゆが列車をなでる手を止めて、俺を見ずにそのままの姿勢で語る。


    　ぞっ……。


    「列車に恨まれて死んだなんて話、聞いたことないじゃないか……あっははは」


    　不気味に首だけ後ろへ回して、美優はこっちを見る。


    「わかんないわよ……死んだ人はそんなことを言えないんだから……」


    　暑いはずなのに俺の背中を冷や汗が流れる。


    「それって……」


    　突然、俺たちの後ろから低い男の人の声。


    「すみません」


    「ひぃ──────っ！」


    　俺は飛び去るように後ろへ飛んだ。


    　見ると運転士さんが笑って立っていた。


    「あっ、驚かせてすみませんでした。大丈夫ですか、お客さん？」


    「はっ、はい……こちらこそすみません」


    　乗務員扉とびらを俺たちが塞ふさいでいたのだ。


    　俺は美優の肘ひじを持って後ろへ引っぱった。


    「もう発車しますよ」


    　運転士さんはそう言ってドアを閉めた。


    　すぐに発車を告げるアナウンスが鳴る。


    「お待たせいたしました。湘しよう南なん江えの島しま行き発車します」


    　俺たちも一番近いドアから中へ飛び込むと、発車ブザーが鳴り、13時15分に大おお船ふな駅を発車した。


    　車輪のないモノレールの走りは滑らかで、ゆっくり走りだす。


    　やっぱり今回も、美優は一番前の特等席に立った。


    　車内はシートが向かい合って並んでいる。


    　今まで見たことのない形だったので、参考までに、


    「こりゃ何ていうシートなんだ？」


    　と、美優に聞くと、


    「集団お見合い型シート」


    　と投げやりに答えた。


    　なんじゃそりゃ!?


    　今までは「クロスシート」とか「ボックスシート」とかだったのに、


    　それって絶対、正式名じゃねぇよな？


    　しかし、美み優ゆを除く四人でシートに座ると、男女四人で丁ちよう度どお見合いのように並んでいるような感じになった。


    　名前は変だが妙に納得。


    　由ゆ佳かさんが窓にビタッと顔をつけて外を見た。


    「うわぁ!!　空中を飛んでいるみたいですよ」


    「おぉ、ほんとだなぁ」


    　窓際に座った高たか千ち穂ほは、由佳さんの真ま似ねをするように顔を窓に押しつける。


    　この吊つり下げ式のモノレールは下に線路がないから、まさに浮いているように走る。


    　駅を出るとググググッと加速感が体に伝わってきた。


    「速いんですねモノレールって！」


    　由佳さんは手に力を入れて、窓枠に摑つかまるようにして言った。


    　モノレールと聞くとゆっくり走るようなイメージだが、このモノレールは飛ばす。


    　かなりのスピードで、直線を進んだかと思うと、いきなり車体を斜めに傾けて、大きく左へカーブ。


    「うぉぉぉぉ」


    　体に横Ｇがかかり、俺も手すりをグッと持ち直した。


    「なんだ!?　このモノレールは!?」


    　下を走る車も次々と追い抜いて行く。


    　走行中は危険なためか、一両目から二両目へというような車内間の移動はできないように扉とびらと看板がついている。


    　そんな心配しなくても、ここでは慣れないと走行中は何かにつかまっていないと立っていられない。


    　そして、駅が近づくと急激に速度を落として停車する。


    　富ふ士じ見み町ちよう、湘しよう南なん町まち屋やと過ぎ、湘しよう南なん深ふか沢さわに停車すると、美優は振り向いて俺に指をクイクイと振った。


    　それは俺に来いってことかよ？


    　前に座っていた宮みや田たさんは足をタッと揃そろえて斜めにし、しっかりと肘ひじ置きを持った。


    　それは一体、何の準備ですか？


    　宮田さんは微ほほ笑えんで、俺に向かって小さく手を振った。


    　俺は歩いて美優の待つ特等席で一緒に窓をのぞき込む。


    「ここからが湘南モノレールの一番の見所よ」


    「見所って……何が楽しいんだ？」


    「そんなの、鉄なら見てればわかるわよ」


    　ガクンと急激な加速で列車は発車する。


    　今までは町の上を走ってるような感じだったが、ここからは一気に山に突入した。


    　モノレールの軌き道どうも山の形に合わせてアップダウンを激しく繰り返し、右に左に大きくカーブする。


    「なんだこりゃ!?」


    　絶対どこかに摑つかまっていないと倒れる。


    「ねっ、楽しいでしょ！」


    　やる気満々の美み優ゆは楽しそうに言う。


    「そんな楽しいとか楽しくないとかじゃねぇだろ！」


    「そう？　ほらぁカーブするわよっ！　第二編成君ＧゴＯー!!」


    　グゥゥゥゥンという音をさせながら、登りながらひねるように曲がる。


    　俺としては、


    　……第二編成に、やっ、やられる!?


    　と、一瞬そんなバカなことを考えてしまった。


    　これは普通の列車ではありえない……。


    　車両がバンクしながら斜面ギリギリのところを猛スピードで走り抜けていく。毎日のように乗っている人は別に怖くもないだろうが、初めて乗った人はびっくりするはずだ。


    　俺は窓を見ながら「ぶつかるー」となん度も足を踏ん張った。


    　その横で美優はキャッキャと喜んでいる。


    　山を越えた瞬間、遠くに青い海が見えた。


    　そして、目め白じろ山やま下した駅の先にある長いコンクリート製のトンネルをくぐり抜けると終点の湘しよう南なん江えの島しま駅だ。


    　はぁっと息を吐いてスマホを見ると13時30分。


    　時間にして十五分ほどのミニジェットコースターだ。


    　モノレールのホームはビルの五階。


    　湘南江の島駅がビルの形をしているというか、ビルの五階に丁ちよう度どいいのでホームを作ったというのか……ちなみに三階以下は歯医者さんや飲食店が並ぶ普通のビルになっていた。


    　一階まで下り交差点を渡ると、すぐにまた別の駅に到着する。


    「今度は……また江ノ島駅？」


    　見上げた場所にある看板を俺が読む。


    「そうよ。ここが『江えノ電でんの江ノ島駅』。さっきのは『湘南モノレールの湘南江の島駅』」


    「なんでそんな同じような名前を……」


    「昔から人気なんじゃない、江の島って？」


    「ややこしいなぁ」


    「向こうには『小田急の片かた瀬せ江えノ島しま駅』もあるわよ」


    　美み優ゆは島の方を指さした。


    「三つもあんのかよっ！」


    　高たか千ち穂ほがぐぁと背伸びをする。


    　どうも体育会系の奴やつは、ずっと列車に乗っていると体が固まるらしい。


    「とりあえずどうする？」


    「荷物もあるから宮みや田たさん家ちへ先に行くか？」


    　俺は美優を見た。


    「そうね、駿しゆんが見たい駅もすぐ近くだし、今行かなくてもね。それでいい、くれあ？」


    　宮田さんは小さくうなずいた。


    「ほんじゃ江の島へ行こうぜ」


    　高千穂がバッグを背負い直して歩きだす。


    　ここからは車一台分くらいしか通れない、デザインブロックが敷かれた道を歩いて行く。


    　右にも左にもおいしそうな店や昔ながらの古い商店がズラリと並ぶ。


    　アロハを着て歩く人やサーフボードを抱えている人もいて、もうシーズンオフに入ったはずだけど、まだまだ夏真っ盛りという活気があった。


    　ここへ来ると南国コンビの方がまったく違和感がない。むしろ地元の人のよう。


    　五分くらい歩くと美優が急に右へクイッと曲がる。


    「美優！　どこへ行くんだよ？」


    　俺が言うと美優は笑って言った。


    「せっかくだからついでよ、つ・い・で」


    　少し歩くと異様な建物が見えてくる。これこそまさに「なんじゃありゃ!?」だ。


    　由ゆ佳かさんが真っ先に声をあげる。


    「なっ、何なんですか───!!　あれ!?」


    「すげぇ～竜りゆう宮ぐう城じようかぁ？」


    　高千穂も無邪気に歓声をあげる。


    「ここが、さっき言っていた小田急の片瀬江ノ島駅よ」


    　美優が栗くり色の髪をふわっとなびかせて振り向く。


    　一言で言えばおかしい。


    　赤と白の壁に薄い緑色の屋根をのせ、金の装飾があしらわれている。高千穂の言う通り浦うら島しま太た郎ろうの絵本でよく見かける竜宮城の形だ。


    　駅名看板も黒地に金文字で書かれていて、とても駅名には見えない。


    　しかし、いくら湘しよう南なんといえどもこれは違くねぇか？


    「これって、ここからは海の入り口ですよってイメージですね！」


    　間違っていませんか!?


    　海で遊んだことが少なそうな由ゆ佳かさんは、なんでも楽しそうだ。


    「バブルの勢いで作ったのか？　この駅って」


    　高たか千ち穂ほがぼやくと美み優ゆが答える。


    「違うわよ。大正時代にはこんな感じで建ててあって、昭和の初期にここへ線路を敷ふ設せつした時には、すでに駅舎だけはあったって聞いたわよ」


    　俺は驚いた。


    「本当か！　今の人が作ったら『どうしたんだ!?』と疑うけど、それを大正時代の人が作ったっていうならすごいかもな！」


    　それなら時代を先読みしすぎっていうか、オリジナリティ溢あふれる感じだ。


    「でしょ？　当時としては珍しいコンクリート製で、作るの大変だったんだから……」


    　相変わらず見てきたように言う。


    　そして、まったく関係ないのに胸を張る。


    「東京から来る多くの人は、この小田急の片かた瀬せ江えノ島しまを利用するから、やっぱりこの駅が江の島の玄関口であり象徴じゃない？　鉄としても必ず寄らなきゃダメでしょ」


    　宮みや田たさんは駅にカメラを向けて一枚だけパチリと撮った。


    「ここはまた来るから、もう行くわよ」


    　片瀬江ノ島駅から通りの方へ戻り、銀のアーチのかかる橋を渡る。


    　美優と宮田さんが先に、地下道へ続く階段を下りた。


    　海岸沿いの国道をくぐる地下道を抜けると、江の島へ続く橋に出る。


    　江の島は独立している島だが、車やバスの走る道路と大きな歩道のある、きれいな白い橋でつながっている。


    　タイルが敷きつめられた歩道の両側には、なぜか竜りゆうの絡からんだ灯とう籠ろうが並び、その周りは芝しば生ふになっていた。


    　まだまだ日差しが強く暑いが、海の上を風が吹き抜けて行くので気持ちよく歩ける。


    　俺は高千穂と由佳さんの三人で美優たちの後ろを歩いていた。


    　グゥゥゥゥゥゥと俺の腹が鳴る。


    　……気がつけば午後二時前、そりゃ腹も減るか。


    　おっ、そういやサンドイッチがあったな！


    　俺はバッグから箱を取り出した。


    　大正時代の復ふつ刻こく版だから、包み紙も昔のアテンダントさんが描かれたレトロなデザイン。


    　弁当を包むビニールをはずしてフタを開ける。


    　中身はとてもシンプルで、ハムとチーズサンドの二種類、数は六切れ。


    　しかし、このハムは鎌かま倉くらでも有名なお店のハムを使っているのだ。


    「サンドイッチ食べる？」


    　横の二人に中を見せながら聞いた。


    「おっ、さっきの奴やつか、おいしそうじゃん！」


    「栗くり原はらさん、ありがとうございます」


    　二人はさっと手を伸ばして一個ずつとった。由ゆ佳かさんが少しかじってから言う。


    「うわぁ、普通のハムサンドなのにおいしい～」


    「そうだな、懐なつかしいっていうか丁てい寧ねいっていうかな」


    　高たか千ち穂ほは一口で放り込んでいた。


    「だろう。材料はシンプルにパンとハムなんだけど、ここに塗ぬられてるマーガリンとかマスタードも一流のものだからうまい。ここまでの味を大正時代に作るのは大変だったんだからな！」


    「栗原さん、まるで見てきたみたいですねぇ～」


    　……これじゃいつも通り、美み優ゆと同じ。


    　俺は自分でも一つとり口にくわえると、前の二人に手を伸ばして箱を差し出した。


    「美優と宮みや田たさんも食べる？」


    　振り返ると美優は、瞬間、上を見上げる。


    「駿しゆん！　危ない！」


    　美優は俺に向かってダッシュしながら叫ぶ。


    「えっ!?」


    　美優は俺に抱きつくようにして胸に飛び込んで来た。


    　その瞬間、パンッという音がして俺の手からサンドイッチの箱が飛ぶ。


    　それは美優に押されたからということではない。


    　そんな経験はもちろんないが、銃で撃たれたような感覚で、まさに手から跳はねるように弾はじけ飛んだのだ。


    　江えの島しまで狙そ撃げき!?


    　俺と美優はもつれるようにして芝しば生ふに倒れ込む。


    「痛っ!?」


    　思いきり俺が尻しりもちをつくと、覆おおいかぶさるようにして美優が折り重なった。


    「きゃっ!?」


    　美優もそこまで倒れると思っていなかったのか、小さな声をあげる。


    　少し汗ばんだ美優の顔が間近にあった。


    　そのすぐ側そばでシュッという音がする。


    　えっ!?　何？　更にもう一発、狙撃!?


    「きゃぁぁぁ───!!」


    　と由佳さんが大声で叫び、


    　素早く反応した高たか千ち穂ほが身構える。


    「なっ、何だ!?」


    　そこへバサッと音がして地上に何かが舞い降りた。


    「たっ、鷹たかっ!?　いや、鷲わし!?」


    　いわゆる猛もう禽きん類ぽいのが、翼つばさを広げてそこにいる。


    「何言ってるのよ？　あれはトビよ。ほらっ」


    「とっ、トビ？」


    　横の看板を美み優ゆが指さす。


    「トビにちゅうい！　手に持った食べ物を襲う被害が出ています。ご注意ください」


    　大きく赤字で書かれた看板。


    　二、三メートル離れたところに飛んだサンドイッチに、大きな羽は音おとをなびかせて続けて二羽が降り、合計三羽で奪い合うようにしてあっという間に箱ごと持ち去って行く。


    　鳥たちの攻撃はこれで終わらない。


    　箱から落ちた小さなパン屑くずめがけて、最初はカラスがドッと集まって来て、最後にスズメまでやって来て、ほんの小さな欠片かけらも拾って全すべて持ち去った。


    　この間、たぶん十数秒の出来事だった。


    「注意するの、忘れてたわ」


    　髪の毛に手を通しながらゆっくりと体を起こした美優は、空を見た。


    　美優の目線を俺も追う。


    「げっ!?」


    　今までは歩いていたので気がつかなかったが、空にはトビが大きな羽を広げてなん匹もくるくると大きな輪を描いて飛んでいる。


    　こんなシーン、何かの恐怖映画で見たな。


    　あいつらがいつ急降下してくるかと考えると、少し怖い。


    「あれも危ないわ……」


    　美優が駅前のハンバーガーショップからテイクアウトして出てきたばかりの人を見て言った。


    　次の瞬間にはトビがサッと急降下して袋を弾はじき飛ばす。


    「うわぁ、怖こぇぇ～」


    　落ちた袋に殺到する別なトビが数匹。続いて小物処理班のカラスとスズメも順次降下。


    「なっ!?　連携しているのか？　あいつら……」


    　美優が立ち上がり、膝ひざの汚れをパッパッと払った。


    「基本は怖がりだから……人を襲ってはいないんだけどね。でもここのトビは人間の食べ物がおいしいのをよく知っていて、手に持っている袋だけを弾いてまず落として、それを別なトビが拾うのよ。だから、体からあまり離さずにしていれば来ないけど、さっき駿しゆんがやったみたいに手を体から大きく離したり、コンビニ袋やお弁当なんかをブラブラと持ってるとやられるのよ」


    「そうなのか」


    「トビの鉤かぎづめは割りと鋭いから、それで大きなケガする人もいるからね」


    　だから思いきり押して助けてくれたのか……。


    　俺も立ち上がってパンツのほこりを払った。


    「ありがとうな……美み優ゆ」


    「あっ、うん。じゃなくて……気をつけなさいよね！」


    　美優はプイッと横を向いた。


    「そうだな。わりぃ」


    　とりあえずサンドイッチの半分はトビたちにやられたが、俺は大きなケガもなくケツが痛いだけで済んだ。


    「大丈夫か栗くり原はら？」


    　高たか千ち穂ほは俺に駆け寄ってきた。


    「美優のおかげで助かったよ」


    「そっか、北きた見みが突き飛ばしてくれたからか」


    「そこ！　北見って言うな！」


    　美優は教師が叱しかるような勢いで言ったが、そこからはやさしい言い方だった。


    「美優でいいわよ」


    　由ゆ佳かさんは怖い映画を見た後のように、両手を当てた目からボロボロ涙を流す。


    「栗原さんがぁ～美優さんがぁ～うううっ～」


    「大丈夫だから、ほら、なんともないって」


    　俺は両手を広げて由佳さんに見せた。


    「そうよっ、私たちはケガもしてないから、由佳」


    　美優も微ほほ笑えむ。


    「ほっ、本当ですか？」


    　いったん、手を外して俺たちをじっくり見る。


    　そして、


    「よかったぁ～ぁぁぁ～ううっ～」


    　と、また泣いた。


    　由佳さんが泣き止やむのを待って、再び海の真ん中の橋を歩き始める。


    　さっきのトビは相変わらず頭上をわんさか飛んでいるが、食べ物を持たずに見ていれば単に高い空を気持ちよさそうに飛ぶ鳥で、まったく危険を感じない。


    　やがて、目の前には緑が青々と茂る江えの島しまが迫ってきた。


    　島にはたくさんの建物が刺さるように生はえている。


    　一番手前にはギリシャ風の柱があしらわれたスパランドの大きな円形施設やお寺のような飲食施設が見え、左の方にはヨットがマストの帆をなびかせたくさん停泊していた。


    　そして、山の上には白く輝く大きな塔が見えた。


    「何だあの塔は？」


    「江えの島しまシーキャンドルっていう展望台よ」


    　美み優ゆがすっと指さした。


    「夕方だったら、きれいな夕日と海が見られそうだな？」


    「いいけど……一人で行くにはかなりの根性がいるわよ」


    　ニヤリと美優は笑う。


    「どうして塔に登るのに根性がいるんだ？　登るのが階段しかないとか？」


    「江の島にはね……カップルで来て、岩屋にある神社やシーキャンドルのフェンスなんかに二人の名前を書いた鍵かぎを付けると結婚できるって噂うわさがあるの」


    「鍵って？」


    「よく倉庫に付いてるのがあるじゃない、錠じよう前まえっていうの？　あれに書くのよ」


    「へぇ～そういう場所なんだ。江の島って……」


    「だから、そもそもたくさんのカップルが江の島には来ているのに、夕日の沈む時間になるとより集中しちゃってさぁ、どの窓にもカップルがいて、激しくイチャイチャしていて目のやり場に困るのよ。それが全然気にならないんだったら行って来たら？　……私は行かないけど……」


    　俺だってそんなの無理に決まってんだろ。


    「しっ、仕方がないな、じゃあカップルになった時に行けばいいんだろう？」


    　はかない強がりを言ってみた。


    「ま、そうね。駿しゆんでも今世紀中には、なんとかなるんじゃない？」


    「ほっとけ！」


    　美優は微ほほ笑えんだ。


    　イメージとして江の島はもっと小さいような気がしていたのだが、観光ガイドマップをもらって読むと、周囲四キロで一番奥まで歩けば一時間弱はかかるというから、比較的大きな島らしい。


    　入り口にある腐食した緑色の鳥とり居いをくぐれば、一気に昔の温泉街のような参道に入る。


    「あれ……くれあの別荘ってどこだっけ？」


    　美優がそこでわからなくなったようなので、宮みや田たさんが一番前に出た。


    　ちょっと落ち込み気味の由ゆ佳かさんを励ますため、美優と高たか千ち穂ほが左右に寄り添って歩いたので、俺は宮田さんと並んで歩くことにした。


    「すごいね。江の島って、こんなとこなんだ……」


    　俺が周りを見渡すと、宮みや田たさんは髪の毛を暑そうに後ろへさっとまとめた。


    「栗くり原はら君は初めて？」


    　宮田さんは俺とは気楽に話すが、高たか千ち穂ほとはまだ何も話をしていない。


    「あぁ、うん。来る機会がなくってね……宮田さんはよく来るの？」


    「おじい様が生きていらっしゃった五年前くらいまでは、よくみんなで夏は集まっていたわ……でも、亡くなってからはだんだん行かなくなってね。私も久しぶりなの……」


    「そっか……ごめんね……そんな、おじいちゃんとの大切な思い出があるような場所なのに、こんな大勢で遊びに来ちゃって……」


    　宮田さんは首を横に振った。


    「ううん。家って誰も住んでいないとすぐに傷いたんじゃうから、お父様からも機会があったら使ってくれって言われていたのよ。それに……おじい様も人がたくさん来てくれた方が喜ぶと思うわ。そういうことが大好きな、すっごくやさしい方だったから……」


    　宮田さんはすっと笑った。


    「そっか……」


    「あっ！　こっちよ」


    　宮田さんはいきなり右へクルッと曲がる。


    　細っ!!


    　曲がった道は二人並んで歩けば当たりそうな狭さ。右側には白い塗ぬり壁、左にはかなり古そうな苔こけの生はえた石垣が延えん々えんと続く。


    　あまりの細さに日光もうっすらとしか届かない。


    　誰も歩いていない道を一列になって入って行った。


    　蟬せみの声だけがシワシワシワと耳鳴りのように響く。


    　やがて石垣は切れて高いコンクリートの壁に変わり、宮田さんはそこにある重厚な木製ドアの鍵かぎ穴あなに鍵を入れて開いた。


    　俺たちも宮田さんに続いて中へと入っていく。


    　ドアを開けると薄暗い玄関で、中は和風の造りだった。


    　室内の壁や家具や置き物は、同じようなデザインの物で整えられている。


    　一番先に入った宮田さんは靴くつを脱ぐとすすっと奥へ消えた。


    「宮田さんは？」


    「ブレーカー上げに行ったんじゃない？」


    　美み優ゆがサンダルを脱ぎながら言った。


    　玄関を上がって左を見ると畳たたみを敷いた廊下がかなり長く続いていた。


    　俺の家にあるような畳じゃなくて、正方形を組み合わせたデザイン的に凝こったタイプ。


    　ブンッという音がして電気が入る。


    　すると、廊下の足あし下もとに点々と置いてある小さな行あん灯どんにパパッと明かりがともった。


    　明るくなって見ると、まるで高級旅館のようだ。


    　ここではどう見ても場違いな南国コンビは、雰囲気に圧倒され完全に黙りこくっていた。


    「全然ボロじゃないじゃん」


    　俺は田い舎なかにある古い小さな民家を想像していた。


    「人の言うことはよく考えて聞きなさい、駿しゆん。誰が自分の別荘を『高級旅館みたいなすごい家だけど来る』なんて言うのよ？」


    　……そりゃそうだ。


    　美み優ゆは一度来て知っているからか、どんどんと奥へ歩いて行く。


    　一番奥の扉とびらを開けると、そこは二十畳くらいはありそうなリビングだった。


    　なんだ……この広さは……。


    　突然、音もなく全すべてのブラインドが自動的に上がり始め、大きな窓からは一気に夕日が入り込んできた。


    　そこからはウッドデッキへ出られるようにもなっていて、二〇メートルくらいはありそうなきれいなプールが見える。


    　初めて来た三人は唸うなるような声をあげた。


    



    「「「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」」」


    



    　プールの向こうには湘しよう南なん海岸が遠くまで見渡せ、キラキラ光る海が広がっていた。


    　海上にはたくさんのウインドサーフィンのセイルが並び、ゆったりと動いていく。


    「すっご～い！」


    　由ゆ佳かさんは飛び跳はねて喜んだ。


    「こんなとこがあるんだな……」


    　高たか千ち穂ほも俺も目を細めて遠くを見る。


    「おぉ……」


    　あまりの景色に俺も言葉を失う。


    　美優が俺の横にやって来た。


    「私もここの景色は嫌いじゃないわ」


    　振り返ると、宮みや田たさんが嬉うれしそうに俺たちを見つめていた。

  


  
    ④　江の島発→藤沢・江ノ電


    



    



    「こっ、こんなに作ったの!?」


    　バックにファンファーレを鳴らしたいぐらいの規模だ。


    　俺は巨大なダイニングテーブルに並べられた、大量の中華料理を見て驚いた。


    　黒いドレスエプロンをかけた宮みや田たさんがフフッと微ほほ笑えむ。


    　中途半端な時間に別荘に着いた俺たちは、海水浴とか江えノ電でんに乗るのは明日にして、今日はこの辺の散策などでゆっくりすることにした。


    　そして、早めの夕食ってことにしたのだが……。


    　二階にある、俺たちだけではどう見ても広すぎるダイニング。


    　部屋の中央をぶち抜く細長い木のテーブルは、十数人が余裕で座れそうな大きさ。


    　宮田さんはそれを全すべて使って、広いテーブルにポツンポツンと箸はしやスプーン、グラスを並べたが、


    「これじゃ、話すのも大変じゃねぇ？」


    　ということで、テーブルの端にみんなで固まって食べることになった。


    　やっぱ庶民はこうしないと落ちつかない。


    　全員で「いただきまーす」と言ってから夕食を食べ始める。
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    　俺はスープを一口飲んだ。


    「うっ、うまっ!!」


    　これは家庭の味じゃない！


    　宮みや田たさんは自分で料理は食べないが、作るのは好きらしい。


    　何かの本で読んだが、究極に料理のうまい人は味見をしないと書いてあった。


    　舌で感じる味というのは、その前に食べた物とか、ストレス、睡眠時間、飲酒、喫きつ煙えんなど、その時の体の調子によって大きく左右されるらしい。


    　だから、舌には頼らず「味はイメージで作る」のだそうだ。


    「くれあって、あんなに好き嫌い多いのに料理はすごいのよねぇ～」


    　パクパクと肉だんごを口へ運びながら美み優ゆが言う。


    「すっごぉぉぉい、宮田さん～」


    　由ゆ佳かさんは一つ一つ驚きながら味わうようにして食べる。


    　ガツガツと音だけをたて、高たか千ち穂ほは無言で口へ放り込んでいた。


    　もうちょっと落ちつけ！


    　その横で宮田さんは俺たちが食べるのを嬉うれしそうに見ていた。


    　そして、いつものように小さな扉とびらのついた大学ノートサイズのピルケースから、色とりどりのサプリメントを次から次へと取り出して、白い紙に山のように積み上げる。


    　俺も美優も知っているので驚かないが、初めての二人は言葉も出ない。


    「そんなに食べて大丈夫なんですか!?」


    　俺もそう思いました。


    　驚く由佳さんに向かって上品にうなずくと、フィギュアのような白い両手で紙ごと持ち上げ、一気に口へ流し込む。


    　もちろん鵜う呑のみにはできないので、そこからボリボリと嚙かみ砕き始める。


    　その頰ほおをハムスターみたいにデコボコに膨ふくらませて……。


    　そして、ある程度細かくなったところで、日本では珍しい超高級炭酸水で一気に流し込む。


    　こんなにおいしい料理をたくさん作っておきながら、本人の食事はこれで終わりなのだ。


    「だっ、大丈夫か？　宮田」


    　高千穂に心配されても、宮田さんは変わらぬ顔で「大丈夫」と笑うだけ。


    　俺たちは色々と話をしながら長い時間かかって食べていたが、さすがにこの量は無理だと断念しようとした……。


    　しかし、高千穂は、


    「宮田がせっかく作ってくれたんだからよっ」


    　と、結局全すべて食べきった。


    　さすが現役体育会系高校二年生。


    　気合いで食べきった高たか千ち穂ほを一階まで連れて下りたが、さすがにすぐに寝転がった。


    「ちょっと横になる……」


    　あんなに食べればそりゃそうだろうな。


    　俺は高千穂に言った。


    「そんなに食い意地張らなくてもいいだろう？」


    「そういうんじゃねぇんだよ……」


    「何だよ？」


    　高千穂はふぅ～っと息を抜いてゴロンと向こうを見た。


    「まっ、いいじゃねぇか。俺のこだわりみたいなもんさ……」


    　そこへ宮みや田たさんがやって来て胃薬と水をテーブルにそっと置いた。


    「すぐに起きるからよっ、宮田」


    　宮田さんは微ほほ笑えんだ。


    「ありがとう高千穂君」


    　高千穂は宮田さんの声を、この時初めて聞いたはず。


    　宮田さんは俺と出会った日は一言もしゃべらなかった。


    　色々な事件があって最後に小こ諸もろで別れる時、宮田さんは「男子は外見しか見ないから……その人が信用できないと話もできない」と言っていた。


    　だから、これは少し信用されたってことなのかな？


    　いつの間にか日は沈み、テレビを見たりしていると外はすっかり真っ暗になっていた。


    　時間的には午後八時くらいか。


    　宮田さんがコーヒーを淹いれてくれたので、俺たちは高千穂の寝転がっている横で話し始めた。


    「この別荘の問題は、夜、することがないことよ」


    　タダでこんなすごいところに泊めていただいているのに、美み優ゆがさらっと文句を言う。


    「江えの島しまって、夜は遊びに行く場所はないのか？」


    　俺は聞いた。


    「参道の店はほとんど閉まっちゃっているから……後は、シーキャンドルの夜のライトアップを見に行くとか」


    「だけどよ。それって、夕方よりも……」


    「当たり前じゃない。夜の方が組んずほぐれつのドイチャイチャ名所になっているわよ。私は行かないけど、駿しゆんは行ってくれば？」


    「俺も行かないよ！　そうかぁ～どこも開いてないのか……夏の夜の遊びと言えば何だ？」


    　全員で腕を組んで考える。


    「普通の夏休みの過ごし方的な提案をお願いします。美優以外で……」


    「どうして私以外なのよ！」


    「美み優ゆからの提案はだいたい変なことだろう？」


    　美優がスラスラと答える。


    「どうして決めつけるのよ!?　色々とあるわよ。ライトアップ電車とか、夜に忙しくなる貨物ターミナルを見に行くとか、真夜中から廃線跡を歩いて朝日を見るとか」


    　全部電車かよ!?


    「普通って言ったろ。誰がそんな変態的な夏の夜を過ごしてんだよっ！」


    「私は毎年そうよ」


    　美優は戸と惑まどいもなく答える。


    「普通の高校生はそんな過ごし方しないんだよ！」


    「うっ……」


    　美優が絶句して黙り込んだ。


    　こうやって考えてみると、合宿だとかキャンプだとか、夏の夜をどうやって過ごしていたのかわからなくなってくる。


    　花火って年でもないしな……トランプ？


    「う～ん」


    　由ゆ佳かさんがパンッと手を叩たたいた。


    「怪談とかどうですか」


    「怪談かぁ……まぁ、ベタっちゃベタだが……」


    「そうねっ、それは面白そうね」


    　なぜか美優ものってきた。すると宮みや田たさんはすっと席を立ちリビングからいなくなった。


    　そして、十秒くらいたったその時、パッとリビングの電気が消えた。


    　おっ!?


    「何だ？　停電か？」


    　俺が原因を探りに立ち上がろうとした時だった。


    「きゃぁぁぁぁ！」


    　と、由佳さんが大きく悲鳴をあげる。


    「うんっ!?」


    　見ると、廊下からぼんやりした火が近づいてきた。


    　怪談も始まっていないのに……もう幽霊？


    　よく見るとロウソクを持った宮田さんだった。


    　宮田さんも賛成なのね……。


    「なっ、なんだ……宮田さんじゃないですか……」


    　由佳さんはズレた眼め鏡がねを直して、胸をなで下ろした。


    　自分から提案しておいてその反応って……大丈夫なの由佳さん？


    「こういうのは雰囲気出さないとね」


    　宮みや田たさんはシーキャンドル型のロウソクを、テーブルの真ん中に置いた。


    「それならこんな空気じゃダメだろう」


    　俺もエアコンを切って窓を開ける。


    　すると、窓から生温かい風がやんわりと入り込んでくる。


    　炎は風を受けて一気に頼りなくなった。


    　ロウソクの光を囲むようにして座るので、それぞれの顔だけが闇やみ夜よに浮かび上がる。


    　これで準備は完了。


    「始めるわよ！　怪談の内容は鉄道縛りねっ！」


    「なんでじゃ!?」


    　やる気満々で司会を始めた美み優ゆに俺は突っ込んだ。


    「こんなに鉄道好きが集まっているのに、普通の怪談なんてつまんないでしょ？」


    　いつの間にかそうなっているが、鉄道好きはお前と宮田さんだけじゃないか……？


    「え～そんなぁ～」


    「ほら、由ゆ佳かさんだって困っているだろう？」


    「私が話そうと思っていた話は鉄道とは関係ないです。私は今から別のネタを探しますから、みなさん先にやってもらってていいですか？」
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    　由ゆ佳かさんはスマホを持って検索し始めた。


    　おいおい……。


    　スマホの画面の光が眼め鏡がねに反射し、半笑いで検索する由佳さんの姿が怖い。


    　美み優ゆが勢いよく進行をする。


    「しょうがないわね。じゃあ由佳は最後ね」


    　宮みや田たさんは笑って手を左右に振った。


    「そうね、くれあは、こういう話は絶対無理っと……」


    　当然のように美優は宮田さんを順番から外した。


    「それじゃ改めて……誰からする……？」


    　美優が体を乗りだすと、横で人が突然ガバッと起き上がってきた。


    



    「きゃぁぁぁぁぁぁぁ」


    



    　まだ、始まってもいないのに、また由佳さんの大きな悲鳴。


    　高たか千ち穂ほが突然起き上がったのだった。


    「なんだよっ！　食い倒れっ！」


    「俺もやるぞぉぉ！　怪談」


    「もう大丈夫なのか？」


    「宮田の薬が効きいたからな」


    「そうか、じゃあ高千穂が一番でいいぞ。ただし、鉄道縛りだけどなっ」


    「ああ、聞いていた」


    　高千穂は大きな体をロウソクに覆おおいかぶせるようにしてボソリボソリと話し始めた。


    「これは……俺の親おや父じから聞いた話だ。十数年前くらいだったか、会社帰りにかなり飲んでいた親父は、東京駅から横よこ浜はま方面への列車に乗って帰ろうとしたんだ。急いで階段を駆け上がりホームへ飛び出すと、そこにはいつも通勤でよく乗っている緑とオレンジに塗ぬられた列車が停とまっていたそうだ。『こいつはたぶん最終なんだろう』と思った親父は、その列車の行き先も確認せずに飛び乗ったんだ……」


    「その列車には、誰も人が乗っていなかった……そんな話ですか？」


    　由佳さんが怖こわ々ごわと聞いた。


    「いや、そうじゃねぇんだ。割りとたくさんの人が乗っていて、中は普通の感じがしたそうだ。親父は仕事と酒で疲れていたから座って帰ろうと、空あいていた一つの窓際の席に腰かけた。昔のシートで、こう、向かい合って行くタイプの奴やつだ」


    「ボックスシートな」


    　これは俺でも補足説明できる。


    「おぉ、たぶんそうだ。そして、親おや父じは電車に乗るとすぐに熟睡してしまったんだ……この話が怖いのはここからだ……」


    　全員高たか千ち穂ほに注目する。


    「熟睡しつづける親父を乗せて列車はどれくらい走ったのだろう……。その後、その列車に何が起きたのかはわからないが、次に目を覚ました時……親父は、なんと岐阜県の大おお垣がき駅のベンチに座っていたんだ……なぞの列車に乗った親父は一晩に四百キロも移動したんだぜ……」


    「うわっ!!　それって幽霊列車なんですよね！」


    　由ゆ佳かさんが驚いて聞いた。


    「そうじゃねぇかな……びっくりした親父は慌あわてて始発の新幹線で戻って来たんだけどな」


    　高千穂の話は、怪談というより不思議な体験談だった。


    「しかし、その話ってすごいな。幽霊を見たとかじゃなくて、ＵＦＯに『自分さらわれました』みたいな話でさ、実際にその距離を短時間で移動しているんだからな……夜の東京駅か……そんな列車が現れるなんて、違う意味で怖いな……」


    　俺が語っていると、呆あきれるような視線を感じた。


    　あれ？　美み優ゆ、なんだよその残念そうな目は？


    「それは、大垣夜行よっ！」


    「お・お・が・き・や・こ・う？」


    　高千穂が目を点にして聞き返す。


    　言葉の意味がわかんねぇ～。


    「今は臨時列車になっちゃったけど、昔は毎日東京駅を23時30分に出て、大垣に明朝七時頃に着く快速があったのよ。それが鉄道ファンなら一度は乗ったことがある『大垣夜行』。たぶん、高千穂のお父さんは、うっかりそれに乗っちゃって、大垣駅に着いたところで駅員さんに起こされてホームに降りたのよ」


    　美優はまた、はぁ～と溜ため息いきをついた。


    「そっ、そんな！　だってその列車はブルートレインとか特急列車じゃないんだぜ、いつもの通勤列車だって!?」


    「最近は『ムーンライトながら』って名前もついて、特急用車両の１８３系・１８９系を使用しているし、全席指定席だから車掌さんに注意されちゃうけど、昔の大垣夜行は危なかったのよねぇ～通勤列車で使う１６５系なんて走らせるもんだから、フラッと乗っちゃって寝ると……静岡県……なんて割りとあったらしいわよ」


    「そんなすげぇ列車が走っていたのか!?」


    「そんなの常識よ」


    　高千穂は口をあんぐりと開けた。


    「俺の鉄板怪談がぁ～」


    　両手で頭を抱える。


    「そんな鉄道うっかり話じゃなくて、ちゃんとした怪談はないの？　駿しゆん」


    「う～ん、鉄道縛りっていうのが難しいんだよ……って、おっ!?」


    　俺の脳裏に一つの話が浮かび上がった。


    　これなら鉄道絡がらみで怪談になっているはずだ。


    「いいのあったの？」


    　美み優ゆは高たか千ち穂ほの後なので、少し不信感を持って聞いた。


    「一つ思い出したんだよ。これは名な古ご屋やへ俺がみそカツを食べに行った時に聞いた話だ。ある鉄道会社でトンネルを掘っていたんだが、そこは大変な難工事だったらしくてな、ある時、落らく盤ばん事故が起きてしまったんだ。その規模は大きくて、たくさんの人が亡くなったそうだ」


    「しゅ、駿にしてはまともじゃないの」


    　どうだ……ちょっと怖いだろ。


    「おぉ、これは俺が作ったんじゃなくて地元の人に聞いたマジ話だからな。その後小さな事故は続いたものの、トンネルが完成したんだ。でも、開通したこのトンネル付近で、考えられない列車事故が起こり始めた。ブレーキ付近から出火した火が列車に引火して車体が丸焦げになってしまったり、停とめていたはずの列車のブレーキが突如、外れ、下り坂になっていたトンネルを通って反対側まで走って大騒ぎになったりとかな」


    　美優が口を半開きにしたまま俺を見つめる。


    「そんなの大惨さん事じ寸前じゃない……」


    「そうなんだ。でも、この話にはまだ続きがあるんだ」


    「まっ、まだあるの!?」


    「しばらくすると、この付近を走る列車に不思議なことが起こり始める」


    　両手を祈るように合わせる由ゆ佳かさんが怖こわ々ごわたずねた。


    「ふっ、不思議なこと……？」


    「そうさ、ある日の深夜、近所の人がトンネルのすぐ側そばにある踏切へ行くと、突然カンカンと踏切の遮断機が閉まる音がする。『終電か……』と思って見ていると列車が走って来て……中を見るとものすごいたくさんの人影が乗っているのが見えたそうだ。その人は『最終にはたくさんの人が乗るんだなぁ』と思ったらしいんだけど、次の日に駅へ行って……」


    「行って……」


    「駅員さんに『ここを通る終電ってお客さん多いですね』と言ったら……『あなたも見てしまいましたか……最終列車っていつも中はガラガラなんですけどねぇ……』と言われたんだってさ」


    



    「ひゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」


    



    　ストレス解消なのか由ゆ佳かさんは、とにかく悲鳴をあげる。


    「本当は誰も乗っていないのに、外から見ると中にたくさんの人が乗っているように見えたってことだよなっ」


    　高たか千ち穂ほが真ま面じ目めな顔で言う。


    「そうらしいぜ。日によっては血まみれの工事服姿の人がラッシュアワーみたいに、たくさん乗っているのが見えたらしいしな」


    　流れる涙をティッシュで拭ふきながら、


    「でっ、でもそれって作り話みたいなもん……ですよね？」


    　と、由佳さんが聞くと、なぜか美み優ゆが落ちついた声で答えた。


    「駿しゆんも鉄道のことよく勉強してるじゃない？」


    「いや、これは勉強とかじゃなくてだな……単に噂うわさ話だよ」


    　美優が口角をあげてニヤッと笑う。


    「それ、事実よ」


    　なっ、何!?　事実って何だよ？　怪談を話した俺が怖くなるだろ!?


    「それって新聞にも載のるくらい有名になっちゃって、地域の人も頻ひん繁ぱんに見たんだって、だから、最初はお祓はらいをやったんだけど効果がなくて、あまりの事態に鉄道会社さんも最終列車の後にもう一本、幽霊用に回送列車を走らせて対応したんだから」


    「マジかっ!?」


    　空気がピンと張りつめる。


    「それでも幽霊を見るっていう噂は続いたんだけど、トンネル自体が老ろう朽きゆう化したから数年前に閉鎖したのよ」


    「なんだ……じゃあ、今はそんな話はないんだな」


    　美優は人差し指を出して小さく振った。


    「それがさぁ、廃線マニアの人がね！」


    　なんだよその新しい変態は……。


    「今は閉じられているトンネルの扉とびらを夜に見に行ったのよ」


    「どうして、わざわざそういう場所へ夜行くかな」


    「そうしたら扉の見える場所へ行っただけなのに警察が来たんだって。『今、警備会社からトンネル内の防犯カメラに人影が映ったって通報ありましたよ。あなたたちですね』って、廃線マニアの人はトンネルの中には入ってないって言ったんだけど警察の人が疑うので、扉の鍵かぎを一緒に開けてトンネル内を見てみたら、防犯カメラの近くにある、センサーで反応するライトが一つだけ、点ついていたんですって！」


    「はぁ……」


    　気を失いかけた宮みや田たさんが俺に倒れて来た。


    「大丈夫？」


    　宮田さんは俺にもたれながら静かに首を縦に動かす。


    　そもそも鍵かぎで閉まっていたトンネルの中には入れないし、入り口から中央までセンサーに触れずに行くこともできないはずなのだ。


    　俺の気楽な怪談が美み優ゆの補足で、しゃれにならない怖い話になってしまった。


    「それじゃあ、私の番ね！」


    　しかし、美優のトーンはこういう話には向いていない。


    「これは最近、四国であったことなのよっ！」


    　やっぱ怪談に元気は要いらないな。


    「日本では過去たくさんの列車事故があってから、列車にはトラブルがあったら『まず停とまる』っていう安全装置が付けられているのよ。例えば、緊急列車停止装置ってのが積んであって、運転士が急な病気で倒れたとしても六十秒間、何も操作しないとブザーが鳴って、そこから五秒以内にボタンを押さないと非常ブレーキがかかるようになっていたり、制限速度を無視して進行したり赤信号を無視して走ると非常ブレーキがかかる非常列車停止装置も設置されている。ブレーキに使われている圧縮空気を送るパイプに傷が入れば、その時点で自動で非常ブレーキがかかるようになったりもしている。それ以外にも今までの苦い事故の経験を生かした色々な安全装置が搭とう載さいされているのよ」


    　ほぉ、そうなのか……。


    　みんな感心して話に聞きいった。


    「それなのに………」


    　美優は自信満々の顔で一拍置いて、更に前に乗りだした。


    「先日、全すべての安全装置が働かず……ディーゼル特急が暴走して、最後は車止めにぶつけてやっと停まったのよ……ひゃぁ～怖～い!!」


    



    「「「「…………………？」」」」


    



    「もしかして、話終わったのか？」


    　俺たちは「どこが怖いの？」って顔で美優を見ると、美優は一人で震えながら、


    「こっ、怖いじゃないのよ！　そんなに安全装置つけているのに……列車は暴走したのよ」


    「どこが怖いのか、わかんねぇーよ!!」


    「なっ!?　だったら、ブレーキ装置について最初から説明し直すわ、列車の──」


    　由ゆ佳かさんが雰囲気を感じ取って思いきり手をあげた。


    「はいはい！　わっ、私も用意できました。ネットから拾ってきたばかりですが！」


    「そっ、じゃあ由ゆ佳かがやりなさいよ」


    　美み優ゆは不満そうだったが、渋しぶ々しぶ由佳さんに順番を譲った。


    「はい……でも、私に怖く話せるかどうか、自信はありませんが……」


    　由佳さんは頭の後ろを触りながら言った。


    「がんばって、由佳さん。暇ひまつぶしなんだし、気楽でいいよ」


    　俺は応援した。


    「はい！　では、できるだけがんばってみます」


    　由佳さんは大きく深呼吸すると、声のトーンもしゃべるスピードも変化させて、怪談用の話し方になる。


    「これは今ネット上ですごく噂うわさになっている『白い少女』っていう話です」


    　……学校で名前だけは聞いた奴やつか……。


    　低い声で話す由佳さんの怪談は雰囲気が出ていて悪くない。


    「湘しよう南なんのとある高校の男子Ａ君を女子Ｂ子が好きになったんです。Ｂ子は告白しようか迷って親友の女子Ｃ子に相談しました。Ｃ子は『Ａ君とは友達だから応援するよ』とＢ子との間を取り持ってくれると言ってくれました。でも……数か月たったある日、Ｂ子は江えの島しまのフェンスにＡ君とＣ子の名前の入った錠じよう前まえを見つけてしまったんです」


    「それってどういうことだ？」


    　俺に向かって美優はまったく興味なさげに答えた。


    「シーキャンドルで言ったでしょ？　江の島では付き合っている二人で名前を書いた錠前を付けると結婚できるって噂があるって。そのおかげで江の島じゅう、あっちこっち錠前だらけよ。まぁ、みんな結ばれたとは思えないけどね」


    「つまりＡ君とＣ子は、Ｂ子の知らない間に付き合ってたってことか……」


    　由佳さんが話を続ける。


    「そうみたいなんです……最初から付き合っていたのか、Ｂ子のことでＡ君と話をするようになったから仲よくなったのかはよくわかりませんが、どうもそうなっていたらしいんです」


    「Ａ君もＣ子も最低ね」


    　美優は怒った。


    「それはそうなんですが……悲劇はここから始まるんです。Ｂ子は二人を夜中に呼び出して藤ふじ沢さわを22時26分に出て鎌かま倉くらへ向かう江えノ電でんに乗るように言います。そして、一番前の運転席の後ろから前をよく見ているようにと……」


    　かなりノってきた由佳さんの迫力に、みんなは一いつ斉せいに唾つばを飲み込んだ。


    「藤沢から江ノ島、腰こし越ごえ、七しち里りケが浜はま、稲いな村むらケが崎さき……二人を乗せた列車は、何事もなくゴトゴトと真っ暗な夜の海岸沿いを走りました。どこからかＢ子が乗ってくるものだと思っていた二人は待っていましたが、まったくそんな気配はありません……。そして、列車が極ごく楽らく寺じを出た直後でした。橋の上からＢ子が白い幅広帽子と白いワンピース姿で手を振っているのが見えたそうです。二人も笑いながら手を振り返しました……その時！」


    　由ゆ佳かさんが全員の顔を見回した。


    「Ｂ子はその橋から飛び降り、二人の目の前で自殺したそうなんです……」


    　突然吹いた風にロウソクの炎がふっと消える。


    



    「「「「「ぎゃああああああああああああああああああああ！」」」」」


    



    　話していた由佳さんも含めて全員で悲鳴をあげた。


    　自分でしゃべっていて驚くなよっ！


    　俺は、ふら～っと気を失って後ろへ倒れる宮みや田たさんの手を摑つかまえて引っぱった。


    　美み優ゆは後ろに手をついて体をのけぞらせていた。


    「なっ、なんってことすんのよ！　Ｂ子っ！」


    「どうして、そこで自殺なんかするかなぁ～女はやることが怖こぇ～よ」


    　俺が胸に手を置きながら言うと、額ひたいの汗を拭ぬぐって高たか千ち穂ほが続けた。


    「その後ショックで、二人が付き合えないようにするってことだろ？」


    　由佳さんもさすがにトーンを戻した。


    「結局、それが原因でＡ君とＣ子は別れてしまったそうですし。Ａ君はショックだったのか、すぐに遠くへ引っ越してしまったそうです。それから江えノ電でんでは、22時26分発の藤ふじ沢さわ駅で見た白いワンピースの女の子を、極ごく楽らく寺じの橋の上でも見るっていうことが起きるようになったらしくて……今でもＢ子はＡ君を捜しているって言われています……」


    「ってことはその幽霊は、今も出るってこと？」


    　俺は由佳さんに聞いた。


    「そうですね。最新の書き込みは前の日曜日ですから……」


    　由佳さんはスマホでＷＥＢを確認して言った。


    「現役全開じゃん？」


    「夏休みはかなり出ていたみたいですよ。有名ですもん、この幽霊」


    　由佳さんはスマホを指でスクロールさせて目撃談をズラッと見せてくれる。


    「すっ、すげぇな……」


    　高千穂が部屋の端まで行って電気のスイッチを入れた。


    　パッパッと部屋の蛍光灯が光る。


    　宮田さんは俺の膝ひざで寝息をたてていた。


    　美優はすぐに立ち直る。


    「でも、江ノ電でそんな事故があったなんて聞いたことないわよ」


    　さすが鉄オタ、そこからくるか。


    　由ゆ佳かさんが近くにあったタオルケットを宮みや田たさんにかけながら言った。


    「でも全すべての事故が公表されるわけじゃないですよね？　遺族の意向で公表はしなかったとか……」


    「……そんなことは、ないと思うけど……」


    　俺は座布団を折って枕まくらを作り、宮田さんの頭をすっと移動させた。


    　宮田さんはしばらくお休みモード。


    「でも美み優ゆ。事故があったかなかったかは知らないけどさ、幽霊を見たっていう話がこれだけネットに上がっているんだぜ？」


    　美優は組んだ腕の右手の人差し指を、トントンと動かした。


    「それが気にいらないのよ」


    「どこがだよ？」


    「わからないけど……なんとなくよ……」


    「なんとなくってなぁ……」


    　美優は壁にかかった時計に目をやった。俺も続けて一緒に追う。


    「九時半か……」


    　最近こいつのやろうとすることがピンとくる時がある。


    「美優、まさか……？」


    　イタズラっ子のような笑みを見せる。


    「今から行けば、まだ間に合うわよね」


    「22時26分藤ふじ沢さわ発の列車にか？」


    「そうよ！」


    　高たか千ち穂ほと由佳さんはここでわかったらしい。


    「ええ───っ!!　幽霊を実際に見に行くんですかぁ!?」


    「栗くり原はらから少し話は聞いていたが……すっ、すげぇな美優……」


    　美優は平然としている。


    「普通、怪談の後は肝きも試だめしに行くでしょ？」


    　日本全国そんなルールかよ!?


    「お前の生まれた変な地方ルールは無視するとして……二人はどうする？」


    　俺は高千穂と由佳さんを見た。


    　ま、あれだけ怖がった後だ、まさか二人とも賛成しないだろ……。


    「これが海のある県の夏の楽しみ方なんですね！　こうなったら、とことん付き合いますよ～えぇ!!　やりますとも！」


    　さっきまであんなに悲鳴をあげていたのに、手をあげいきなりハイテンションでノりまくる由ゆ佳かさん。


    　間違ってるぞ！　そんなのは神奈川じゃない。落ちつけ！


    「まぁな、本物は見てみてぇよな」


    　お前ものるか高たか千ち穂ほ！


    「それじゃ！　みんなで行きましょうよっ！」


    　由佳さんは両手を握って気合いを入れた。


    　三対一、一人棄き権けんか……。


    　そこで下から音もなく、真っ白な手がすっとあがる。


    「きゃぁぁぁぁ」


    　と、由佳さんは高千穂にしがみついた。


    　その状態で幽霊を見に行くっていう神経が理解できません。


    　宮みや田たさんも行くっていうことね……。


    「じゃあ夜の散歩ってことで」


    「よしっ、幽霊を見に行くわよ！」


    　美み優ゆはなぜかウキウキしているように見えた。


    　　　◇


    　別荘から江えノ電でん江えノ島しま駅までは、歩いて二十分くらいかかる。


    　夜の海は不気味な感じだが、小田急片かた瀬せ江えノ島しま駅近くの国こく道どうまで来れば、街灯とファーストフードの店が立ち並び、たくさんの車が行き交っている。


    　夏休みが終わったばかりの湘しよう南なんは、夜でも人がまだ歩いていて賑にぎやかだ。


    　俺たちは昼間歩いてきた道を駅へと戻る。


    　駅の方が海岸よりもひっそりしている。


    　沿線はほとんど住宅街で大きな繁華街があるわけでもない江ノ電は、この時間は家に帰る人だけが利用するようだ。


    　駅の時刻表を見た宮田さんは一点を指さした。


    「次の藤ふじ沢さわ行きは21時49分ね」


    　美優がすぐにみんなに告げる。


    「『のりおりくん』買うから一人五百八十円ね」


    　美優はいつも説明がない。


    「何だ？　その、なんやらくんは……」


    「江ノ電一日乗車券。名前が『のりおりくん』よ」


    　どうも商品ネーミング担当に「くん」をつけたがる傾向がある。


    　だが、その前に……。


    「なんで！　夜の十時前に列車に乗るのに一日乗車券買うんだ!?　後、約二時間でもう今日が終わっちまうだろうが!?」


    　美み優ゆがすうっと息を吸い込んだ。


    「江えノ島しまから藤ふじ沢さわまで二百十円、藤沢から極ごく楽らく寺じの幽霊見てから鎌かま倉くらまで行って二百九十円、そして鎌倉からここ江ノ島まで戻ってくるのに二百五十円、合わせて七百五十円。一日乗車券の値段は？」


    「五百八十円」


    　美優はスラスラと俺を撃破した。


    「江えノ電でんはだいたい二回乗るなら一日乗車券で元がとれるのよ」


    「さすがですね！」


    　由ゆ佳かさんが深くうなずいて感心する。


    　カンカンカンと踏切が列車の接近を知らせる。


    「藤沢行きの列車が来るから急いで！」


    　俺たちは自動販売機でそれぞれ「のりおりくん」を購入。


    　ちょっと変わったデザインを想像したけど、単に今日の日付がデカデカと入っていて、「乗り降り自由」と書いてあるだけのきっぷにちょっとがっかりした。


    　って!?　何にがっかりしてんだ俺っ！


    　改札機を通ってそのまま藤沢方面のホームで待っていると、２２とナンバーの入った緑とクリーム色に塗ぬられた列車がやって来た。


    「かわいい電車ですね～」


    　由佳さんが大喜びし、宮みや田たさんはフラッシュを光らせずシャッターを切る。


    　撮った写真をカメラの液晶で見ると、きれいに光が流れて写っていた。


    　やっぱり宮田さん、撮るのうまいな。


    　カメラのフラッシュは運転士さんにはとても危険だと聞いた。


    　しかし、光らせないと露ろ光こう時間が足りなくなる。


    　そこで、それを逆に利用して風景を流したり、車体を流してスピード感のある写真にしていたのだ。


    「こんなレトロな列車なのか？　江ノ電って……」


    　今時、こんな古い車両なの……って感じがする。


    「なに言ってんのよ最新の２０形よ」


    　始まった～俺にはわけわからんよ……。


    「新しい列車でも雰囲気に合わせてレトロ風にしてるの、江ノ電は！　この子だって平成十四年とか十五年に来た新しい子なんだからね」


    　もう、列車を「この子」と言う擬ぎ人じん化にも違和感がなくなってきました。


    　大きなブレーキ音をあげて列車は目の前に停とまった。


    　四両編成のうち前の二両は緑とクリーム色だが、不思議なことに後ろの二両は紺こんとクリーム色で少し豪華な感じの模様が入っていた。


    　二両ごとに色がバラバラって……。


    　プシュッとドアが開くと、すぐに床下からタンタンタンタン……と音がする。


    　車内の人も少ないので長いロングシートに男子女子と並んで座った。


    　なぜか列車はすぐには発車しない。


    　なぜ？　と窓からのぞくと反対側からも四両編成の列車が入って来て、向かのホームへと滑り込んだ。


    　由ゆ佳かさんが不思議そうな目で見ていた。


    　美み優ゆが「駿しゆんもわかってないんでしょ？」って感じで一いち瞥べつをくれる。


    　まったくその通りだ。


    「江えノ電でんは上りも下りも一本の単線だから、こうやって複線になった駅ですれ違うのよ」


    「じゃあ～ここでは反対側の電車が来るまでは、前には進めないってことですよねぇ～」


    「そうよ」


    　車掌の笛が鳴り、列車は江えノ島しま駅を発車していく。


    　ガタンゴトン～ガタンゴトン～ガタンゴトン～ガタンゴトン～。


    　子供の頃、列車の走る音はそう言っていたと思うが、実際に列車に乗ってもそんな音は聞こえてこない。
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    　たまにカタンと鳴る程度だ。


    　それは一本一本のレールが長くなってきていて、つなぎ目が少なくなってきているからだと前に美み優ゆから聞いた。


    　しかし、この電車ではちゃんとガタンゴタンガタンゴタンと音がする。


    　速く走れば早くなり、駅が近づくとゆっくりになる。


    　こういった音は少ない方が乗り心地はいいはずと思うのだが、ずっと聞いているとなぜか心地よく、こっちの方がすぐに眠くなってくる。


    　特にこの時間は、窓の外が真っ暗で景色も見えないので更に眠け倍増。


    　江えノ島しまからは湘しよう南なん海かい岸がん公こう園えん、鵠くげ沼ぬま、柳やなぎ小こう路じ、石いし上がみと続く。駅間は一分から三分で走るので小刻みに停とまるが、五駅あっても藤ふじ沢さわまではたったの十分。


    　藤沢到着は22時少し前になった。


    　かまぼこ型の屋根に蛍光灯が点々と続く落ちついた感じの駅。


    　線路は一つしかなく鎌かま倉くらに向かって右側が降車専用、左が乗車専用ホームとなっている。


    　俺たちの乗ってきた列車は22時２分、すぐに折り返し鎌倉へ戻って行った。


    　列車から降りた人は全すべて改札口から出てしまい、藤沢から乗るお客さんは折り返した列車に乗ってしまったので、薄暗いホームには俺たち五人しかいない。


    　駅員さんはそんな俺たちを不思議そうに見ていた。


    　まぁ、こんな時間に江ノ島から来て、改札を出ずにウロウロしているお客さんなんてそういないよな……。


    　駅の時刻表を美優が見上げた。


    「次の列車がそうね」


    「例の22時26分藤沢発か……」


    　22時台には２分、26分、52分の三本しかない。


    「まずは藤沢で白い少女を見つけないとね」


    「なぜ、そうもやる気満々なんだよ？」


    　フンと鼻を鳴らして美優は答えた。


    「幽霊なんて本当はいないのよ。どうせ、布とか煙とかを見間違えているだけよ。だから、今日はその正体を暴いてやろうと思って来ただけだから」


    　すごい意気込みだったから、そんなこったろうと思ったけどな……。


    「ここに幽霊と見間違える物があるってことか？」


    「ここか、極ごく楽らく寺じの方か……。いずれにしろ極楽寺へ行けるのは江えノ電でんしかないし、ここは単線で急行も特急もないのよ。しかも一時間に三本というこんな時間帯に、この遥はるか先にある駅に同じ人間がいるなんてあるわけないわよ」


    　美み優ゆは白い少女騒動はウソだと思っているんだ。


    「鉄オタ的に考えれば……そんなのは無理ってことか」


    　美優は少し怒った顔をする。


    「だいたいブログネタに困って書いているだけよ、そんなの……それに、江えノ電でんにご迷惑じゃないのよ！　そんなウソの事故でネットで噂うわさなんか流されちゃったら」


    　偉そうに言ってるけどさ、話を聞いた時はお前ものけぞっていたろ。


    　俺は美優をジト目で見つめる。


    「あんなに驚いたくせに……」


    「バッ、バカねっ！　私が驚いたのはＢ子が列車に飛び込んだことよ！　こんなかわいい鉄道に飛び込むなんて、どうしてそんな酷ひどいことすんのよっと思っただけで、あんたたちみたいに幽霊を信じてびっくりしたんじゃないわよ」


    　そう言われればそうか……？


    「由ゆ佳か、その子はどんな格好だったっけ!?」


    　急に美優に言われた由佳さんは、ワタワタしながらスマホで検索する。


    「えっと、白い帽子に白いワンピース姿です」


    「夏はノースリーブでも着ているのかしらね？」


    　由佳さんはネットの画像を確認した。


    「そっ、そうみたいです。ノースリーブだったようですよ」


    　幽霊って季節ごとに着替えるの？


    「わかったわ、みんなも探してよ！　そんな風に見える物がないか？　揺らぐ煙や旗とかでもいいわよ。白い物を見つけたら教えて！」


    　気がつけば捜索班長になっている美優に向かって全員でうなずく。


    　俺も周囲を見渡してみるが、いきなりそんなもの発見できない。


    　藤ふじ沢さわはＪＲ東海道本線と小田急江えノ島しま線が接続する、この辺ではかなり大きな駅だ。


    　昼間見た海うみ芝しば浦うら駅のある鶴つる見み線ならあるかもしれないが、ここは工場も近くにあるわけじゃないし、煙を出す煙突や旗を掲けい揚ようするポールなんてなぁ。


    　やっぱり何も見つからない……が、俺としては、


    　まぁ、本当に幽霊なんだからしょうがない。


    　と、すごく納得していた。


    　列車が出るまでやることもないので、俺と美優はホームで向かい合い、横には宮みや田たさんが立っていた。アロハな二人は白い物をまだ探している。


    　頭の後ろで俺は手を組む。


    「俺、幽霊見たことねぇんだよなぁ～美優はあるか？　本物の幽霊とかさ」


    「私もないわよ」


    　美み優ゆも賛同する。


    「ＵＦＯもないしなぁ、チュパカブラもスカイフィッシュもないな」


    「何よそれ？　変な妖よう怪かいみたいなのと、鉄道に出る幽霊を一緒にしないでよ」


    「違うのか？」


    「万が一、鉄道に幽霊が出るとしたら、死んでも鉄道のことが好きだからそこに出るのよ。それも熱狂的な鉄道ファンよ」


    　マジっすか!?　それは違くねぇ？


    「だから、ここで会う幽霊が本物だったら……」


    「どうするんだ？　運転士姿で祈き禱とうするか？」


    　鎌かま倉くらから四両編成の列車がやって来た。これが折り返し22時26分発として発車する。


    　後ろの二両はいかにも古そうな、先頭が丸みを帯びた窓が三つの車両だった。


    　この列車が今度、鎌倉方面へ向かう時は先頭になるのだ。


    　発車時刻は迫ってきたが土曜日の深夜のこの時間に、鎌倉方面へ行く人はあまりいない。


    　一車両に多くても十人が待っている程度だった。


    　その時だった……改札口の方を向いて立っていた俺は見た！


    　改札口のすぐ外を右から左へと、白いワンピースをひらひらさせながら歩く、白い大きな帽子を被かぶった女の子を……。


    「うっ……あっ!?　……」


    　あまりの驚きに声が出ない。


    「なっ、何よ、突然！」


    　俺はワナワナとしながら手をあげた。


    　しかし、女の子はふわぁ～っと浮いて歩くような軽い感じで柱の陰へと消えた。


    「今の!?」


    　俺がやっと声を出そうとすると、少し離れた場所にいた由ゆ佳かさんが叫んだ。


    「きゃぁぁぁぁぁぁぁ」


    「…………ふっ………」


    　俺と同じ方向を向いていた宮みや田たさんにも見えたらしく、クラッと俺の腕にしがみつく。


    「どっ、どこ!?」


    　美優は悲鳴に反応して一気に改札口へと振り返る。


    「いたのか!?　どこだ！」


    　高たか千ち穂ほには見えなかったらしく、周りをキョロキョロと捜し続ける。


    　美優と高千穂は改札口とは逆の方向を向いていたので見えなかったらしい。


    　美優はダッシュで改札へ走るが、どこにも見当たらない。


    「どこにも白い少女なんて、いないじゃないの！」


    　由ゆ佳かさんがワナワナと手を震わせながら指さした。


    「いました、いましたぁ！　しっ、白いワンピースに大きな、ぼっ、帽子！　私はハッキリと見ました！」


    　しかし、そこには誰もおらず、ただ柱があるだけ。


    「見間違いなんじゃないの？」


    　美み優ゆは疑うように俺たちを見た。


    　でも、俺にもハッキリと見えた。


    「いや美優……確かに白のノースリーブのワンピースだった」


    「駿しゆんまで何言ってんのよ!?」


    「宮みや田たさんもでしょ？」


    　腕をゆっくりと離しながら宮田さんは元気なくうなずいた。


    「そんな、くれあまで……」


    「三人も見たんだから、もう幻まぼろしとかじゃない」


    　美優は少し考え込んだ。


    「そんな……」


    　俺は由佳さんと宮田さんを見た。それから、ゆっくりと美優と高たか千ち穂ほを見る。


    　あっ……このパータンは……。


    「これはあれだな。心清き者には見えるが、悪にどす黒く染まった心には見えないって奴やつじゃないか？」


    「誰がどす黒く染まってんのよ!?」


    「自分の胸に手を置いてゆっくり懺ざん悔げしたらどうだ？」


    「まぁいいわ。じゃあ二万キロ譲って、私はどす黒いとしましょうか。だったら、どうして高千穂まで見えないのよ？」


    　高千穂は「俺!?」と自分を指さして戸と惑まどっている。


    「まぁそれは冗談としてさ、この噂うわさはマジってことじゃないのか？　美優」


    「待ってよ。まだ藤ふじ沢さわで単に女の子を見ただけでしょ？　まったく同じ格好の子が極ごく楽らく寺じの橋の上に現れなければ、単に藤沢を白い服の女の子が歩いていただけじゃない」


    「そりゃそうだけどな」


    　22時26分、鎌かま倉くら行き列車の発車を告げるベルがホームに響き渡る。


    　俺たちは気持ちの整理がつかないまま、急いで最後尾の車両へと乗り込んだ。


    　車掌さんは安全を確認すると列車を出発させた。


    　俺は真っ暗な窓の外を見つめた。列車は江えノ島しまへ向かって静かに走って行く。


    　沿線は街灯の明かりしかなく、とてもひっそりとしている。


    　俺たちも幽霊を見たショックであまり会話をしなかった。


    　見てしまった三人としては正直、もう江えノ島しまで降りて帰ってもいい心境なのだが、まだ幽霊とは信じていない美み優ゆは極ごく楽らく寺じへ確認に行きたいと思っているはず。


    　だから、今は何を話しても揉もめるだけだろう。


    　石いし上がみ、柳やなぎ小こう路じ、鵠くげ沼ぬま、湘しよう南なん海かい岸がん、そして江ノ島には22時37分着。


    　江ノ島では上下線の列車すれ違いのため、少し停車時間が長い。


    「こうなったら先頭で幽霊を見てやるわよっ！」


    　美優は気合いを入れてホームへ降りた。


    　二両の列車を連結し四両編成となっているため、先頭の二両へ移動するには一度ホームに降りなくてはいけないのだ。


    　駅で停とまっている間に、最後尾から一番前の車両へと乗り換える。


    　……うわぁ……。


    　車内はかなり古く、木製の床でモケット張りのロングシートが両側に並ぶ。


    　普段なら気にならないだろうが、こんな時にこういうレトロ感のある列車は正直、怖い。


    　しかも、一両目には俺たちしか乗っておらずシーンとしていた。


    　それでも美優は余裕の笑顔。


    「ここからが勝負よ！」


    　誰と？


    「どうして幽霊と張り合っているんだよ!?」


    　美優は運転席の後ろに三つある窓の真ん中にバンと立った。


    「そんなのいるわけないでしょ？」


    　俺は左の窓からのぞくようにして立った。


    「藤ふじ沢さわで見たんだから、極楽寺でも見たらその時は本物ってことになるぞ」


    「見せてもらおうじゃないのよ！　Ｂ子さん！」


    　美優はダンッと窓に手を置いた。


    　なぜ幽霊相手でも強気なのかがわからん。


    「わっ、私はここで……いいです……」


    　由ゆ佳かさんはロングシートの一番運転席寄りに怯おびえながら座った。


    　宮みや田たさんはその向かい側に座る。


    「せっかく本物の幽霊が見られるんだろ？　そりゃ見ないと損だよな」


    　高たか千ち穂ほは楽しそうにやって来て右の窓に張りついた。


    　俺はそこまで乗り気じゃないけどな……。


    「そっ、そうだな、ここまで来たら見るしかねぇよな……」


    　運転席の後ろに、高校生が三人立って見ているという異様な光景。


    　しかも、こんな景色も見えない夜の列車に……。


    　俺は正直、怖い。ここで降りて別荘へ戻りたいくらいだ。


    　22時38分、ついに江えノ島しま駅を発車。


    　海岸線の線路を走っていると思うのだが、周りは暗くてよくわからない。


    　22時51分稲いな村むらケが崎さきに停車。


    　ホームの駅名看板が見えるだけだ。


    　藤ふじ沢さわからはここまでは三十分弱。


    「次が問題の極ごく楽らく寺じよ……」


    　美み優ゆが両手に力を入れて前方を見み据すえる。


    「藤沢から極楽寺へ江えノ電でんで先回りする方法はないんだよな？」


    　俺は美優に確認した。


    「江ノ電には各駅停車しか走っていないから、列車が追い越されることはないわ。もちろん長野の時みたいに新幹線もないしねっ」


    「後は……車を使ってとか？」


    「その方法はたぶんダメね」


    　美優は少し上を向いた。


    「どうしてだよ？」


    「江の島付近の道は、渋滞するので有名よ。土日なら江ノ電の方が早く着くはず」


    「それじゃ……ここにさっきと同じ姿の女の子が現れれば……」


    「駿しゆんの言う通り、本物ってことになるわね……」


    　美優は口を真ま一いち文もん字じに結んだ。


    　列車は住宅に挟はさまれた線路をゆっくり走る。


    　今日は突然聞こえる踏切の通過音にもビクッとする。


    　やがて左側に切り立った山肌が現れ、列車はグッと減速し、右側には白い光がポツリポツリと並ぶホームが迫ってくる。


    　今までの駅は海の近くの明るい駅という雰囲気だったが、ここだけは左側にそびえる高い崖がけのせいで暗い感じがした。


    　この駅が多くの木で囲まれているのも影響しているのだろう。


    　前方には例のＢ子が身を投げたという噂うわさの橋が、線路を跨またぐようにかかっていてゆっくりと近づいてくる。


    「あっ、あれでしょうか……？」


    　後ろから由ゆ佳かさんが震えながら聞いた。


    「そうだろうね……さっきから見ていると、江ノ電を跨ぐ橋はあまりなさそうだから……あれしか考えられないね」


    　俺は前を見たまま、体じゅうに力を入れながらじっと目を凝こらす。


    　後ろのシートに座っている二人も、そっとのぞき込むようにして見つめた。


    　静かにドアが開き、車内に涼しい空気が流れ込んでくる。


    　駅は異様に静かだった。


    　風が吹き抜け木々の枝や葉が擦こすり合わさりサワサワっと音がする。


    　蛍光灯の白い明かりだけがやけに明るく輝いていた。


    　それが反対に闇やみを濃くする。


    　駅からは誰も乗車もしない。


    　列車を降りる人もいない。


    「ほらっ、やっぱりいないじゃない。藤ふじ沢さわからなんて無理なのよ」


    　美み優ゆがほっと気を抜いた。


    　確かに橋の上には誰もいなかった。


    　なんだ……単なる噂うわさだったのか……。


    「そうだな、そうそう本物の幽霊なんて見られないよな」


    「単に藤沢に白い服を着た女の子が歩いていただけよ。だとすると、この駅にあるんじゃないの、旗とか煙とか幽霊に見間違うような物がね」


    　美優は背伸びして遠くを見た。


    　周りは山のようだから、そこに白い物でもあるのだろうか……？


    　俺も少しほっとした。


    「そっ、そっか……なんだ、ウソか……」


    　高たか千ち穂ほはつまらなそうに言った。


    「まっ、そんなもんだろうけどな幽霊話なんてよ。俺も部活の合宿で聞くけどよ、だいたいウソだからな」


    　美優は俺に体を向ける。


    「そもそも事故なんてないんだから、ここには幽霊なんていないのよ。偶然、藤沢とここで白い服の人がいた日があったのよ。それをブログをやっていた人が変に大騒ぎするから、その後から来る人はみんな幽霊を見たような気になったのよ。その噂をみんなでネットにじゃんじゃん書いちゃうから余計に広がってね」


    「そうか……やっぱり単なる噂だったのか……」


    「何、そんなことにビクビクしてんのよ駿しゆん？」


    　普通は怖くなるだろ!?


    　十五秒くらい停車した列車は、静かにドアを閉めた。


    　そして、再び鎌かま倉くらへ向けてゆっくりと走りだす。


    「ほっ……じゃ、次で降りて江えノ島しまへ帰るか」


    　俺はクルリと前を向いた。


    　……なっ!?　……。


    



    「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」


    



    　由ゆ佳かさん渾こん身しんの悲鳴が車内に響く。


    　宮みや田たさんはフラ～っとロングシートへ倒れ込む。


    「おい！　なんだありゃ！」


    　高たか千ち穂ほが窓に張りつくようにして上を指さした。


    　美み優ゆも橋の上を見つめたまま、まったく動かない。


    　俺にも、もちろんそいつは見えている！


    　列車はすぐにその橋をくぐりトンネルへ突入する。


    　だから振り返っても、それを確認することはできない……が。


    　しかし、今度は全員、同じ物を見たはずだ……。


    　列車が動きだした瞬間、橋の欄らん干かんからすっと立ち上がった白いノースリーブの白い帽子の少女を……。


    　トンネル内では走行音が大きく話もできない。


    　ピ──ン。


    「うはっ!!」


    　単なる車内放送のチャイムにもびっくりする。


    「次は長は谷せ、長谷でございます。お出口は左側でございます」


    　トンネルは二十秒くらいで走り抜けた。


    「俺も見たぞ、美優!!」


    「私にも見えたわよ……」


    　美優はそれっきり一言もしゃべらず、じっと前を見つめていた。


    　俺たちはそのまま鎌かま倉くら駅まで乗り、折り返して江えノ島しまへ戻ったが、帰り道、由佳さんは泣きじゃくり、宮田さんはフラフラし、美優は黙ったまま。


    　そんな三人を俺と高千穂はなんとか相手にしながら別荘へ戻った。


    　別荘の部屋は個室タイプで、それぞれが別々の部屋に泊まる。


    「やっぱ幽霊なんていねぇよなっ！」で、ちゃんちゃんと終わる予定だった肝きも試だめしが、本物の幽霊を見ることになってしまうとは……。


    　テンションが下がった俺たちは別荘に戻ると、風ふ呂ろに入りすぐに寝ることにした。


    　俺も柔らかそうな布ふ団とんが敷かれたベッドに入り、目を閉じる。


    　しかし、あれは本当に幽霊だったのか……？


    　でも、五人同時に幻覚を見るというのもありえない。


    　しかし、そんなことよりも、あの美み優ゆが黙ってしまったのが少し気がかりだった。


    　さすがの美優でも落ち込んじまったのか？


    　そんなことを考えていると、知らないうちに俺は眠りに落ちていた。

  


  
    ⑤　江ノ島発→鎌倉高校前・江ノ電


    



    



    　……俺の顔に何かが当たる。


    　やさしい感触だったので、危険は感じなかった。


    　……なんだ？


    　眠りの底から体の感覚が戻ってくると、今度は下半身に少し重みを感じる。


    　……かっ、体がうまく動かない。


    　こっ、これは俗に言う金かな縛しばりかっ!?


    　ゆっくりと目を開けてみるが、ボケボケの目ではピントがさっぱり合わない。


    　しばらくするとやっと見え始める。


    　俺の布ふ団とんの上には……長い髪に白い服の女の子が乗るようにして……って!?


    　……なっ、何!?


    　こっ、これは!!　びっ、Ｂ子さんが俺のところへ来たって奴やつかっ!?


    　Ｂ子さんは俺の体を、ゆっくりとゆさゆさ揺する。


    　やっ、やめてくれ───!!　俺は関係ねぇよっ!!


    　まだ、女の子にはひどいことはしてねぇーって!!


    　恨うらむなら高たか千ち穂ほの方がきっと罪は重いはずだ！


    　俺は目を閉じ寝てるふりをして、幽霊に立ち去ってもらうことにした。


    　クマと幽霊に対する対処法は、俺の辞書の中ではだいたい同じ。


    　更に効果が上がるように心の中で念じる。


    　……父と子と聖せい霊れいの～なんまいだぶ───


    　聞き覚えのある声がささやく。


    「駿しゆんっ……起きてよっ……」


    　これって……。


    　俺は目を擦こすってもう一度状況を把握。


    　そして、バッと目を開けてみると、そこには美み優ゆがのぞき込むように上に座っていた。


    　なぜ？　俺にのしかかっている!?


    　これはこれで突然そういう展開か!?


    「……美優か？　どうしたんだ、こんな朝早く？」


    　美優は小声で続けた。


    「今、時間ある？」


    　それは男の下半身に馬乗りになって言うセリフじゃないだろう。


    「って……今、何時だよ？」


    「朝の四時半くらいじゃない？」


    　少し体を起こした美優は壁の時計を見る。


    「なんで四時半に『時間ある？』とか言ってんだよ？」


    「駿が海の見える駅へ行きたいって言ったからでしょ!?」


    　早朝からなぜもう怒り気味なんだ？


    「……そりゃ言ったけどさ、そこってこんな早朝じゃないとダメなのか？」


    　美優は俺に乗ったまま言った。


    「そうね、一番いい時間に見た方がいいでしょ？」


    「そっ、そりゃそうだけどな……」


    　美優はやっと俺の上から床へ降りた。


    「だったら、すぐに着替えて玄関へ下りて来て……静かにね」


    　やっぱり理由は説明しないんだよな。


    「わかったよっ。五分で行く」


    　美優は微ほほ笑えんでから部屋を出て行った。


    　俺は音をたてないようにしながら、速攻で服を着て一階へと下りた。


    　美優はすでにサンダルを履はいて待っている。


    「あれ？　みんなは……？」


    「みんな昨日の件で疲れているでしょ？　だから駿しゆんだけの方がいいかなっと思ってね。それにみんなはあの駅に行きたいわけじゃないでしょ？」


    「まぁな……海へ来たかっただけだからな」


    「そうでしょ？　だから問題ないわよ」


    　俺は納得して二人で外へ出た。


    　まだ太陽は出ておらず、東の空がほんの少し明るい程度で辺りは薄暗い。


    　海の朝は冷え込むらしく、薄着で出ると少し肌寒かった。


    「急ぐわよ、列車に間に合わなくなるから」


    　美み優ゆは早足で歩き始める。


    「どこへ向かうんだ？」


    「そんなの決まってんじゃない？」


    「江えノ電でんの江えノ島しま駅へ行くのか？」


    「そうよっ」


    　俺たちは全すべてシャッターの閉まっている江の島の参道を抜け、橋を渡り駅へ続く道を歩いた。


    　朝の空には鳥も少なく、とても静かだ。


    　ときたま町に響くのは、新聞配達をするバイクの音だけ。


    　こんな時間に江ノ電はもう走っているのか？


    　しかし、びっくりしたことに、すでに駅は完全に動きだしていた。


    　俺も美優も当然のように一日乗車券「のりおりくん」を今日も購入する。


    　駅に入り鎌かま倉くら方面のホームへと渡る。


    「なんだよ……これが始発か？」


    「この列車じゃないと、間に合わないから始発に乗るしかないのよ」


    「間に合わない？」


    「そうよ」


    「何に間に合わないんだ？」


    「それはねぇ──」


    　美優も眠いらしく、ふわぁっと小さなあくびをする。


    　美優が説明しようとすると踏切が鳴り始め、遮断機が閉まるとすぐに緑とクリーム色の列車がやって来た。


    「行けばわかるわよ」


    　美優は５時10分の始発列車にポンと飛び乗った。


    　列車は江ノ島を出るとすぐに道路へ飛び出す。


    　へぇ～こんな場所だったんだ……。


    「江ノ電って路面電車だったのか？」


    「ここだけなんだけどね」


    　道の真ん中に敷かれたレールの上を、割りと速いスピードで走って行く。


    　そして道路には「電車優先」と大きな文字。


    　江えノ電でんの線路を境にして両側を車がすれ違う。


    「昨日もここを走ったと思うけど、路面電車になっているとは気がつかなかったな」


    「暗いと道路なのか線路なのかわかりにくいかもね」


    　江ノ電が路面電車になるのは次の腰こし越ごえまで。


    　左にゆったりとカーブすると、再び家と家の間のような狭いところへ突っ込んでいく。


    　朝になってよく見ると江ノ電の走る場所は細くて狭い。


    　家の屋根や壁を擦こすりそうな所を走っている。


    　こんなに鉄道と住宅が接近しているのを俺は見たことがない。


    　すごいのは、線路に面して入り口や門がついている住宅もあり、そこまでは線路を歩いて家に入るらしい。


    　……そんなので事故とかないのか？


    　これは密集していた町に無理やり線路を通したのか、それとも江ノ電のギリギリまで家を建てようとした人がたくさんいたからなのか……。


    　それにしても、ここまで地域に密着している鉄道もないだろう。


    　美み優ゆは突然サンダルを脱ぐと、窓に向かってロングシートに膝ひざから乗った。


    　よく子供が窓の外を見るような格好だ。


    「朝だし、誰もいないからいいでしょ」


    　俺が何か言おうとすると、列車はツィィンと音を鳴らして大きく左へカーブしながら狭い場所から一気に抜け出した。


    「うぉぉぉぉぉ!!」


    　自然と大きな声が出る。


    「すごいでしょ？」


    「おう、これはすごいなっ！」


    　そこには海が一面に広がっていた。


    　線路は海岸線沿いを道路と並行して走りだす。


    　朝日を迎えようとしている空はオレンジ色で、海はそれを受けて輝き始めていた。


    　進行方向が東らしく、すぐ右前の山が一番明るくなってきている。


    　ビルの立ち並ぶ藤ふじ沢さわから始まって、住宅街を走り抜け、路面電車になったかと思うと、今度は海沿いと、江ノ電はコロコロと表情を変えた。


    　……江ノ電って気持ちいいな……。


    　俺は素直にそう思った。


    　海のすぐ側そばを列車はしばらく疾しつ走そうする。


    　丁ちよう度どその頃、山を越えた太陽が朝日となって差し込み始めた。


    　やがて列車は一つの駅に停車した。


    　駅名表示には「鎌かま倉くら高こう校こう前まえ」と書いてある。


    　ここは降りた瞬間から目的の駅だってわかった。


    「ここでしょ？　駿しゆんの来たかった駅って……」


    　ホームは山側にしかない。


    　だから、列車が鎌倉方面へと走り去ると、目の前を遮さえぎる物がなくなった。


    　眼前に朝日を受けてきらめく海が広がる。


    　こっ、ここだ！


    　すごい、すごいよ、この駅は！


    　海はとても穏やかで、どこまでも続く砂浜に小さな白い波が寄せていた。


    　ホームに立っていても波の音が聞こえる。


    



    「ここだ───────っ!!」


    



    　誰もいない駅で俺は思いっ切り叫んだ。


    「そっ……」


    　美み優ゆは微ほほ笑えんだ。


    「ありがとうな、美優。しかも、こんないい時間に連れて来てくれて……」


    「やっぱりここか……ちょっとベタだけどね」


    「普通こっちだろう？」


    　駅のベンチに二人で静かに座った。


    　ここだったら何もしなくてもいい。


    　ただ風景を見ているだけで、あっという間に時間がたっていく場所だった。


    「この駅はやっぱり朝が一番きれいね……」


    「海に向かって駅があるからだろうな。最初にここの駅を作った人がすごいよ」


    　朝の道路は走る車も少ない。


    　海岸にも誰もいなかった。


    「私のお父さん、鉄道会社に勤めていて、田い舎なかの小さな終点の駅長さんやっていたの。私も小さい頃は家族で駅に住んでいてね、目覚ましはいつも始発列車の出発の警笛だった。だから、駅で朝を迎えるのってすごく好きなの……」


    　美優は遠くを見ながら、思い出すようなやさしい目をする。


    　だから、そんなに鉄道に詳しいのか……。


    「美み優ゆにとって、駅は家みたいなもんなんだな」


    「そうねっ、どの駅に着いても帰ってきた気がするわ」


    　単なる鉄道好きじゃなくて、美優の鉄道に対する思いにはやさしさを感じる。


    「ただねぇ……ここはちょっと恥ずかしいのよ」


    「何が恥ずかしいんだよ？」


    「鎌かま倉くら高こう校こう前まえ駅は明るすぎるっていうのか……チャラいって感じ？」


    　駅がチャラいって……。


    「でも……いい駅じゃないか」


    「まあね……駿しゆんもわかってきたじゃない」


    　俺も知らないうちに駅を愛めでつつある……。


    　鉄道趣味の中で分類すると、俺は駅好きなのかもしれない。


    　　　◇


    　今までは海が黒く空がオレンジ色だったが、太陽が昇ると海は青く染まり、空は水色になり、砂浜は白く光り輝き始めた。


    　俺はふと美優に目線を移す。


    　朝日を受けた横顔はとても清すが々すがしくきれいで、俺はしばらく見とれていた。


    　美優は海を見たままポツリと言う。
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    「私、幽霊を慰なぐさめてあげようと思うの……」


    「幽霊を慰める!?」


    　お前、そんなことできるのか!?


    「……私、一晩考えたのよ……あの子のこと」


    「………」


    　そういえば美み優ゆの目は少し赤かったな。


    「やっぱり鉄道に悲しい思い出は……どんな理由でも私……嫌なの……」


    　前にもそんなようなことを言っていたが、美優は何か鉄道で悲しい思い出でもあるんだろうか……きれいな横顔を見ながら俺は思った。


    「そりゃあな……なんとかできればいいけどさ……」


    　俺もそう思う。


    　あんな悲しい思いで、いつまでもＡ君を捜しているなんてな。


    「だから、幽霊がもう出ないように慰めてあげようと思って……」


    　美優はクルッと横を向く。


    　気持ちはわかるがな……。


    「だけどさ、俺たちは神かん主ぬしでもないし坊さんでもないんだから、幽霊を祓はらったり慰めたりなんて簡単にはできねぇだろう？」


    　美優は気合いを入れた。


    「そんなの気持ちよっ！　き・も・ち」


    「気持ち!?」


    　大きくうなずく。


    「こういうのはその霊の存在に気がついてあげて、気持ちを理解してあげることが大事なのよ。自分の職業が神しん父ぷか巫み女こかなんて関係ないわよ」


    「本当かよ……幽霊の気持ちなんて、どうすればわかるんだ？」


    「何言ってんのよ駿しゆん。幽霊だって別に最初から幽霊じゃないでしょ？」


    「まあな。死ぬ前は人間だったんだからな」


    「だったら同じよ。やさしくされれば嬉うれしいし、冷たくすれば恨うらむわよ」


    「そっか……な」


    　朝で頭が回転していないこともあり、妙に納得してしまった。


    「だから、今日は後で極ごく楽らく寺じに行きたいんだけど……一緒に付き合ってくれない？」


    　美優はその瞳ひとみに俺がしっかり映るくらい見つめた。


    　……美優……。


    「あぁ、いいよ」


    「ありがとう駿……」


    　そう言うと、美み優ゆはまた海の方を向いた。


    　そして、海風を受けて乱れる髪にすっと手を通して整える。


    　朝日を受けてキラキラと光る髪に、俺はまた見とれてしまった。


    　本当に、こうしていると美優はかわいい……。


    　カンカンカンと近くの踏切が鳴り始めると、美優はすっと立ち上がり後ろに手を組んだ。


    「じゃあ、帰ろっか？」


    「あぁ、そうだな」


    　俺たちは５時30分発の藤ふじ沢さわ行きに乗った。藤沢方面はこれが始発。


    　鎌かま倉くら高こう校こう前まえ駅には十五分くらいいたと思うが、まったく長いなんて感じなかった。


    　ちょっと駅を愛めでるって感じがわかってきたような気がする。


    　江えノ島しまで列車を降り別荘へと戻った。


    　あんなに色々なことをしてから別荘に戻ったが、まだ午前六時頃。


    　いつもならベッドで眠さ爆発の時間だ。


    「駿しゆんに話したら、なんだか眠くなってきた……」


    　赤い目を美優は擦こする。


    「俺もまだ眠いよ」


    「私、もう少し寝るわ……」


    「わかった、じゃ後でなっ」


    「ふぁ～い」


    　美優はフワァ～っと大きなあくびをして、自分の部屋へ入って行った。


    　俺も自分の部屋へ戻ってまたベッドに潜もぐり込む。


    　朝日が差し込みつつある部屋で、まどろみながら俺はまた眠りに落ちた。


    　　　◇


    　気持ちよく眠っていた俺の顔をバシッと衝撃が走る。


    「ってぇ!!」


    　今度は何だよ？


    　やはり今回も下半身が重い。


    　さっきよりも格段にな。


    　しかし、こんな時間に金かな縛しばりでもあるまい。


    　嫌な予感がした俺は、今度はパッと目を開けた。


    　やはり……俺の布ふ団とんの上には、アロハを着たスポーツバカが乗っている。


    　……どっ、どうしてみんな俺の上にのしかかる!?


    「栗くり原はら、起きたか───？」


    　朝からハイテンションでうるさいよ！


    「なんだ……高たか千ち穂ほか……」


    「おはよぉ～ございます」


    　ベッドの横から由ゆ佳かさんが顔をのぞかせた。


    「あっ、由佳さんおはよう！」


    　由佳さんは夕べ泣いて発散したのか、もうすっかり元気そうだった。


    　高千穂が俺を押さえつけるようなマウントポジションから話しかける。


    「海へ行こうぜ！　前の海でいいからよぉ～」


    　俺は起きて話そうとするが、まったく動けない。


    「……高千穂」


    「なんだ？」


    「とりあえずのけろってんだぁ！」


    　俺は思いきり力を入れてガバッと起き上がった。


    「うわっ!?」


    　高千穂は反動でベッドの下へと落ちて行った。


    　どこかに当たったらしくガンと音がするが、特に気にしない。


    　俺は由佳さんに向き直った。


    　美み優ゆと極ごく楽らく寺じへ供く養ように行く話は、怖がりの由佳さんには言わない方がいいだろう。


    「今日は美優に付き合って行く用が一つできちゃったんだ。だから、海へは他のみんなで行ってもらっていいかな？　俺も早く終われば行くからさ……」


    「いいですよ。わっかりました～」


    　由佳さんはニッコリ笑った。


    　高千穂は「痛いててて」と頭を触りながらむくりと起き上がる。


    「なんだよ、美優とデートか？　それならそう言えばいいのによ」


    「ちっ、違うって！」


    　由佳さんも楽しそうに俺に聞く。


    「でっ、デートなんですかっ!?」


    「だから違う！　ちょっと珍しい駅を見に行くだけさ……」


    「珍しい駅ぃ……？」


    「そっ、そう。海が見えるとか、道路を電車が走るとかな……」


    　由佳さんは目を細めた。


    「本当～ですか？」


    「何もないってば！」


    　俺の目を確認するように由佳さんはジロジロと見た。


    　いらん話題を振った張本人は、すでにこの話題に興味なし。


    「よし、朝飯にしようぜっ！」


    　と、元気に立ち上がった。


    　ったく……高たか千ち穂ほの奴やつ。


    　ダイニングへ上がると、やっぱりすげぇ朝ご飯が用意されていた。


    　豪華さがハンパねぇ。


    　庶民の朝は食パン一枚とコーヒーと、あっても目玉焼きって感じだろう。


    　だが、ここにはホテルの朝バイキング並みに色々と用意がなされていた。


    　いつからそんなに用意していたの？


    　そんな疑問を抱いだかずにはいられない。


    　朝は四人で食事をした。美み優ゆだけは起きてこなかったからだ。


    「どうしたんでしょう美優さん……」


    　と由ゆ佳かさんが心配するので、原因を知っている俺は、


    「昨日あまり眠れなかったみたいだからな」


    　と、言った。すると、


    「どうしてそんなこと知っているんですか？」


    　と、由佳さんにまたジロジロと見られた。


    　いつもボケェ～っとしてるのに、たまに鋭いよな……。


    「栗くり原はらさんが眠れなくしたとか……そういうことですか？」


    　更にエスカレートする追求に「朝日を見に二人で出かけた」からと言うと、色々と言いわけしなくちゃいけなさそうだったので、


    「夜にトイレに起きた時に会ったら、そう言っていたぞ」


    　と、言った。


    　朝食は美優の分を少しだけとっといてやる。


    　南国コンビは速攻で着替えると、昨日とはまた違う派手な衣装にサングラスをかけて「行ってきま～す」と出て行った。


    　そりゃ荷物多くなるわ……。


    　俺と宮みや田たさんは玄関で二人を見送った。


    「宮田さんは行かなくていいの？　海」


    「美優は何かやろうとしてるんでしょ？」


    　宮田さんがやさしい表情で微ほほ笑えむ。


    「そんな面白いことはないかもしれませんけど、宮田さんも一緒に行きますか？」


    「でも何も起きないってこともないじゃない？　美優だったら……」


    「でも、今日は幽霊相手だからそんなに大おお事ごとにはならないと思いますけど……」


    　とは言ってみたものの……大丈夫だろうか？


    　そう言われると心配になる。


    　美み優ゆは昼前に起きてきて、朝飯だか昼飯だかわからない時間にモソモソと食べた。


    　俺たちも横で軽く付き合って食べ、出かけることにする。


    　ミィィィィィンと蟬せみが鳴き、太陽からの日差しでもう暑い。


    　また江えノ電でん江えノ島しま駅へ。


    　しかし、美優は駅前を通り越して、更にモノレールの湘しよう南なん江えの島しま駅の横を通って行く。


    　……どこへ行くんだ？


    　美優は一軒の店の前で立ち止まった。


    「すみません。お花ください」


    「は～い。どんなのにしますか～？」


    　中から緑のエプロンをしたポニーテールのお姉さんが出て来た。


    「かわいい感じの花束にしてください」


    　……えっ!?　それって……。


    「美優、その花束は何に使うんだ？」


    「Ｂ子さんに決まってるじゃない」


    「……そうだよなぁ？」


    　美優は店にある花を指さして指示する。


    「そこのピンクのバラと小さなひまわりの花と……」


    　お姉さんはヒョイヒョイと花を集めて束ねていく。


    「おかしくないか？」


    「何がよ？」


    　美優は俺を見た。


    「普通、そういう時に持って行く花と言えば菊じゃないのか？」


    　はぁぁと美優がいつもの溜ため息いきをつく。


    「それじゃ聞くけど、どうしてそういう時の花は菊なのよ？」


    「えっ!?　そっ、それは……」


    　あれ？　いつもそうしているけど……どうしてだっけ？


    　天国に咲いている花？　それは睡すい蓮れんだっけ？


    「いつも言ってるでしょ？　タラタラ生きてんじゃなくて、一つ一つのことをちゃんと考えなさいって……」


    　別にタラタラ生きてねぇよ！


    　しかし、こう言われれば謝るしかない。


    「すっ、すまん……」


    「仏ぶつ花かは菊じゃないとダメなんて、仏教ではそんなのまったく決まってないわ。一応、バラとか棘とげのある奴やつはよくないとか聞くけど、それもまったく根拠ないしね。それよりも生前その人が好きだった花とか、贈る人の気持ちが大事なのよ」


    「そっ、そうなのか？」


    　美み優ゆは「常識よ」とばかりに深くうなずく。


    「Ｂ子は高校生なんだから、かわいい花束の方が好きに決まってるじゃない。駿しゆんは高校生の女の子にお花をあげる時、菊の花束を贈る？　バラの花束を贈る？」


    　そんなシチュエーションはまだ一度もないが、菊の花束を渡せばダメそうなのはわかる。


    「そりゃ……バラだろうな」


    「でしょっ!?」


    　またも理屈だけは鮮やかに通っている……。


    　しかし……俺の方が常識がないとは思えないんだがなぁ。


    　美優はお姉さんにテキパキと指示を続けた。


    「すみません。リボンはピンクで外はレモン色のペーパーでお願いできますか？」


    　こういうのを頼み慣れているのか、見る見るうちに小さなかわいい花束ができあがった。


    　美優は花束を軽く右手で持ち、江えノ電でんへと戻る。


    　宮みや田たさんだけ「のりおりくん」を購入し、俺と美優は、朝買った分を取り出す。


    　すると宮田さんは微ほほ笑えんだ。


    　宮田さんには全すべて行動を把握されているような気がする……。


    　三人で改札を通り、早朝と同じ鎌かま倉くら行きホームから列車に乗り込む。


    　江えノ島しまからは五つ目の駅が極ごく楽らく寺じだが、美優はなぜか降りない。


    「あれ？　極楽寺で降りるんじゃないのか？」


    　俺はドアから少し足を出した。


    「最後には寄るけど、まず行くとこがあるでしょ？」


    　美優はそう言って次の長は谷せで降りた。


    「どうして長谷で降りるんだ？」


    　俺は素直な疑問を美優にぶつけた。


    「やっかいごとは、まずは、地域で一番の神様に頼むのが筋すじってもんでしょ」


    「一番の神様？　筋？」


    「私だって別に錬れん金きん術じゆつ師じゃないし」


    　そいつは幽霊関係ないぞ。


    「長谷と言えば……」


    　すっと看板が目に飛び込んでくる。


    「大仏か!?」


    「そうよ。いくらＢ子でも湘しよう南なん幽霊としては新人なんだから、鎌倉時代からここにいるベテランの大仏様に言われたら、大人おとなしく天国に行くしかないでしょ？」


    　そういうのにも力関係とかベテラン新人とかあんのかな？


    　美み優ゆは大仏に向かってどんどん歩いて行く。


    「リアリストなんだかオカルト好きなんだか……」


    　俺は呆あきれながら宮みや田たさんと一緒に後ろをついて行く。鎌かま倉くらの大仏は長は谷せ駅から山に向かって五分くらい歩いた場所にある。


    　夏休みの終わった今でもたくさんの観光客が訪れていて、外国人観光客の姿も目立つ。


    　拝観料は一人二百円。


    　俺は小さい頃に親と車で来たような記憶がある。


    　中に入るとすぐ正面に大仏は座っている。


    　鎌倉の大仏には奈良の大仏のような大仏殿がない。だから、雨風にさらされた状態で鎮ちん座ざしているのだ。


    　体の表面にはそれを物語る、雨水で浸食を受けた跡がたくさん見られた。


    　こんなんだったっけなぁ？


    　小学生の時に見た時はものすごく大きい気がしたんだが、今見ると小さく感じる。


    「くれあ～写真写真！」


    　美優が大仏の前に走って行ってかわいくポーズをとる。


    　宮田さんはさっとカメラをのぞき込みシャッターを切った。


    「駿しゆんも入る～？」


    「あぁ、うん……」


    　俺も美優の横に立って宮田さんに撮ってもらった。


    「今度は、くれあも撮ってあげるよぉ～」


    「いいわよ美優」


    　と嫌がる宮田さんからカメラを取りあげ、俺とのツーショットを撮ろうとカメラを向ける。


    　そしてお決まりのセリフを美優は叫んだ。


    「一足す一は～」


    　俺と宮田さんは二人でやる気なく返事する。


    「にぃぃ……」


    　カシャンとシャッターが切れた。


    　完全に何をしに来たか忘れているだろ？


    　まっ、いっか……。


    　あんまり落ち込まれても嫌だしな。


    　鎌倉の大仏はさい銭箱も雨ざらし。


    　そこへ百円玉を一枚チャリンと放り込み、大仏前に三人で頭を下げ神妙に祈る。


    　……Ｂ子が成じよう仏ぶつしますように……。


    　百円でかなり大きなお願いをしているような気もするが……とりあえずお願いします。


    　大仏の横を見ると、なぜか入り口がある。


    「なんだありゃ？」


    「鎌かま倉くらの大仏って中に入って登れるのよ。拝観料、破格の二十円！」


    　ビシッと美み優ゆは入り口を指さす。


    「へぇ～。しかし、別に仏像の中を見てもなぁ」


    「昔は仏ほとけの中に入れるってありがたがったらしいわよ。それに遠くも見られるし……」


    　二人で上を見ると背中の扉とびらが開いていた。


    　俺は特に興味なし、そして、電車とも関係ないので美優も興味なし。


    　そして、鎌倉の大仏をから長は谷せ駅へ戻る交差点を渡りながら、左を見ると、一軒の店が目に飛び込んできた。


    



    「うおぉぉぉぉぉぉぉぉ！　あそこだぁ！」


    



    「なっ、何なのよ駿しゆん！」


    　美優が飛び上がって驚いた。


    「へえっ？　あぁ、わりぃ。例のテレビで見たコロッケを売っている店を見つけたんだ」


    「ったく……」


    「ちょっといいかな？　すぐに済むからさ！」


    　ここで買わなくちゃ俺は絶対、後悔する。


    　美優は呆あきれ顔。


    「もう、いつものことだからいいわよっ」


    「どこか日陰に入って休んでて！　すぐに戻るからさ」


    　俺はダッシュで店へ向かう。


    　外から見れば単なる近所の精肉店なのだが、実はここがコロッケの名店なのだ。


    　番組を見た後、俺はコロッケについてはネットで調べておいたんだ。


    　中へ入ると普通のサラダ油とは違う、ショートニングのいい香りが漂ただよっている。


    　一番前の冷凍カウンターにはズラリと揚げ物が並んでいる。


    　しかし、ここでは揚げた状態で置いている物は一つもない、全すべて揚げる前の白い状態だ。


    「何にします？」


    　やさしそうなおばちゃんが聞いてくれる。


    　色々あって迷いそうだが、そんな時ほど店で一番売れているノーマルな物を頼むのがよい。


    　ラーメン屋なら普通のラーメン、ハンバーガー屋なら一番基本のバーガーだ。


    「プレーンコロッケを五個ください」


    「はいプレーン五個ね。揚げるからちょっと待ってね」


    　おばちゃんはフライヤーの前にいる、おじさんに注文を伝える。


    　おじさんは笑いながら慣れた手つきで、五個のコロッケをジュッと油の中へ滑り込ませる。


    　近くの貼はり紙には「基本的に生売しません」と書いてある。


    　それは家庭で揚げた場合に、大きく味が変わったりするのが嫌だということなのだろう。


    　そこに料理人としてのこだわりを感じた。


    　数分するとコロッケが揚がり、おばちゃんはそれを薄茶色の紙袋にポンポンと入れて差し出してくれる。


    　袋からはなんとも言えない食欲を誘うよい香りがする。


    　俺は丁てい寧ねいにお礼を言ってお金を払うと、日陰で飲み物を飲みながら涼んでいる二人の元へ急いで戻った。


    「完全に何しに来たか忘れてんじゃない？」


    「えっ!?　おっ、俺の方が？」


    　確かに……店を見て完全に幽霊は忘れてしまっていたな。


    「まぁ美み優ゆも食べてみてくれよ」


    　宮みや田たさんはこういった物は食べないので、美優にだけコロッケを一つ紙に包んで手渡した。


    「そんなコロッケなんてどれでも」


    　美優は「暑いのにコロッケ……」って感じで、あまり食べる気はなさそうだった。


    「そう言わずにさぁ、テレビでもすごいうまいって言ってたし、ここは名店の風格があったよ」


    「……あれ？　ソースとかかけないの？」


    「『ソースはつけずに食べてください』って書いてあったぜ」


    　店内の貼り紙にはそんな注意も書いてあった。


    「コロッケでソースつけなかったら、味薄いじゃない？」


    「そうだよな……でもまぁ、とりあえず言われた通りに食ってみようぜ」


    「しょうがないわねっ……」


    　二人で一緒にサクッとコロッケをかじる。


    「なんだこりゃ!!」


    「なっ、何!?　これってどうなってんの？」


    　二人で驚きの声をあげた。


    　外の衣ころもはカリッと揚がり、中の具はホクホクでしかもジューシーだった。しかも絶妙な味がしっかりついていてまったくソースの必要はなかった。


    　これはコロッケの常識を覆くつがえす、初めて味わう不思議な味だった。


    「どうしてソースをかけなくてもこんなにうまいんだろう？」


    「そうね……普通、中身のじゃがいもって、もっとパサパサしてるわよね……」


    　二人で味に感動して、結局、一人二個ずつをあっさりと食べてしまった。


    　コロッケのうまさに感動して更に目的を忘れそうだったが、美み優ゆの持っていた花束を見てなんとか踏みとどまった。


    　二人して何してんだか……。


    　長は谷せ駅から藤ふじ沢さわへと向かう列車に乗り、やっと極ごく楽らく寺じへ。


    「今度こそ現場へ行くわよ」


    「あんまり遅くなると暗くなってきちゃうもんな」


    「そうよ、そうしたらまた今日も出ちゃうじゃないのよ」


    　遅くなったのは俺のせいだけでもないけどな。


    　極楽寺は長谷から一駅、時間にして二分程度。


    　駅名の由来になったお寺は近所にあって、梅つ雨ゆ時にはあじさいがとてもきれいだそうだ。


    　昼間に駅をよく見てみると、山側のすぐ側そばまで崖がけが迫っていて、海側にしかホームを作ることができなかったようだ。


    　ホームに降りて鎌かま倉くら方向を見ると、例の橋が見える。


    　俺たちは反対方向にある改札口へと歩く。夜来た時には誰もいなかったが、この時間は駅員さんが改札をしていた。


    　三人で古風な和風建築の駅舎をくぐって外の道路へ出る。


    　駅の周りにはたくさんの木もあり、ホームの上にも駅舎にもその枝葉を伸ばしていて心地よい日陰を提供している。


    　蟬せみの鳴く昼間に来れば、ここはとても緑の多い、落ちつくいい駅だった。


    　夜に来た時はかなり怖かったけどな。


    　10点評価で９点はあげられるな……。


    　って!?　ついに駅に点数まで付け始めてるぞ、俺。


    　駅の前に線路と並行する道があるので、江えノ電でんを左手に見ながら坂道を上がって行く。


    　この上が幽霊の立っていた場所ということになるのだ。


    　やがて坂道を上りきり、江ノ電を跨またぐ赤い欄らん干かんの橋に辿たどり着いた。橋の上の両側には海から飛んでくるのか、細かい砂が少し溜たまっていた。


    　それほど大きい橋でもなく長さにして一〇メートルくらいだろうか？


    　単線一本を跨ぐだけの小さな橋だ。


    　橋の上に三人で並んで立った。


    　美優は昨日、幽霊が立っていた橋の真ん中に、静かにしゃがみ込む。


    「あなたが悪いんじゃないでしょ？　それに、そんなダメ男のために……」


    　そして、静かに目を閉じた。


    「その時は死にたいほど辛つらいことだったんでしょうけど……死んじゃ……ダメじゃない……」


    　美み優ゆは真剣な表情で、その場所を見つめた。


    　俺も、小学校の頃、大切にしていたゲームソフトを失なくして、目の前が真っ暗になったことがある。


    　中学でも部活で孤立すると死んでしまいたくなった。


    　しかし、どんなことでも一年くらいしてから振り返ると、まったく気にならないものだ。


    　気持ちはその時その時で大きく変わっていく。だから、気にせず生きていればそんなことなんて……。


    　付き合ったことのない俺には、Ｂ子の気持ちをわかってはやれないが、死んでからも人を恨うらむのは……悲しいことだと思った。


    　俺も目を閉じて「もう許してやれよ……」と心から祈る。


    　宮みや田たさんも静かに目を閉じ手を合わせた。


    　目を開けると、女子に似合いそうなかわいい花束を美優がそっと足あし下もとに置いていた。


    「うん!?」


    　美優は花束を置いた場所を数秒間じっと見ている。


    　そして、ガバッと立ち上がった。


    「やっぱりね……そうじゃないかとは思ったのよ……」


    　美優は腕を組んで考え込んだ。


    　不思議に思った俺は、美優に聞き返す。


    「どうしたんだ？　何かあったのか？」


    「ちょっとねぇ～細かいことなんだけど……気になるのよ」


    　また、いつものように右手の指だけをトントンと動かしていた美優は宮田さんに言った。


    「くれあ、そこを写真に撮っておいて」


    　え～っそれは失礼じゃねぇ!?


    　てか、撮ったら幽霊写り込んじゃうとか!!


    「わかったわ。花束の周りでいいのね？」


    「そう、置いた辺りを徹底的にね」


    　宮田さんはさっとカメラを構えると、警察の鑑かん識しきのように写真を撮りまくった。


    　なぜかニヤッと笑った美優は、駅へ向かって元気よく歩きだす。


    「帰るわよ、駿しゆん！」


    「えっ!?　もういいのかよ？」


    「いいんじゃない？　大仏様にもお願いしたし、花束もあげたんだから……そんなに心配だったらコロッケでも置いておけば？」


    「こっ、コロッケ？」


    「あと一つ残ってるでしょ。女子ならあの味は嫌いじゃないと思うわよ」


    「そりゃそうだけど……もう死んじゃっているから、コロッケは違うんじゃないか？」


    「そう？　Ｂ子もここら辺の女子高生だったんだから、好きだったかもよ？」


    　さっきまで涙まで流して幽霊のことを気にしていたのに、今はスキップ直前の勢いで機嫌よく戻って坂道を下りていく。


    　お参りの帰りって、そんな元気なもんかぁ？


    　やっぱりわかんねぇなぁ美み優ゆは……。


    「お～い。どうしたんだよっ！」


    　俺は走って美優を追いかけた。

  


  
    ⑥　江ノ島発→極楽寺・江ノ電


    



    



    「お腹なかもいっぱいになったし……散歩に行かない？」


    　別荘に戻って、夕食のイタリアンを食べた後に美優が言った。


    「まぁ腹ごなしにもなるからいいけどな。でも、こんな時間、江えの島しまはどこも店が開いてないんじゃないのか？」


    「いい場所があるのよ！」


    　イタズラっ子のような笑顔で美優が笑う。


    　こんな時は何かをたくらんでいる時……。


    「俺はいいけど……どうする、みんなも行くか？」


    　リビングで食べ過ぎて転がっている由ゆ佳かさんと高たか千ち穂ほにも声をかける。


    「泳ぎ疲れとお腹いっぱいで、今にも眠ってしまいそうです」


    「いいぜぇ、江の島最後の夜だしなっ」


    　一日じゅう海にいたらしく、二人ともヘトヘトになって夕方戻ってきて寝ていた。


    　しっかりと日焼けして、ますます南国コンビって感じ。


    　二人は寝ているし、宮みや田たさんが大量の料理を作る間、暇ひまだったのか、美優は戻ってくるなりスマホをガンガン使ってネットに書き込みまくっていた。


    「それじゃ出るわよ！」


    　美み優ゆは勢いよく立ち上がる。


    　俺たちは全員で揃そろって別荘を出て、美優を先頭に細い道を通り参道へ出た。


    　そして、また橋を渡る。


    　そのまま止まることなく美優は進んで行き、またもや江えノ電でん江えノ島しま駅へとやって来た。


    「じゃあ、夜の散歩へ行こっか？」


    　美優はかなり使い込んだ「のりおりくん」をすっとポケットから出す。


    「散歩って美優……どうしてまた江ノ電なんだ？」


    「確かめておかないとね」


    「た・し・か・め・る？」


    「あれだけ大仏様にお願いしたんだから、ちゃんと慰なぐさめられたか確かめないとねっ」


    　そんなの聞いたことない。お願いがちゃんと効きいたかチェックするなんて……。


    「普通そんなことするかぁ？　それに今日、幽霊が出なかったとしても、今後も出ないとは限らないんだしさ」


    　笑いながらバシッと俺の背中を叩たたく。


    「まぁ、いいじゃないのよ、細かいことは！」


    　よかないよっ！


    「それから高たか千ち穂ほ！」


    　美優は高千穂に駆け寄ると俺たちから少し離れたところへ連れて行き、そこでゴニョゴニョと何かを話す。


    　最後のところだけは声が大きくて聞こえた。


    「ということだから、そこへ行っておいて欲しいのよ」


    「わかったぜ、美優」


    「よろしくね。遊びみたいなもんだから」


    「おう！　まかせとけ」


    　二人は最後にうなずき合った。


    　時刻は昨日と同じ21時45分、俺たちは改札口を通り抜けた。


    「あれ？　高千穂は」


    　高千穂は改札から入らず外でニコニコと手を振っている。


    「いいのよ。この辺を散歩するって言うから……」


    　美優はそう言いながら藤ふじ沢さわ行きのホームのスロープを上がって行く。


    　やがて21時49分になり、今日も藤沢行きがやって来た。


    「こっ、これって……」


    　由ゆ佳かさんが恐る恐る美み優ゆに聞く。


    「そうよっ、昨日と同じ列車」


    「え─────っ!!　まっ、また、見に行くんですか!!」


    「そうよっ」


    　躊ちゆう躇ちよもなく美優は言う。


    「そっ、そんなぁ～私、私……」


    　美優はガバッと由佳さんを抱きしめる。


    「大丈夫だから、私がついているから心配しないで！」


    「はっ、はい……美優さんがいるなら……」


    　美優は由佳さんに「さん」づけで呼ばれるのを諦あきらめたらしい。


    　２０形に乗り込むが、今日もやっぱり乗っている人は少なかった。


    　列車は定刻通り藤ふじ沢さわに到着した。


    　今日も降車ホームへ降りて、ぐるりと回ってまたすぐに鎌かま倉くら行きホームへと向かう。


    　昨日と同じ人だったのか、不思議に思った駅員さんが今日は俺たちに声をかけてきた。


    「すみませ～ん。一応、きっぷ拝見させていただいてよろしいですか？」


    　全員で「のりおりくん」を駅員さんに見せる。


    「はい、ありがとうございま～す。皆さん、こんな時間に毎日、何をされているんですか？」


    　ま、変だよな、こんな夜中に毎日藤沢まで来て改札を出ることもなく、すぐに鎌倉行きに乗る高校生の集団なんて。


    　俺も美優もハハッと苦笑いしていると、由佳さんが答えた。


    「びっ、Ｂ子を見に来ました！」


    「へえっ？」


    　駅員さんは目を丸くしてから、突然笑いだした。


    「あっはははは。また、それですか～」


    「それってぇ～見に来る人、多いんですかぁ？」


    　クククッと駅員さん笑いを押し殺した。


    「そうですねぇ～夏休みは多かったですよ。幽霊見るんだぁとかおっしゃる方が、この時間になると来られていましたね」


    「じゃあ～本当にいつも幽霊が出てたんですよね!!」


    　駅員さんは照れながら言った。


    「さぁ～そりゃ藤沢でも極ごく楽らく寺じでも白い服の人くらい見ますけど、それが同じ人かどうかなんてこちらではわかりませんし、職員でちゃんと幽霊を見た人はいませんけどね。それに……」


    「それに～？　なんですか？」


    「そもそも、そんな事故がないんですよ」


    　美み優ゆが「ほらね」っと胸を張る。


    「えっ!?　Ｂ子さんが飛び降りたって話はウソなんですか？」


    　ウソなの？　元々の話自体が？


    「ウソもなにも、そんな記録はありませんとしか言いようがないんです」


    　由ゆ佳かさんはジト目で駅員さんを見る。


    「理由があって、かっ、隠しているとか……」


    



    「「「「………………」」」」


    



    　一瞬、全員が黙った。


    「あっはははは」


    　駅員さんはまた声をあげて笑った。


    「列車が事故を起こしたらどこへも報告せずには済ませられませんよ。新聞にだって大きく載のっちゃいますし。だから、そんなことは絶対にありません」


    　白い手袋をはめた右手をビシッと額ひたいに当てて頭を下げると、駅員さんは回れ右をして歩いて行った。


    　駅員さんに「そんなことはない」と完全否定されてしまった。しかし、幽霊が出るのは事実……これは、どう考えればいいんだろうか？


    　昨日と同じく折り返しで、22時２分鎌かま倉くら行きが藤ふじ沢さわを発車。


    「さてと、問題は次の列車よ～」


    　楽しそうに美優は言う。


    「美優さんは怖くないんですかぁ？」


    　由佳さんが震えてズレた眼め鏡がねを直す。


    「こっわ～い～しゅぅぅぅん」


    　美優は手を広げて助けを求めるふりをする。


    「全然思ってねぇだろう美優？」


    「そんなことないわよ～駿しゆん。私は鎌倉の大仏様の御ご利り益やくを信じているだけよ。なんまいだぶ～なんまいだぶ～」


    　わざとらしく手を擦こすり合わせる。


    「ったく……美優はどこまでが冗談なんだか、今一つわからねぇんだよ」


    　美優はさっと移動すると、宮みや田たさんとなにやら話を始めた。


    　そして……。


    「くれあ、そういうことだからお願い！」


    　宮田さんはうなずき、すっと改札口へ向かって歩いて行った。


    「あっ、宮みや田たさん!!　どこへ行くの？」


    　俺が声をかけると宮田さんは一度振り向き微ほほ笑えむと、改札口から出て行った。


    「どうして宮田さんだけ降りたんだ？」


    　美み優ゆは改札を出た宮田さんに軽く手を振る。


    「くれあは藤ふじ沢さわに用があるんだって」


    　絶対に違うだろ？　こんな時間から藤沢に用なんて……。


    　そこへ鎌かま倉くらへ向かう列車がホームに入ってきたので、俺たちは昨日と同じ最後尾の車両に乗り込んだ。


    　俺は美優に問いただそうとした、その時、


    



    「あっ、あれぇぇぇぇ!!」


    



    　由ゆ佳かさんがなん度も指さしながら大声をあげる。


    　美優もその指先を素早く見つめた。


    「今日は私にも、バッチリ見えたわよ！」


    「うっっっ……」


    　由佳さんは二日連続で泣き顔。


    　もちろん俺にも見える……白いワンピースの女の子が……。


    　昨日と同じ格好だ。


    　それが幽霊とわかったうえで見るとゾッとする。


    　由佳さんはフラフラッとロングシートに座り込んだ。


    「いるじゃないですか！　まっ、まだいましたよぉ！」


    「そうね……」


    　美優はそっけない。


    　やっぱり俺たちが祈ってあげたくらいじゃダメなんだ。


    　人を恨うらんで自殺したんだから……。


    「鎌倉の大仏もたかがしれてるわねぇ～」


    　美優は改札の方を見ながら言う。


    　大仏様の力の問題じゃないだろう？


    　22時26分、発車を告げるベルが鳴り、すぐに列車が鎌倉へ向けて走りだす。


    「わっ、私……少し休みます……」


    　由佳さんは壁にもたれるようにして目を閉じた。


    「美優、どうするんだ？」


    「明日は神社の宮ぐう司じさんに、お祓はらいでもしてもらいましょうか？」


    　両手を「ダメね」って感じであげる。


    「そんな冗談言ってないでさ……」


    「とりあえず、もう一度極ごく楽らく寺じまで行ってみましょうよ」


    「どうしてだよ？」


    「やっぱり幽霊が出ている時にお祈りした方が効きくんじゃない？」


    「出ている時に～？」


    「そう、お昼に行った時はＢ子さんがそこにいなかったのよ。だから、私たちのお祈りが聞こえなくて今日も出て来ちゃったのよ……きっと」


    　そんなんじゃ、みんな供く養ようは夜になるぞ。


    「本当かよ……」


    「駿しゆん、これが最後だから……ねっ、お願い」


    　美み優ゆは下から俺をのぞき込むように、かわいく両手を合わせて頼み込む。


    　滅めつ多たにない美優の態度に俺はドキッとしてしまった。


    「あっ……あ、うん。いいけど……」


    「ありがとう!!　駿」


    　美優はニッコリ笑った。


    　何度も降りた江えノ島しま、そこから道路の上を走って腰こし越ごえ、二人で朝日の海を見た鎌かま倉くら高こう校こう前まえ。


    　今日はどれだけここを通ったのやら……。


    　今日は完全に「のりおりくん」の元はとった。


    　すみません。江えノ電でん様……。


    「さて、そろそろよぉ～」


    　なんだか楽しそうな美優は、立ち上がると由ゆ佳かさんに耳打ちを始めた。


    「えっ～!!　本当ですか!?」


    「まだ、わからないんだけど……たぶんねっ。だからお願い、ちょっと手伝って！」


    　由佳さんは少しだけ戸と惑まどったようだが、


    「……はい、美優さんが言うのなら……私、がんばります……」


    　と、納得した。


    「由佳、ありがとう。じゃ、お願いね」


    「はい！　なんとかやってみます」


    　由佳さんはそう言うと稲いな村むらケが崎さきに停車した際に前の車両へと走って行く。


    　俺もついて行こうとすると、美優がすっと俺の手を軽く摑つかんで止めた。


    「やっと、二人きりになれたんじゃない……」


    　どっ、どうしていきなりそんな展開!?


    　美優はその大きな瞳ひとみで俺を見つめる。


    「えっ!?　あっ、えっと……そのぉ……そうだよな……」


    　何言ってんだ俺は!!


    　すぐにドアは閉まりグォォォンとモーター音をあげながら、列車は極ごく楽らく寺じを目指す。


    　朝の鎌かま倉くら高こう校こう前まえ駅でもいい雰囲気だったしな……これは……そういうことなのか？


    　しかし……美み優ゆの「いかにも作りました～」って笑顔が怪しい。


    　えっと……あれがこうだから……そうだっけ!?


    　経験不足の俺が考えても要素が増えるばかりで、何をすればいいのかわからない。


    　人生は五十年。考えてみりゃ夢のようだったと、ちょんまげの誰かが言っていた。


    　あれこれ妄想していると時間は一瞬で流れる。


    　極楽寺でガシャンとドアが開く音で現実に戻った。


    　現在時刻22時52分。


    「なぁ、美優……」


    　俺が話しかけると、美優はそれに答えるようにギュッと手を強く握り返す。


    「駿しゆん、ドアが閉まる瞬間、降りるわよ。そして、すぐに改札口へ飛び込んで……」


    　えっ!?　何、それってどういうこと？


    　俺はわけがわからなかったがドキドキしながら返事をする。


    「わっ、わかったよ……」


    　たぶん俺の方の手のひらだけが汗ばんでいるだろう。


    　やはりこの駅の空気だけが少しひんやりしているような気がする。


    　乗降客は本日も一人もなし。


    　ピュュュュュュュル。


    　車掌の笛の音を合図に、美優は俺と繋つないだ手をグッと引っぱった。


    「今よ、駿！」


    「おう！」


    　俺たちはダッシュでホームへ飛び降りる。


    　そして、屋根のある改札口へすっと入り込んだ。


    　あれっ？　由ゆ佳かさんは降りて来ない……。


    　おっ!?　どっ、どうするよ!!　俺。


    　こんな誰一人いない駅で、俺は美優と二人っきりで手を繋いで見つめ合っている！


    　列車は橋に向かって動き始める。


    　美優は俺を駅舎の壁に押しつけるようにした。


    「しっ!!　静かにして……」


    「みっ、美優……」


    　なっ、何だ───!!　どうすりゃいいんだ───!!


    　俺が焦ってると、美み優ゆは手をゆっくりと離し、駅舎に半分身を隠すようにしながら橋の方をうかがった。


    　へっ!?　そういうことじゃないの？


    　直線距離にして約六〇メートル。


    　俺も美優に倣ならってすぐ後ろから顔を出す。


    「うは───っ!!　うくっ」


    　大声を出しそうになった俺の口を美優が急いで押さえる。


    　橋の中央に今夜も白いワンピースの女の子がすっと浮かび上がったのだ。


    



    「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」


    



    　電車からたぶん由ゆ佳かさんであろう悲鳴が聞こえる。


    「なんでよっ!?　ちゃんと言っておいたのに……」


    　美優が橋の下を抜けていく列車を見送りながら言った。


    「いくら幽霊が出るって聞いていたって、驚くに決まっているだろ？」


    「そうじゃないわよっ、見ていてごらんなさい、駿しゆん」


    　おいおい……幽霊を見てて呪のろわれたり、とり憑つかれたりしないか？


    「ちょっとだけだぞ……」


    　俺は少し震えながら駅舎の壁から顔をズラして橋の上を見つめた。


    　橋の中央にいた幽霊は列車が通り過ぎると、すぅっと右へと移動し始めた。


    「おい、こっちへ向かって来てるんじゃないのか？」


    「そうかもね。そろそろ江えノ電でんも最終だしね」


    「どうして幽霊が最終と関係があるんだよ？」


    　美優は微ほほ笑えむ。


    「そりゃ……それは後で説明するわ、駿、行くわよっ！」


    　美優は改札口を出ると、昼間と同じように坂を小走りに上り始めた。


    　俺も美優の横へと追いつき足早に歩く。


    「このまま行ったら幽霊と会っちまうぞ!?」


    「いいじゃない。相手は日本人だし、年も近いから話が合うかもよ」


    「幽霊とぉ？　何の話すんだよ？」


    「だ・か・ら……死ぬ前は人間だったって言ってるでしょ？　最近の高校生活はどうだとか、流は行やりのアイドルの話なんていいんじゃない？」


    「そんな話題でいいわけないだろう？」


    「じゃあ向こうの話題なんてどう？　針地獄は痛いですかとか、血の池は熱いですかとか、閻えん魔ま様はイケメンですかとかね」


    「それは地獄へ行った人に聞くんじゃねぇの？　Ｂ子さんまだ現世でさまよってんだからさ」


    　美み優ゆにのせられて、俺もＢ子さんに会うことを前提に話をしている。


    　更に歩いて行くと、坂の上からジーンズのホットパンツに黒いキャミソールを着た女の子が下りて来た。


    　髪はストレートの長い黒髪だけどギャルって感じで、さっと見ただけでもスタイルが抜群なことがわかる。


    　そして、手には大きなバッグを持っていた。


    　女の子って旅行へ行く時の荷物多いんだよな……。


    　俺はそんなふうに目で追っていると、美優はその子の進路を塞ふさぐようにして立ち止まった。


    「針地獄は痛いんですか？」


    　なぜ？　すれ違っただけの人に、そんなことを言う!?


    「はぁぁ!?」


    　薄暗い坂の途中でいきなり声をかけられた女の子はびっくりした。


    　そりゃそうだろう。


    　美優がニヤッと笑って女の子を見つめる。


    「Ｂ子さん！」


    「えっ!?　どこだ！」


    　俺は驚いて周りを見た。


    　美優には霊能力でもあって、俺には見えない物も見えているのか!?


    　女の子はチッと舌うちをすると、すぐに回れ右をして急に走りだした。


    「やっぱりね！　駿しゆん、追いかけるわよ！」


    「なっ、誰をだよ！　どうすんだよ！」


    　もう何がなんだかわかんねぇよっ！


    　俺と美優は並んで女の子を追いかけ始めた。


    　女の子は必死で逃げるので、あっという間に引き離されていく。


    「まったく面倒な子ね！　駿も早く走りなさいよっ！」


    「わかってるけど、上り坂だし、夜だし、一度、来ただけの場所だし……」


    「言いわけ無用！」


    「わーったよ！　うらぁぁ！」


    　俺は気合いを入れて坂道をダッシュで駆け上がった。


    　美優を置いて坂の頂上まで一気に上りきる。


    　坂の上は三さん叉さ路ろになっていて周辺を見回すが、どっちへ行ったかハッキリしない。


    「はぁはぁ、どっ、どこへ行ったんだぁ？」


    　息を整えていると、右の道の方から女の子の声がする。


    「痛っ！　ちょっとあんたっ！　放しなさいよ！」


    「逃げなければ痛くないぜ」


    　なぜかここで高たか千ち穂ほの声がする。


    　美み優ゆはやっと俺に追いついて来た。


    「はぁはぁ、Ｂ子はどこ!?」


    「さぁ……それはわかんねぇけど、さっきの女の子はそっちらしいぜ」


    　俺が指さした方から、高千穂が女の子の手を引いて歩いてくる。


    「お～い美優。こいつでいいんだよなぁ～」


    「そうよっ、グッジョブ！」


    　美優は親指を立てた。


    「まあ、これくらいなっ……」


    　高千穂も空あいていたもう片方の手で同じポーズを返す。


    　ふてくされている女の子が俺たちの前に連れて来られ、高千穂は女の子を放した。


    　美優は腕を組みながら話す。


    「あなたね、幽霊騒動の犯人は？」


    「フンッ」


    　女の子は横を向いた。


    「「えぇぇぇっ!!」」


    　男子二人で驚いた。


    「この子が幽霊なのか!?」


    　俺が聞くと高千穂もフンフンと首を振る。


    「昨日と今日、幽霊を見たって、たくさんネットに書き込んでおいたから来ると思ったのよ」


    「それって、どういうことだよ！」


    「そもそも幽霊なんていなかったのよ。この子が幽霊を演じていた……ってわけ。だけど犯人は二人で同じ服を着て、藤ふじ沢さわとここに現れていたわけじゃないわよ」


    「じゃあ、どうやって……」


    「それはこういうことよっ栗くり原はら君」


    　この何もかも納得してしまいそうな声は……。


    　宮みや田たさんがコツコツと坂をゆっくり上ってきた。


    「どっ、どうしてここに？　宮田さん、藤沢で列車降りなかった？」


    「そうよっ、藤沢駅で22時15分までいて江えノ電でんの乗客に姿を見せつけるようにしてから、東海道本線22時17分の東京行き快速アクティ３７７２Ｍに乗り大おお船ふなへ、そこから湘しよう南なん新しん宿じゆくライン１３１０Ｙに乗り換えれば鎌かま倉くら到着は22時31分、江ノ電鎌倉22時41分発には余裕で乗れるわ。そして、その列車に乗ればここ極ごく楽らく寺じには22時48分……22時26分に藤ふじ沢さわを出る、噂うわさの幽霊の見られる列車の極楽寺到着は22時53分だから、その差五分もあれば橋まで上って白い服と帽子を上から着られるわ……」


    　宮みや田たさんはサラッとトリックを説明した。


    「そんな方法で江えノ電でんを先回りしていたのか……」


    　美み優ゆは女の子をチラッと見た。


    「よく考えたわよね。鎌かま倉くらまでだったら私もこのルートに気がついたんだけど、まさか極楽寺まで先回りができるなんて想像もしなかったわ」


    　宮田さんはギュッと時刻表を折り曲げ、一発で目的のページを開いた。


    「そうなの……この大おお船ふなを回って先回りする方法はいつでもできるわけじゃないのよ」


    　美優はそのページを女の子に見せつけるようにして正面に立った。


    「どう？　Ｂ子さん」


    　女の子は動揺しているようだった。


    「そっ、そんなの……何を証拠に言ってんのよっ！」


    　美優は女の子のバッグに目線を送る。


    「犯人じゃないって言うなら、そのバッグを開けてもらえるかしら……その中に白いノースリーブのワンピースと大きな帽子が入ってないんだったら、私たちの間違いは認めるけどっ」
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    「そっ、それは……」


    　女の子はギュッとバッグを抱え込んだ。


    「まさか極ごく楽らく寺じでこんな時間に、他ほかの理由でそんな服を持っているとも思えないしね」


    　高たか千ち穂ほがバッグに手を伸ばそうとする。


    「いいわよそんなの、私たちは警察じゃないんだから」


    　顔を上げて女の子はキッと俺を睨にらんだ。


    「何が目的っ!?　お金？　それとも、体？」


    　自分で自分を抱くようにして腕を体にからめた。


    　おいおい、体って!!　しかも、なぜ俺に言う？


    　すっと前に出た宮みや田たさんは、全すべてを見通すような鋭い目で女の子を見つめる。


    「……理由を聞かせてもらえるかしら。あなたは、幽霊騒動が起こしたかったんじゃない。本当はみんなに話を聞いてほしかったから……なんでしょ？」


    　見つめられた女の子の方は、はっと頰ほおを赤くした。


    　これは落ちたな。


    　こういう時の宮田さんから漂ただよう雰囲気は、誰でも納得させてしまいそうな力がある。


    　俺もあんな目で見られたら、やっていないことでも自じ供きようしてしまいそうだ……。


    「わっ、私……私……寂しくって……」


    　女の子は今までとは違って、落ち込んだ声でトツトツとしゃべり始めた。


    「うちの両親、仕事が忙しくって……こんな時間でも誰も帰ってこないんです。一応、学校へ行けば友達もいますけど……あんまり深く付き合うのも面倒で……だから、私、一人でネットで遊ぶことが多かったんです」


    　それは誰でもあることだよな。


    「最初はゲームやったりブログを見たりしていただけだったんだけど……ある時、怪かい奇き現象のたくさん載のっているサイトにハマっちゃって……江えノ電でんに幽霊が出るって話を信じて、ここへ白い服を着て遊びに来たら、その日に、たまたま藤ふじ沢さわ駅にも同じような格好をした人がいて、次の日にわぁっとネットに噂うわさが広がっちゃって……」


    「最初は狙ねらってやったんじゃなかったのね」


    「そうなんです。でもそうなると、自分が有名人になったような気がしてきちゃって……その後、一人でもやれる方法はないかと、色々調べてこの方法を思いついたんです……」


    　女の子は反省したのか最後の方は少し涙声だった。


    「あなた名前は？」


    　女の子は思わず即答する。


    「唐から津つ美み咲さきです！」


    「私は宮田くれあ。美咲さん、そんなのあなただけじゃないわ。日本は十組のうち四組が離婚するような国よ。だから、母親のいない人だって、父親に会えない人だってたくさんいるわ。それに不慮の事故で、ご両親にはもう二度と会えない方だって……」


    　相変わらず、しゃべりだせばものすごい説得力。


    「…………」


    　完全に囚とらわれた唐から津つさんは黙って聞いていた。


    「それに……もういいじゃない一人で……」


    　宮みや田たさんが微ほほ笑えみながら髪に手を通した。


    「……えっ!?」


    　驚くように唐津さんは聞き返す。


    「誰かといないと寂しいなんてことは、本当はないのよ。教室でみんなでいたって寂しい時もあるし、穏やかな太陽の下で草原に寝そべるのは一人でも寂しくないわ。親だって恋人だって友達だって……いなければダメだとか、いないと寂しいというのは情報に踊らされているだけなのよ……美み咲さきさん、あなたは自分のためだけに生きればいいのよ」


    「……自分の……ためだけに……」


    「そう、それは身勝手にって意味じゃないの。まず、自分の夢をしっかり持って、楽しいことややりたいことを見つけて、それに向かって歩けばいいの。そうすれば、両親や友達なんて問題じゃなくなるわ。そして、同じ夢を追いかける仲間が集まれば、もっと人生は楽しくなる。そんな仲間は、離れていても寂しく感じないものよ……」


    　美み優ゆはそこで大きくうなずいた。


    　宮田さんはグッと唐津さんの目を見み据すえる。


    「だから……人は一人でもいいのよ……」


    　ガクッと膝ひざから唐津さんは崩れ落ちた。


    　そして、「あぁ」と声を出しながらボロボロと泣き始めた。


    「あっ……ありがとうございますぅ……私……私……二度とこんなことしません……」


    　宮田さんはそんな唐津さんの肩にそっと手を置いた。


    「わかってもらえたらそれでいいの……ねっ……」


    「はい……はい……」


    　それからは、唐津さんは泣きながら宮田さんの言葉にうなずくだけだった。


    　最後になっても宮田さんの話が高たか千ち穂ほには理解できなかったらしく……。


    　キョロキョロと周りを見渡してから、


    「こいつ警察にぃ──」


    　と言いかけたので、俺は肘ひじを脇わきにガスッと入れてやった。


    「ぐはぁぁぁ」


    　口から細かい霧きりを吐いた高千穂は、それでしゃべらなくなった。


    　今回も見事に入った。


    　美み優ゆは親指を立てた。


    「駿しゆん、いい仕事ね」


    「まぁな」


    　唐から津つさんを立たせてから、俺たちは駅へ向かって坂を下りた。


    　丁ちよう度ど、23時11分極ごく楽らく寺じ着の藤ふじ沢さわ行きが到着し、折り返しの列車で戻ってきた由ゆ佳かさんが走って出て来た。


    「それで、どうでした？　幽霊は？」


    　事情を説明するか……。


    　俺が言おうとすると美優が小さく手をあげる。


    「本物だったわ、由佳……」


    「ほ・ん・も・の？」


    「さっきも橋の上に見えたでしょ？」


    「はっ……はぁい……あれは……やっぱり本物だったんですね……」


    「そうね……さっきはそうじゃないって説明してごめんね」


    　由佳さんの目がキュッと点になった。


    



    「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」


    



    　これだけで通報されそう。


    　美優は唐津さんをチラッとだけ見た。


    「でも安心して、もう幽霊は出ないから」


    「どっ、どうしてですか？」


    　由佳さんは震えながら聞いた。


    「さっき私がお祓はらいして除霊しておいたから」


    「美優さん、そんなこともできるんですか!?」


    「そうね、今日鎌かま倉くらの大仏様で教えてもらったのよ。なんまいだぶ～なんまいだぶ～」


    　また美優は適当に手を擦こすり合わせている。


    　こらこら、そのうちバチが当たるぞ。


    「あれ……そちらの方は？」


    　由佳さんは唐津さんに気がついた。


    「あぁ～この子は幽霊を見てびっくりして倒れていたのよ」


    「へっ!?　それじゃあ、やっぱり見たんですね～」


    「あっ、えっ……はい……」


    　唐から津つさんは、ばつが悪そうに小さな声で答えた。


    　俺たちはホームに立って電車を待った。聞くと唐津さんは鎌かま倉くらの方に家があるそうだ。


    　23時18分、まず鎌倉行きの列車がやって来た。


    　こんな駅のこんな時間に、高校生がズラリといたので車掌さんは戸と惑まどっていた。


    　ドアが開き、唐津さんはゆっくりと乗り込む。


    　しかし、すぐに振り向き宮みや田たさんの腕をひしっと持った。


    「あっ、あの……」


    　俺には唐津さんの気持ちがよくわかった。


    　それは小こ諸もろで別れる時に似たような想おもいをしたからだ。


    　俺には何もできなかったけどな。


    「またどこかで会えるわ……美み咲さきさんが江えノ電でんを好きだったらねっ……」


    　唐津さんは顔をあげた。


    「はい！　はい、私、この電車は大好きです！」


    「そう、それはよかったわ。私も好きなの、おじい様も大好きだったこの江ノ電が……」


    　宮田さんは唐津さんの両肩を持つと体から引き離し、ゆっくりと列車へ乗せた。


    「じゃあね……」


    　ドアが静かに閉まり、唐津さんは何も言えず、少しだけあげた腕を窓についた。


    　やっぱり江ノ電はいい。


    　急せかすことなく車掌さんは最後まで待っていてくれる。


    　最後に微ほほ笑えんだ唐津さんを乗せて、列車はあの橋をくぐって行った。


    　列車の赤いテールランプを俺たちは見えなくなるまでずっと見つめていた。

  


  
    ⑦　別荘発→海岸・水着で徒歩


    



    



    　明けて月曜日。


    　今日も朝から太陽はギラギラと照りつける。


    　創立記念日の今日は俺たちの学校だけが休み。


    　そのせいか、単なる九月の平日は土日と比べて人が少ない。


    　ホテルバイキングのような朝食を食べた俺たちは、三日目にしてやっと揃そろって海へ出た。


    　宮みや田たさんの別荘には大きめのプールがあり、そこから階段を下りると浜辺へ出られる。


    　一応、海岸は宮田さんの家の物ではないそうだが……こんな場所へ来て泳ぐ人もいないので、完全にプラベートビーチのようなもんだ。


    　小さな浜の左側には崖がけがそびえ、右からは江えの島しまへ続く橋や対岸が見える。


    　俺と高たか千ち穂ほは木製のテーブルと白いキャンバス地のデッキチェアを五つ持って、先に白い砂浜へと下りた。


    　ここは波がなく、とても静かだ。


    　とりあえず海に向かって五つのチェアを並べ、真ん中の二つに高千穂と寝そべる。


    　ギュッと音がして適度に体が沈み込むこのデッキチェアは、俺の家にある奴やつなんかとはどこか違う。


    　高千穂はサングラスをかけて空を見上げた。


    「女子の水着はどんなのだと思う？」


    　お前はバカか!?


    「他ほかに話題はないのか！」


    「高校生男子の健全な話題なのによ」


    　昨日は少しは格好よかったのに……。


    「高千穂がモテる方法が、俺にはやっとわかったよ」


    　ガバッと上半身を起こして高千穂が身を乗りだした。


    「ほっ、本当か!!　どっ、どうすればいいんだ!?」


    「なるべくしゃべらないようにしろ……極力な……」


    「えっ!?」


    　高千穂は目を丸くした。


    「黙ってりゃ、きっとモテるよ」


    「何だよそりゃ？」


    　そこへ女子がやって来た。


    「ごめ～ん。遅くなっちゃって～」


    　由ゆ佳かさんがすまなそうに謝った。


    　うはぁ～どこを見てればいいのか……目のやり場に困る。


    　由佳さんの派手なビキニからは、予想通り胸が溢あふれそうでクッキリと谷間が見えている。


    「駿しゆん、何ジロジロ見てんのよ？」


    　美み優ゆは腕を組んだ。


    「そっ、そんなことないって!!」


    　美優は真っ赤なスカートの付いたビキニの上下、宮みや田たさんはパレオを巻いた少し大人っぽい黒い水着だった。


    　やっぱ、ジロジロ見ているか……。


    　確かに由佳さんの爆乳はダントツで目立つが、美優と宮田さんのスタイルは抜群でまったく問題ない。


    　って、俺にとって誰がどう問題なんだ？


    　高たか千ち穂ほはばっと飛び起きた。


    「よしっ！　今日も行くぞ白しら糠ぬか！」


    「はっ、はい！」


    　昨日の海で何をしていたのか、高千穂と由佳さんはコンビで海に走って行った。


    　俺の横に美優が座った。
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    　宮みや田たさんはビーチパラソルを広げて本を開く。


    「何の本ですか、宮田さん？」


    「日本にまだ国鉄が残っていたらっていう小説」


    　なぜここへ来てまでそんな本を？


    　美み優ゆはポータブルのＩＣレコーダーをテーブルにトンと置いた。


    「おっ、音楽か？　美優にしては気がきいてるじゃん」


    「『にしては』は余計よ。せっかくの太陽の下なんだから音楽がないとね」


    　美優はレコーダーの再生ボタンを押した。


    　ヒョョョョョョョョョョョロ………。


    　おい……これって……。


    　どこかの発車ベルの音が鳴る。


    　グォォォォンとモーターが鳴り始め、ガタンゴトンと走る音。


    「美優……これは何だ？」


    「江えノ電でん３００系」


    「そんな形式は聞いてねぇよ！」


    「場所に合わせて江ノ電にしておいたのに、何が不満なのよ」


    「違うだろ普通！　サザンとか湘しよう南なんらしい音楽あるだろう？」


    「そう？　砂浜で江ノ電の音を聞くなんて……すごく素敵じゃない？」


    「他ほかに曲とかは入ってないのかよ？」


    「う～ん……１００形と２０形も入っていると思うけど……」


    「なんで江ノ電の走行音オンリーなんだよっ！」


    「ちょっと関係なくなっちゃうけど……『北ほく斗と星せい』もあるわよ」


    　俺はガクッとうなだれた。


    「もういいよ……」


    「そう？　わかってくれて嬉うれしいわ、駿しゆん」


    　美優は日焼け止めクリームらしきものを取り出して体に塗ぬり始める。


    　やがて背中を塗ろうとするが、うまく手が届かないみたいだった。


    　そこで俺と目が合う。


    「駿、背中に塗ってよ」


    　俺にクリームの容器をポンと投げた。


    　そして、宮田さんの方に向いて座って俺に背を向ける。


    「おっ、おう……」


    　確かに真っ白な肌をしている美優は、日焼け止めを塗っておいた方がよさそうだった。


    　俺は自分の指にクリームを取り出すと、美優の背中に少しずつ塗り始めた。


    　これって、なんだかいやらしくないか？　そんなことが頭をよぎる。


    　初めてのことなので、恐る恐るやっていると、


    「力入れてやんないと上う手まく塗ぬれないでしょ？」


    　と、怒られた。


    「わーったよ」


    　照れくさくなった俺は手のひらにズバッとクリームを出し、クルクルと手のひらを回すようにして塗るようにした。


    「そうそう、気合い入れてやんなさいよね」


    　親おや父じに手伝わされる車の洗車と一緒だろう？


    　そう思って始めるが、やっぱり意識してしまう。


    　顔は真っ赤だろうな……たぶん。


    　俺は幽霊の件で美み優ゆに聞きたかったことがあった。


    「そっ、そういや……幽霊の件だけど……」


    「何……？　幽霊なんていないわよ」


    　美優は向こうを向いたまま、気けだるそうに答える。


    「どうして幽霊じゃないって思ったんだ？　だって、最初は幽霊と信じて大仏でもお祈りしていたんだろう？」


    「あ、あぁ～そのこと……」


    　美優はクリームを塗るのに邪じや魔まにならないよう、きれいな栗くり色の髪を束ねてパサッと前へ持って行った。


    「私は最初っから信じていなかったわよ」


    　げっ!?　マジかよ？


    「まあ一応、大仏へ供く養ように行ったり、お花も用意したんだけど……極ごく楽らく寺じに行ったのは橋を調べてみたかったからよ」


    「何を調べたんだ？」


    「橋の上の砂よ」


    　美優は顔だけを少し後ろへ動かした。


    「砂？」


    「そっ、橋の両側に溜たまっている砂を調べてみたのよ。そうすると、そこにスニーカーの跡がうっすらあったの」


    「スニーカーの跡!?」


    「そうよ。幽霊が立っていた場所にね」


    　俺は少し手を止めた。


    「そんなのがあったのか……」


    　宮みや田たさんがデジカメを操作して俺に画像を見せてくれた。そこには、花束の横にきれいにスニーカーの跡がついていた。


    「日本の幽霊には足はないでしょ？　だったら……と思って、スマホで少し調べて見たのよ……『白い少女』騒動がいつ頃から出始めたのかとかね。調べていくと、夏休みに突然多くなっていたし、その前は土曜日や日曜日に出ることが多かったのよ」


    「それって……」


    「そう、幽霊だったら学校はないんだから曜日の規則性なんてないはず、だからこれはたぶん学生がやってるんじゃないかと思ったわけよ。そこで、くれあには時刻表を調べてもらって、あの時間で極ごく楽らく寺じへ行く方法は本当にないのか、色々と方法を探してもらったの」


    　宮田さんが本から目を外して微ほほ笑えむ。


    「そうして、ＪＲで大おお船ふなを回る方法がわかったのか……だったら、その時点で俺に教えてくれたらよかったじゃないか？」


    　美み優ゆは俺に向かって振り向いた。


    「だって、一番駿しゆんが楽しめたでしょ？」


    　美優は微笑んだ。


    「あっがっ!?」


    　俺は開いた口が塞ふさがらなかった。


    　確かに楽しかったような気がするけど、俺はドキドキしっぱなしだ。


    　しかし、美優といるとどんなところでも本当に飽きないな……。


    　俺たちはその日の夕方まで海で遊んでから江えの島しまを後にした。


    　幽霊騒動での夜ふかしと、最後の海遊びでクタクタになり、俺は帰りの電車の中では立っていても眠りそうだった。


    　　　◇


    　次の日からまた学校が始まった。


    　残暑も長くは続かず、しばらくすると季節は急に秋っぽくなってくる。


    　旅行へ出ると色々なことがあるが、学校生活は平へい穏おん無事で変化なし。


    　クラスには高たか千ち穂ほも由ゆ佳かさんもいるが、この二人は別に鉄オタではないので旅行の話もすることはなく、テストやテレビのありがちな話に終始する。


    　学校で美優や宮田さんは見かけるが、廊下ですれ違う程度。


    　そんなある金曜日、帰りがけに美優からメールが入った。


    「今日　イグアス　集合」と件名が書かれ、本文はなし。


    　……もう少し、かわいくはできないのかよ？


    　俺は近くで帰る準備をしていた由佳さんに声をかけた。


    「今日、美優から由佳さん家に集合ってメール来たからさ、一緒に帰ろうよ」


    「あっ、は～い！」


    　ニコッと笑う由ゆ佳かさんの後ろで高たか千ち穂ほが手をあげる。


    「おっ、俺も！　行くぞ！」


    「お前は部活あるんだろ？」


    「えっ!?　まぁ、そうだけどよ……」


    「スポーツバカからスポーツとったら何が残るんだ？」


    「……バカだな……」


    　俺はカバンを持って席を立った。


    「だろ？　何かあったらちゃんと教えてやるから、素直に部活へ行ってろ」


    「へいへい」


    　高千穂は笑って返事する。


    　俺と由佳さんは駅までの通学路を歩いて、カレーショップ「イグアス」へ向かった。


    　……何だろう？　美み優ゆからの呼び出しって……。


    　カウベルを鳴らして中へ入ると、美優と宮みや田たさんはいつもの席にすでに座って待っていた。


    　美優は手を大きくクイクイと振っていた。


    「ぼぉぉぉっとしてないで、こっちこっち！」


    　だから、してねぇって！


    　由佳さんも「まだお店、暇ひまだから」とテーブルへやって来る。


    　俺は美優の向かい側にドンと座った。


    「何だよ？　メールなんて珍しい」


    　美優はぶっと頰ほおを膨ふくらませる。


    「だって、学校じゃ鉄道の話できないでしょ？　それに駿しゆんと仲よく話してて、また男子が寄ってくるようになったら面倒だし」


    「モテモテなんだから、いいじゃねぇか？」


    　美優はフッと窓の外を見て言った。


    「いいわ……今は……」


    　一瞬見せるその顔に俺はドキリとした。


    「そういえば、白い少女、あれからネットに出なくなりましたよ。すごいですね、本当に除霊できちゃうんですねぇ、美優さん」


    　由佳さんは目をキラキラさせながら言った。


    「まっ、まあね……」


    　美優は微ほほ笑えむ。


    　俺も気にしてあれからネットをチェックするようにしていたが、確かに白い少女はあの日を最後に現れてはいないようだった。


    　唐から津つさん、やめてくれたのかな？


    「じゃあじゃあ～美み優ゆさん!!　今度はこれを退治しに行きませんか!?」


    　由ゆ佳かさんはスマホをビシッと美優の眼前に突きつける。


    「そんなに近くにしたら見えないでしょ！」


    　美優は由佳さんから取りあげてテーブルの真ん中に置く。


    　そこには「スノーガール」と書かれた見出しで、不鮮明な写真が貼はられていた。


    「何よこれ？」


    「青森に現れるスノーガールです。津つ軽がる鉄道の津つ軽がる中なか里さと駅を降りたすっごい美人が、しばらくすると雪の中へ消えちゃうって話なんです!!」


    　美優は思いっ切り溜ため息いきをついた。


    「ここは心から鉄道を愛する仲間が集まる場所で、そんな怪かい奇き現象研究会じゃないのよ」


    　どっちにしても違うぞ。


    「でもでも～一応、鉄道縛りですよ、美優さん！」


    　そこには美優も反応する。


    「それもそうね。じゃあ駿しゆん、一緒に行く？　津軽鉄道」


    「えっ!?　まだ雪のシーズンじゃないだろう？」


    「そんなの関係ないわよ。どうせ、またイタズラなんだから」
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    　その横で宮みや田たさんがバンと一撃で、時刻表の一つのページを開く。


    「21時15分上うえ野の発の寝台特急『あけぼの』に乗れば、明朝９時55分には青森に着くわよ」


    「久しぶりに『あけぼの』かぁ～青森なんてすぐよね」


    　美み優ゆが時刻表に手を沿わせる。


    「いいなぁ～青森ですか～栗くり原はらさん！　お土産みやげお願いしますね」


    　えっ!?　俺だけ！　言いだしたのは由ゆ佳かさんでしょ!?


    　待て待て、旅行には準備とかなんとか……。


    　俺が戸と惑まどっていると美優は、


    「行かないの……駿しゆん？」


    　と、その大きな瞳ひとみで、まっすぐに俺を見つめる。


    　俺はその力に耐えられず、


    「……行くよ」


    　と、思わず言ってしまった。


    　俺は、一人で行くよりも、美優と行く方が楽しくなってきていた。


    　相変わらず、お前らほどうまく時刻表はめくれねーけどなっ。


    



    
      了
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    あとがき


    



    　皆さま本シリーズをお読みいただき、本当にありがとうございます。


    　おかげさまで無事二つ目の駅に到着することができました。


    　そして、今回も素晴らしい挿絵を描いて頂きました松まつ山やま先生にも感謝させていただきます。


    



    　私は最近、打合せを藤沢で行うことが多いのですが、せっかくそこまで行くのだからと、今回の江ノ電や相模線、横浜から東海道本線、横須賀線、根岸線、時間があれば湘南モノレールを使って行っていました。


    　そんな時、思いついたのが今回の話になっています。


    　私は自分で行った場所しか小説には書きません。


    （……そんなこと言って大丈夫か？）


    　しかし、話を思いつき、プロットを作ってから見に行くと、現地での情況はまったく違っててトリックが成立しないかもしれません。


    　ですから、最近はフラッとでかける旅行でも徹底的にデジカメで撮っておいて、その中から物語に使えそうな場所を選ぶというようになってきました。


    　もちろん、単なる地下道や改札口を、細かく撮影している旅行者はとても不気味です。


    　先日も名古屋まで東海道本線で行ったのですが、前作の乙女駅のような場所を見つけてはカメラを撮り、変な電車を見つけると下車していたら、結局、豊橋までしか行けませんでした。


    　しかも、これらの路線も将来的に使えるかどうかは、わからないんですけどね……。


    　ちなみに、海の見える駅についてはゆるく実話です（笑）。


    　ある時、海の見える駅について話をしていたのですが、どうもそこから見える物が違う……。


    　相手は橋だの煙突だの言うのですが、私としては「鎌倉高校前からそんなの見えたかぁ？」と思って聞いていた訳わけです。


    　海芝浦駅へはプロットの序盤ができた段階で行き、列車を二本乗り過ごして、この本のプロットを完成させました。


    　東京からでも横浜からでもそれほど時間はかからないのに、眼前に広がる（海じゃなくて）運河はとても気持ちよく、本当にいい駅だと思います。


    　皆さんも息抜きをされるのでしたら是非こちらへ。


    　では、もう一つ向こうの駅で、また皆さんとお会いできますように……。


    



    
      豊田　巧
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    元電車運転ゲームの宣伝プロデューサー。最近は鉄道を題材とした小説を多く作るため気楽に列車に乗れなくなりつつある……
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